
ISSN 0918－ 9106

徳島県立博物館年報
第 20号（平成 22年度）

Annual Report of the Tokushima Prefectural Museum
No. 20 (for the fiscal year of 2010)



目 次

徳島県立博物館の使命…………………………２

Ⅰ 展 示
１．常設展……………………………………３
２．企画展……………………………………５
３．特別陳列…………………………………１０
４．企画展示室の会場提供…………………１５
５．館外での展示……………………………１５
６．常設展の更新及び活性化に向けての

取り組み…………………………………１６
７．展示関係出版物…………………………１７

Ⅱ 普及教育
１．普及行事…………………………………１８
２．学校教育支援事業………………………２２
３．博物館友の会……………………………２４
４．県民参画活動の推進……………………２５
５．普及教育関係出版物……………………２７
６．徳島新聞「こども新聞」への協力……２７

Ⅲ 情報の発信と公開
１．博物館の広報活動………………………２８
２．テレビ・ラジオへの出演等……………２８
３．インターネットによる情報提供………２９
４．外部ネットワークとの連携……………２９
５．情報システムの概要……………………３０

Ⅳ シンクタンクとしての社会貢献
１．レファレンス業務………………………３１
２．各種委員会委員等の受諾………………３１
３．講師の派遣………………………………３２
４．大学教育への寄与………………………３３
５．学会・研究会等の運営への寄与………３４
６．博物館ネットワーク……………………３５

Ⅴ 調査研究
１．課題調査…………………………………３７
２．分野別（個別）調査研究………………３９
３．科学研究費補助金等による研究………４１
４．他機関との共同研究……………………４１
５．研究成果の公表…………………………４２

Ⅵ 資料の収集・保存と活用
１．採集資料…………………………………４８
２．購入資料…………………………………４８
３．寄贈資料…………………………………４８
４．寄託資料…………………………………５０
５．資料の貸し出し…………………………５０
６．写真・映像の提供………………………５０
７．資料の提供………………………………５１
８．資料の交換………………………………５１
９．館蔵資料数………………………………５１
１０．資料収集委員会…………………………５２
１１．文献資料の収集…………………………５２
１２．資料の保存………………………………５２

Ⅶ 管理運営・マネージメント
１．組織・職員………………………………５４
２．予算………………………………………５４
３．博物館協議会……………………………５５
４．視察等博物館関係来訪者………………５５

Ⅷ 中期活動目標と自己点検・評価
１．中期活動目標……………………………５６
２．２２年度実績と自己点検・評価…………６２

Ⅸ 観覧者統計…………………………………７４

Ⅹ 施設の概要
１．沿革………………………………………７７
２．施設の概要………………………………７７
３．博物館各室面積…………………………７９

� 例 規………………………………………８１



徳島県立博物館の使命

徳島の自然・歴史・文化の宝箱
－県民とともに成長する博物館－

徳島県立博物館は、徳島の自然や歴史・文化についての資料・情報に
もとづく学びの場として、県民のみなさんとともに成長していきます。

博物館では、効率的な運営を心がけながら、以上の使命を実現するために努力していきます。

使命と事業の関係

１ 知─知と出会う博物館
（１）展示
（２）普及教育
（３）情報の発信と公開
（４）シンクタンクとしての社会貢献

２ 探─地域の魅力を探る博物館
（１）調査研究

３ 伝─未来にまもり伝える博物館
（１）資料の収集・保存と活用

４ 使命の実現に向けての効率的な運営
（１）マネージメント（経営）

本文における事業の配列は、この構成にもと
づいたものである。

知
知と出会う博物館

博物館は、徳島の自然・歴史・文化について情報を発信し、県民のみなさんとともに楽しく学ぶ場を
創ります。

探
地域の魅力を探る博物館

博物館は、徳島の自然・歴史・文化について県民のみなさんとともに調べ、地域の魅力を見つけま
す。

伝
未来にまもり伝える博物館

博物館は、徳島の自然・歴史・文化についての資料を県民のみなさんとともに集め、「みんなの宝」
としてまもり、未来に伝えます。

徳島の自然・歴史・文化の宝箱
－県民とともに成長する博物館－

知

伝探

使命の実現に向けての効率的な運営
（マネージメント）

２



博物館の展示は、常設展と企画展から成る。
常設展は、徳島の自然、歴史、文化、自然のしくみ
等が概観でき、また、全国的・世界的なかかわりにつ
いても理解できるよう、様々なテーマを定めて展示し
ている。部分的な展示替えや資料の入れ替えは随時
行っているが、基本的な展示の構成は開館以来変わっ
ていない。したがって、学問の進展によって展示内容
が古くなった箇所が生じたり、開館以来の資料や情報
の蓄積が顕著でかつ社会的な要請の高いテーマが展示
できていないなど、常設展の更新（リニューアル）が
大きな課題となっている。しかし、開館２０周年を迎え
たものの、厳しい財政状況のもとで事業化のめどは
立っていない。そこで、「リフレッシュ事業」として、
２１年度の末に一部の中項目や小項目の変更を含む中規
模な展示更新を行った（年報第１９号参照）。２２年度は、
予算措置を伴わない小規模な展示更新や、地名の変更
に伴うラベルやパネルの変更や訂正を行った。
企画展は、専用の企画展示室を使って行うことに
し、２２年度は３回行った。各分野・分類群の館蔵コレ
クションの紹介、学芸員の研究成果に基づく地域自然
誌や歴史・文化の紹介、全国的あるいは世界的な広が
りをもつ資料の展示など様々なテーマをおりまぜ、
２、３年先までのスケジュールをたてて計画的に取り
組んでいる。しかしながら、年々企画展予算が削減さ
れ、規模の大きな企画展の開催は難しくなっている。
なお、今年度は文化の森総合公園開園２０周年にあた
ることから、企画展および特別陳列はすべて開園２０周
年記念事業として位置づけた。

１．常設展

� 常設展の構成
博物館の常設展示は、総合展示、部門展示およびラ
プラタ記念ホールの展示の３つから構成されている。
●総合展示
「徳島の自然と歴史」を総合テーマとし、徳島の歴
史と文化、現在の自然の姿が概観できるよう、次の７
つの大テーマにそって展示が展開されている。
１．日本列島と四国のおいたち
２．狩人たちの足跡
３．ムラからクニへ

４．古代・中世の阿波
５．藩政のもとで
６．近代の徳島
７．徳島の自然とくらし
●部門展示
総合展示とは違った角度から、分野ごとの個別的、
分類的な展示を行っている。
人文：近世の焼き物／なつかしいモノたち／鳴門の

塩業資料 など
自然：いろいろな岩石／鉱物／いろいろな動物／生

物の生活と自然のしくみ など
●ラプラタ記念ホールの展示
アルゼンチン共和国のラプラタ大学から寄贈された
南アメリカ特有の更新世哺乳動物化石を展示してい
る。
主な展示資料：
メガテリウム全身骨格（レプリカ）
パノクツス全身骨格及び甲羅
マクラウケニア全身骨格（レプリカ）
トクソドン全身骨格（レプリカ）
スミロドン全身骨格（レプリカ）
ヒッピディオン全身骨格（レプリカ）
ステゴマストドン頭骨（レプリカ）

� 部門展示の展示替え
部門展示（人文）では、テーマを決めて随時展示替
えをしている。平成２０年度から、多様な資料の公開を
はかるため、自然史関係の展示も行っている。
●絵はがきと景観
４月１日（木）～５月３０日（日）
展示資料点数 １２２点（館蔵資料１２２点）
館蔵の絵はがきを「街」、「寺社」、「山」、「川」、「海」、
「阿波踊り」など景観を記録した資料として展示した。
●四国のツキノワグマ
６月１日（火）～７月１９日（月・祝）
展示資料点数 ５４点
（館蔵資料５点、借用資料４９点）
四国では剣山系だけに少数が生息し、絶滅が心配さ
れているツキノワグマについて、剥製、骨格標本、調
査器具、および生態写真などで紹介した。NPO法人
四国自然史科学研究センターとの共催、三好市農林振

� 展示
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興課および那賀町教育委員会の協力を得た。
●徳島の昆虫－旧博物館の資料より－
７月２１日（水）～９月５日（日）
展示資料点数 ４，６４８点（館蔵資料４，６４８点）
徳島県立博物館の前身である旧博物館に収蔵されて
いた徳島県産の昆虫類標本を展示した。また、当時、
実際に展示されていた標本も紹介した。

●須木一胤－最後の阿波住吉派－
９月７日（火）～１０月１７日（日）
展示資料点数 ３６点
（館蔵資料３５点、借用資料１点）
須木一胤（１８７３‐１９３６）は、徳島における住吉派の
末裔として、昭和初期まで活躍した画家である。子孫
から寄贈された遺品や下絵類を展示し、彼の業績を紹
介した。

●国会議事堂に使われた県内産石材・鳴門海峡海底産
の化石
１０月１９日（火）～１月１６日（日）
展示資料点数 ８２点（館蔵資料８２点）
「国会議事堂に使われた県内産石材」では、国会議
事堂の内装に多用されている徳島県産石灰岩（大理

石）の名称、使用箇所、産地の紹介を行った。「鳴門
海峡海底産の化石」では、漁網にかかって得られるナ
ウマンゾウなどの陸棲哺乳動物化石や、トウキョウホ
タテなどの海生動物化石を展示した。
●館蔵の鏡と古銭
１月１８日（火）～３月２１日（月・祝）
展示資料点数 １７８点（館蔵資料１７８点）
発掘調査や、複製品の製作によって多数収蔵してい
る鏡や徳島市一宮、阿南市畑田、小松島市根井などで
まとまって出土した中世の古銭など、これまであまり
公開されていない資料を中心に紹介した。

●節供の道具
３月２３日（水）～５月１５日（日）
展示資料点数 １０点（館蔵資料１０点）
三月節供に飾られる雛人形、五月節供に飾られる鯉
幟など、館蔵資料から徳島県内で使用されたものを紹
介した。
●西日本のタンポポ
３月２３日（水）～５月１５日（日）
展示資料点数 ４１点
（館蔵資料１９点、借用資料２２点）

「徳島の昆虫」展示風景

「須木一胤－最後の阿波住吉派－」展示風景

「館蔵の鏡と古銭」展示解説

「西日本のタンポポ」展示風景

４ 展示



NPO法人西日本自然史系博物館ネットワークの協
力のもとで、レプリカやパネルを使ってタンポポ調
査・西日本２０１０の成果を県民に紹介した。

� 阿波の近世絵画の展示
「藩政のもとで」のコーナー内で展示替えを５回行
い、以下の資料を展示した。
探幽唐獅子図写（矢野栄教筆）１幅・典信瀟湘八景
図巻写（同筆）１巻

典信釈迦十六羅漢図写（同筆）３幅対・和漢人物顔
写（筆者不明）１巻

紅葉賀図（守住貫魚筆）１幅
鶴図屏風（松浦春挙筆）１隻
源氏物語若紫図（渡辺広輝筆）１幅・那智滝図（藤
桃斎筆）１幅

� トピックコーナーでの小展示
２２年度は、次の展示を行った。このコーナーでは更
新は計画化せず、適した展示内容が出しだい、随時行
う予定である。
●四国で発見された東アジア初のオウムガイ化石
平成２２年４月１日（木）～平成２３年２月２５日（金）
展示資料点数 ９点（館蔵資料９点）
２２年度から継続して、高知県四万十市の白亜紀後期
の地層（中村層）中の石灰岩から産出した東アジア初
となるオウムガイ化石：アツロイデアを紹介した。ま
た、当館に収蔵されているその他の種類のオウムガイ
化石も一緒に展示した。
●四国に初めて漂着したトグロコウイカ
平成２３年２月２６日（土）～４月３０日（土）
展示資料点数 １０点（館蔵資料９点、借用資料１点）
徳島県海陽町と高知県東洋町で発見されたトグロコ
ウイカの漂着殻を紹介するとともに、漂着物として知
られるイカやタコなど頭足類の資料を展示した。

２．企画展

２２年度は、次の３回の企画展を行った。

� 第１回企画展
「ヒマラヤ－自然と人びとのくらし－」
ヒマラヤ山脈は世界の屋根とよばれ、そこにはさま
ざまな高山植物が存在している。一方、ヒマラヤの懐
は熱帯に始まって、その中腹は意外にも私たちの暮ら
す徳島県の平野部と同じ温帯照葉樹林になっている。
この企画展では、ヒマラヤの高山のみに見られる特
徴ある自然や人々の暮らしとその中腹にある温帯林、
さらにその地に住む人々の生活と我々の生活の類似点
などを標本、写真、映像などを用いて紹介した。また、
参加型展示として観覧者に展示物の絵を描いていただ
き、一定期間展示することも試みた。
●主催 徳島県立博物館
●期間 平成２２年４月２９日（木）～６月６日（日）

（開館日数３４日間）
●会場 博物館企画展示室
●展示構成とおもな展示資料
１）ヒマラヤの成り立ち
２）ヒマラヤの環境

「ヒマラヤ－自然と人びとのくらし－」ちらし（表）

「四国に初めて漂着したトグロコウイカ」展示風景

展示 ５



３）ヒマラヤを彩る花々
４）動物
５）ヒマラヤの人々－多彩な民族と暮らし
６）ヒマラヤ調査
７）体験コーナー／触れて学ぶ
８）映像コーナー
●おもな展示資料
ヒマラヤ産高山植物標本、獣類剥製、昆虫標本、化
石岩石、民具（籠類）、仏教関係資料
●展示資料点数 ６４１点

（館蔵資料４３６点、借用資料２０５点）
●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／小・中学

生５０円
●期間中の観覧者数 ５，９０９人
●企画展関連行事等
①ミュージアムトーク「ヒマラヤの花と自然」
日 時 ５月２３日（日）１３：３０～１５：００
会 場 博物館講座室
参加者 ２０人
②展示解説
第１回：４月２９日（木・祝）１４：００～１４：３０

参加者２７人
第２回：５月９日（日）１４：００～１４：３０

参加者２８人「ヒマラヤ－自然と人びとのくらし－」ちらし（裏）

「ヒマラヤ－自然と人びとのくらし－」展示配置

６ 展示



� 第２回企画展「藍染めの表象」
徳島は、江戸時代後期から明治期にかけて染料「藍」
の産地として全国に名をはせた。多くの人々が、藍を
用いて様々な模様の布を生み出し、暮らしの中で愛用
してきた。
この企画展では、当館が収集してきた全国各地の藍
染め製品を展示し、長く培われてきた藍染めの多様性
を紹介した。合わせて、徳島の藍が全国各地で花開い
た藍染めに、欠かせないものであったことを振り返っ
た。
なお、この企画展は、文化立県とくしま推進会議
阿波藍の魅力発信協賛事業の一つとして開催したもの
でもあった。
●期間 平成２２年１０月５日（火）～１１月７日（日）

（開館日数３０日間）
●会場 博物館企画展示室
●展示構成
�藍生産の変遷
①現在の藍生産 ②阿波藍の変遷 ③阿波藍の全国
展開

「ヒマラヤ－自然と人びとのくらし－」体験コーナー

「藍染めの表象」ちらし（上：表、下：裏）「藍染めの表象」展示風景

展示 ７



挨拶文

１　阿波藍の生産
　　と変遷

1①現在の藍生産

1②阿波藍の変遷

1③阿波藍の全国展開

２　藍染めの表象２①絹と藍２②絞り

２③筒描

２④絣

２⑤型染め・縞・特別な衣装 ２⑥布への愛着

３　

琉
球
の
藍
染
め体験コーナー

「アイの押花の葉書づくり」

�藍染めの表象
①絹と藍 ②絞り ③筒描 ④絣 ⑤型染め、縞、
特別な衣装 ⑥布への愛着

�琉球藍の染織
●展示資料点数 １０４点

（館蔵資料９６点、借用資料８点）
●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／小・中学

生５０円
●観覧者数 ３，５３７人
●企画展関連行事
①展示解説
日 時 １０月１０日（日）１３：３０～１４：３０
参加者 １５人
①記念講演会
日 時 １０月３１日（日）１３：３０～１５：３０
会 場 文化の森イベントホール
講 師 高橋啓氏（鳴門教育大学名誉教授）

演 題 「阿波藍の生産と流通の歴史」
参加者 ６４名

� 第３回企画展
「聖地★巡礼－自分探しの旅へ－」
世界各地で、信仰にもとづいて神聖とされる場所（聖
地）を目指す参拝や巡礼がさかんに行われている。私
たちに馴染み深い四国遍路も、そうした巡礼の一種で
ある。
この企画展では、これらの巡礼のうち、キリスト教
（カトリック）の３大聖地の一つであるサンチャゴ・
デ・コンポステラ（スペイン）への巡礼を中心として、
ルルド（フランス）、恐山（青森県）、四国遍路といっ
た、ヨーロッパと日本の聖地及び巡礼を取り上げ、巡
礼体験のもつ意味を探るとともに、国際的な視野から
巡礼文化を比較することを目的とした。
国立民族学博物館が２００７年に開催した同名の特別展
の巡回展として開催したもので、高精細映像を多用し
た点が特徴となっている。とくにサンチャゴ・デ・コ
ンポステラ巡礼のコーナーでは、モニタ２２台、プロジェ
クタ１台を用いて、フランスのル・ピュイからサン
チャゴ・デ・コンポステラ大聖堂への行程を疑似体験
できるようにした。また、巡回展といいながらも、四
国遍路については、当館収蔵資料により、独自の内容
を盛り込んだ展示とした。
なお、この企画展は、文化の森総合公園開園２０周年
記念事業の一つとして開催したものである。「藍染めの表象」記念講演会

「藍染めの表象」展示配置

８ 展示



●主催 徳島県立博物館・国立民族学博物館・財団法
人千里文化財団

●期間 平成２３年２月１１日（金・祝）～３月２１日（月・祝）
（開館日数３４日間）

●会場 博物館企画展示室・文化の森多目的活動室
●展示構成
�サンチャゴ・デ・コンポステラ巡礼
�霊場 恐山
�聖母マリアの聖地ルルド
�四国遍路
●展示資料点数 １６０点（館蔵資料８５点）

●観覧料 一般２００円／高校・大学生１００円／小・中学
生５０円

●観覧者数 ３，０１９人
●企画展関連行事
①展示解説
第１回：２月１３日（日）１４：００～１４：３０

参加者 ７０人
第２回：３月１３日（日）１４：００～１４：３０

参加者 ４５人
②ドキュメンタリー映画上映会（ミニシアター）
第１回：２月１２日（土）１３：３０～１４：００

参加者 ３人
第２回：２月１３日（日）１４：４５～１６：３０

参加者 ５０人
第３回：２月２０日（日）１３：３０～１５：１５

参加者 ２５人
第４回：２月２７日（日）１３：３０～１５：１５

参加者 １５人
第５回：３月６日（日）１３：３０～１５：１５

参加者 １９人
第６回：３月１２日（土）１３：３０～１５：１５

参加者 ９人「聖地★巡礼」展示風景

「聖地★巡礼」展ちらし

展示 ９



第７回：３月１３日（日）１４：４５～１６：３０
参加者 ３２人

第８回：３月１９日（土）１３：３０～１５：１５
参加者 ７人

第９回：３月２０日（日）１３：３０～１５：１５
参加者 １５人

第１０回：３月２１日（月・祝）１３：３０～１５：１５
参加者 ２６人

３．特別陳列

� 海を渡った人形と戦争の時代
戦後６５年の節目にあたって企画した、平成２２年度文
化庁美術館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「徳島
平和ミュージアムプロジェクト」のメイン事業として
開催した。
昭和２年、悪化する日米関係を憂慮した人たちの先
導により、友情と平和の使者として日米間で人形の交
換が行われた。しかし、平和への願いもむなしく、１９３０

「聖地★巡礼」展示配置

１０ 展示



年代以降、日本は中国やアメリカ等、多くの国々との
長い戦争の道へ踏み込んでいった。この展示では、こ
うした昭和前半期の歴史を振り返り、平和の尊さにつ
いて考える機会を提供しようとした。
アメリカ合衆国ワシントン州に現存する徳島ゆかり
の答礼人形「ミス徳島」（ノースウェスト芸術文化博
物館所蔵）を約２０年ぶりに里帰りさせ、徳島県に唯一
現存する「青い目の人形」であるアリス（神山町神領
小学校所蔵）とともに展示したことから、広く関心を
集めた。

●主催 徳島平和ミュージアムプロジェクト実行委員
会（事務局：徳島県立博物館）

●期間 平成２２年７月１７日（土）～９月５日（日）
（開館日数４４日間）

●会場 博物館企画展示室・文化の森多目的活動室
●展示構成
�人形が結んだ友情－「青い目の人形」と答礼人形
①「青い目の人形」がやって来た
②アメリカへ旅立った答礼人形
�戦争とくらし
①昭和初期のくらし
②戦場へ
③戦時下のくらし
④１９４５年７月４日－徳島が焼きつくされた日
●展示資料点数 ２００点（館蔵資料１５０点）
●観覧料 無料
●観覧者数 １０，３６４人
●特別陳列関連行事
①展示解説等
日時・参加者数
第１回（紙芝居＆展示解説）：７月１７日（土）

１３：３０～１４：２５ 参加者 ３２人

「海を渡った人形と戦争の時代」展示風景

「海を渡った人形と戦争の時代」ちらし

展示 １１



第２回（同上）：７月１７日（土）
１５：３０～１６：１５ 参加者 ５９人

第３回（同上）：７月１８日（日）
１３：３０～１４：２５ 参加者 ４５人

第４回（同上）：７月１８日（日）
１５：３０～１６：１５ 参加者 ５１人

第５回（展示解説）：７月１９日（月）
１５：００～１５：３０ 参加者 ２０人

第６回（同上）：７月２５日（日）
１１：４５～１２：３０ 参加者 ２０人

第７回（紙芝居＆展示解説）：８月１５日（日）

１３：３０～１４：００ 参加者 ４２人
第８回（同上）：８月１５日（日）

１５：００～１５：３０ 参加者 １０人
第９回（同上）：８月２９日（日）

１３：３０～１５：００ 参加者 ４１人
第１０回（同上）：８月２９日（日）

１５：３０～１６：００ 参加者 ４２人
第１１回（同上）：９月５日（日）

１３：３０～１４：００ 参加者 ３２人
第１２回（同上）：９月５日（日）

１５：００～１５：３０ 参加者 ４３人

「海を渡った人形と戦争の時代」展示配置

１２ 展示
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1991年

1991年
1990年

講師 高岡美知子氏（実行委員会委員 第１～４・
１０・１１回）
ペンデル・パトリス氏（金城学院大学、第
９・１０回）
徳島県青少年育成アドバイザーの会（第７・８・
１１・１２回）
当館職員（第１～１２回）

②シンポジウム「近代四国における戦争と地域社会」
（第３回四国地域史研究大会）
日時 ７月２５日（日）１２：３０～１７：００
講師 小幡 尚氏（高知大学教授）、野村美紀氏

（香川県立ミュージアム専門学芸員）、藤本文
昭氏（今治明徳高等学校教諭）、佐藤正志氏
（摂南大学教授）

会場 文化の森イベントホール
参加者数 １０２人
③記念演奏＆講演会
日時 ８月１日（日）１３：３０～１５：００
講師・演題等 徳島邦楽集団「THE DOLL」

原田一美氏（実行委員会委員）
「青い目の人形アリスちゃん」

参加者数 １０１人
④アリスの里からこんにちは－神領小学校招待遠足－
日時 ８月１０日（火） ９：３０～１２：００
会場 特別陳列会場ほか
参加者数 １０２人

⑤ワークショップ「絵手紙をかこう！」
日時・参加者数
第１回：８月２２日（日）１０：００～１２：００

参加者 ２６人
第２回：８月２２日（日）１３：００～１５：００

参加者 ２４人
会場 特別陳列会場
講師 竹内 伸子氏（絵手紙作家）

� 文化の森総合公園開園２０周年記念展
「軌跡－継続と蓄積－」
平成２年１１月３日にオープンした文化の森総合公園
が開園２０周年を迎えた記念として、２２年度の１年間を
通じて、文化の森総合公園内の文化施設それぞれにお
いて、さまざまな催しものが行われた。それらの中で
中核的な位置を占めるものとして開催されたのが、全
施設及び文化の森振興総局の協働による「文化の森サ
マーフェスティバル」、記念展「軌跡－継続と蓄積－」、
「文化の森 大秋祭り!!」といったイベントだった。
記念展については、各施設が資料や情報を集積し、
それらを活用することで県民にサービスを提供する生
涯学習施設であることから、長期的な活動の継続の重
要性について理解を深めてもらうため、開園以来の２０
年間の歩みを回顧し、収集資料や出版物等の紹介を行
うものであった。
●主催 徳島県立図書館・博物館・近代美術館・文書

「軌跡－継続と蓄積－」第１会場展示配置（多目的活動室）

展示 １３
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近代美術館ギャラリー

館・二十一世紀館
●期間 平成２２年１０月２３日（土）～１１月２３日（火・祝）

（開館日数２７日間）
●会場 文化の森多目的活動室・近代美術館ギャラ

リー
●展示構成
①記憶のコレクション
開園１０周年（２０００年）を記念して県民から集めた
品々を収納したタイムカプセルを開封・公開した。
あわせて、開園１５周年（２００５年）記念として募集し
た「思い出のランドマーク」の写真を展示した。展
示会場において、タイムカプセル収納品の追加募集
も行った。
②文化の森の誕生
資料と写真により、文化の森の開園に至るまで

「軌跡－継続と蓄積－」第２会場展示配置（美術館ギャラリー）

「軌跡－継続と蓄積－」展示風景

「軌跡－継続と蓄積－」ちらし

１４ 展示



の、県内の文化施設の変遷を紹介した。
③文化の森クロニクル
文化の森開園以来の各館の歩みを年度ごとにパネ
ルと資料で振り返った。博物館では、日常的に展示
する機会の少ない美術工芸分野の資料を中心に、で
きるだけ収蔵資料を紹介するよう努めた。
●博物館の主な展示資料

●展示資料点数 ４６７点、うち博物館資料２３５点
（閲覧用図録等を除く）

●観覧料 無料
●観覧者数 ４，１６５人

�２０１０年度文化の森人権問題啓発展
文化の森６館と徳島県教育委員会（文化の森振興総
局・生涯学習政策課・人権教育課）との共催で、人権

問題啓発展（識字学級生の作品展）を行った。
●主催 文化の森６館・徳島県教育委員会
●期間 平成２２年１１月３０日（火）～１２月５日（日）
●入場者数 ６７０人

４．企画展示室の会場提供

� スタジオジブリ・レイアウト展
スタジオジブリ・レイアウト展は、平成２２年２月２０
日（土）～４月１８日（日）の会期で開催され、文化の森（博
物館・美術館・二十一世紀館）が会場となった。博物
館では、企画展示室を第２展示室として提供した。４
月１日から会期末までの観覧者数は２５，１１３人であっ
た。

５．館外での展示

� 展示パッケージの貸し出し
県内博物館の支援及び収蔵資料の展示機会の増加を
図るため、展示パッケージ（テーマに応じた展示資料
及びパネル、ラベルのセット）の貸し出しを行ってい
る。
２２年度の貸し出し実績は次のとおりである（パッ
ケージ名称、貸出先、期間の順に記載）。
・阿波忌部の世界（海陽町立博物館）
平成２２年４月１５日～６月１０日

� 移動展
収蔵資料の活用を促進するため、展示パッケージの
貸し出しとあわせて、当館が主体となって展示を企画・
構成する移動展にも重点的に取り組むことにしてい
る。２２年度は、次のような実績があった。

■移動展「那賀川流域と県南部地域の化石展」
●主催 阿南市科学センター・徳島県立博物館
●会期 平成２２年７月１７日（土）～８月１５日（日）
●会場 阿南市科学センター
●入場者数 １，４８７人
●展示資料 １１４種類（うち館蔵資料４０点）

■巡回展「海を渡った人形と平和への願い」
平成２２年度文化庁美術館・歴史博物館活動基盤整備
支援事業「徳島平和ミュージアムプロジェクト」によ
る巡回展を移動展として位置づけた。展示内容は、青
い目の人形アリスと答礼人形ミス徳島を中心として、
１９２７年の人形交流を紹介するものであった。なお、海
陽町会場及び松茂町会場では、独自の企画として、原

会場 コーナー 展示資料

多目的活動室 ①記憶のコレクション タイムカプセル収納物

思い出のランドマーク写真

③文化の森クロニクル ラプラタ大学との相互贈与資料（パノクツス模
型，エクサエレトドン化石）

徳島県産イグアノドン歯化石

田村谷銅鐸レプリカ

白糸威二枚胴具足

近代美術館
ギャラリー

国際交流（ミャンマー研修生受入）資料

県民参加によるメダカ生息調査資料

箏 銘九江

博学連携研究会の設置（学校貸出用資料）

楠コレクション（祖谷山絵巻）

企画展「海道をゆく」資料

企画展「アンモナイトのすべて」資料

企画展「サメの世界」・「エビとカニ」資料

ボランティア企画型イベント「博物館 Vキン
グ」資料

企画展「種と実」資料

企画展「ミネラルズ」資料

「八万町の昔を探ろう」から地域をプロデュー
スするプロジェクト（文化庁芸術拠点形成事
業）資料

「那賀川流域と県南部地域の化石展」展示風景

展示 １５



田一美著「青い目の人形」の挿絵原画の展示コーナー
が設けられた。
●主催 徳島平和ミュージアムプロジェクト実行委員

会（事務局：徳島県立博物館）
【つるぎ町会場】
●会期 平成２２年９月１８日（土）～９月２０日（月・祝）
●会場 道の駅 貞光ゆうゆう館
●入場者数 １，４６７人
●展示資料 ２点（館蔵資料０点）
【海陽町会場】
●会期 平成２２年９月２３日（木・祝）～１０月３日（日）
●会場 海陽町立博物館
●入場者数 ３６０人
●展示資料 ３０点（館蔵資料３点）
【松茂町会場】
●会期 平成２２年１０月９日（土）～１０月１７日（日）
●会場 松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資

料館
●入場者数 １，２３３人
●展示資料 ３０点（館蔵資料３点）

６．常設展の更新及び活性化に向けて
の取り組み

� 常設展更新に向けての取り組み
当館では、開館１０周年をめどに常設展の全面更新を
実現したいと考え、開館５年目にあたる平成７年度か
ら９年度にかけて館内での検討を行ってきたが、事業
化は実現しなかった（年報７号参照）。その後、開館
１５年目に当たる１７年度にリニューアル・オープンする
計画で、事業規模を縮小した基本計画案の見直しを行
い、予算積算などを行ったが、事業化は認められなかっ
た。
厳しい財政状況のもと常設展更新の実現可能性は乏
しいものの、学問の進展によって展示内容が古くなっ
た箇所が生じたり、開館以来の資料や情報の蓄積が顕
著でかつ社会的な要請の高いテーマが展示できていな
いなど、展示更新を行っていないことに対する不具合
も生じ始めていた。そこで、１９年度には、現段階で有
効かつ現実的と考えられる常設展更新の方向性を議論
し、新たな基本計画案をまとめた（年報１７号参照）。
２１年度当初は、この計画案に沿いながら、２２年度に可
能な範囲での改善を集中的に行う「リフレッシュ事
業」を実施する計画を立てたが、当初の予定を繰り上
げて、２１年度の年度末に一部の中項目や小項目の変更
を含む中規模な展示更新を行った（年報１９号参照）。
予算的措置を必要としない小規模な展示更新は、継続

して行っている。
２２年度に更新したおもな箇所は、以下の通りであ
る。
１）大テーマ「ムラからクニへ」内の中テーマ「銅鐸
のまつり」コーナーの展示資料の一部を入れ替
え、パネル等も更新し、リフレッシュした。

２）古生代・中生代化石の資料の追加およびパネル・
ラベルの資料名などの変更を行った

３）大テーマ「藩政のもとで」内に、阿波の近世絵画
のコーナーをもうけ、不定期に展示替えを行った。

４）２階常設展示室のスポットライトについて、一部
を LED（発光ダイオード）に更新した

５）町村合併に伴う地名の変更へ対応した
また、最近開館した博物館などに対する調査も継続
してきており、２２年度には次の調査を行った。
・雲仙岳災害記念館：新設館の展示状況および運営状
況の調査

� 常設展の活性化に向けての取り組み
常設展の全面更新が困難な状況にあることから、現
行常設展の手直しなどを進め、より利用しやすく、ま
た、より変化の見えるかたちへと変えていくよう取り
組みを進めている。
しかし、購入による資料収集ができなくなっている
ことから、テーマ性をもったコレクションづくりが困
難になっているため、展示替えを継続していくことも
容易ではない。
２２年度の取り組みは、次のようなものである。
①部門展示（人文）における多様な展示の展開
多様な資料を公開していくことなどを目的として、
部門展示（人文）のレイアウトを変更した。２０年度よ
り始めた自然史のテーマは４回行った（「四国のツキ
ノワグマ」、「徳島の昆虫－旧博物館の資料より－」、「国
会議事堂に使われた県内産石材・鳴門海峡海底産の化
石」、「西日本のタンポポ」）。このうち、「四国のツキ
ノワグマ」は NPO法人 四国自然史科学研究センター
との共催として行った。
②チャレンジコーナーの充実
以前から展示室における体験活動への要望が多かっ
たことから、２０年に「チャレンジコーナー」と名付け
た体験コーナーを設置し、土器パズル、スタンプ、塗
り絵を置いた。２２年度は、企画展に関連したぬり絵（ア
リスとミス徳島）の設置や、壊れたパズルの再作成な
どを行った。
③トピックコーナーの更新
一時休止していたトピックコーナーを２１年度から再
設置した（年報第１９号参照）。更新は計画化せず、適
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した展示内容が出しだい、随時行うことにした。２２年
度は更新を１回行った（p．５参照）。
④展示解説の促進
部門展示における展示解説「絵はがきと景観」、「四
国のツキノワグマ」、「徳島の昆虫－旧博物館の資料よ
り－」、「須木一胤－最後の阿波住吉派－」、「国会議事
堂に使われた県内産石材・鳴門海峡海底産の化石」、
「館蔵の鏡と古銭」、「節供の道具」、「西日本のタンポ
ポ」で展示解説を実施した。
２０年度に引き続いて、常設展示室内数箇所で、手作
りのセルフガイドを設置・配布した。また、２１年度よ
り当館が紙面作成に協力している徳島新聞金曜夕刊の
「みんなの知りたい なんでも Q&A」も常設展示室
入口にコーナーを設けて、観覧者が自由に持ち帰るこ
とができるようにしている（年報１９号参照）。

７．展示関係出版物

� 企画展図録・解説書
●第１回企画展ブリーフ・ガイド ヒマラヤ小図鑑
２０１０年３月３１日発行、A５判２４ページ、６００部
友の会増刷３００部
●第２回企画展図録「藍染めの表象」
２０１０年１０月５日発行、A４判５３ページ、６００部
友の会増刷３００部

� 特別陳列・巡回展パンフレット
●徳島平和ミュージアムプロジェクト「海を渡った人
形と戦争の時代」パンフレット
２０１０年７月１７日発行、A４判１６ページ、１０，０００部

「ヒマラヤ小図鑑」
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普及教育事業、とくに普及行事は「開かれた博物館」
をめざし、館員が県民と直接交流できるよい機会であ
り、力点をおいて取り組んでいる。
２２年度は、年間９１回（雨天中止２回）の普及行事実
施となった（他にクイズラリーを２４回を行った）。
普及行事は県民のあいだにかなり定着してきてはい
るが、やはり参加者は徳島市内とその近郊在住者に片
寄っている。そのため、歴史散歩、野外自然かんさつ、
移動講座等において、郡部での開催を増やすなどの工
夫を行っている。

１．普及行事

■歴史体験
昔の人々の生活に関係のある体験を通じて、ものの
性質や当時の人々の生活の知恵を学ぶシリーズ。
７月１８日（日） 勾玉をつくろう ３９人
８月２２日（日） 火おこし １２人
１２月５日（日） ベーゴマをまわしてみよう １２人
１月１６日（日） 眉山山麓寺社めぐり（東麓編）１９人
１月２３日（日） ミニ青銅鏡を鋳造しよう ２３人
２月２０日（日） トンボ玉をつくろう ２３人

■歴史散歩
県内の主な遺跡、町並み、建造物などを見学してま
わるシリーズ。
４月１８日（日） 縄文の谷ハイキング（東みよし町）

１６人
４月２９日（木） 出羽島を歩こう １７人

５月３０日（日） 古墳見学①（徳島～海陽） ４８人
１０月１０日（日） 伊島を歩こう 中止
１２月５日（日） 一宮城を歩こう ９人
３月１３日（日） 古墳見学②（穴吹） ２９人

■野外自然かんさつ
野外に出かけて行う、季節に応じた動植物の観察や
地質の見学会。２２年度は文化の森周辺のほか、室戸市、
徳島市、鳴門市、阿南市、勝浦町、那賀町、美波町、
海陽町などで実施した。
４月２５日（日） タンポポを探そう ２４人
５月９日（日） 宍喰浦と竹ヶ島の地質見学 １０人
５月１６日（日） 磯の生きもの ７１人
６月６日（日） 白亜紀の地層見学（勝浦町） ２８人
７月１９日（月） 漂着物を探そう！ ４８人
７月２４日（土） セミの羽化かんさつ① ３０人
７月２５日（日） 川魚かんさつ ４２人
７月３１日（土） セミの羽化かんさつ② ２３人
８月１日（日） 水生昆虫のかんさつ ５３人
８月８日（日） 室戸岬の地質見学 ９人
１０月９日（土） 河口の生きもの 中止
１０月１１日（月） アサギマダラを探そう １３人
１０月１７日（日） 那賀川上流の地層見学 １２人
２月６日（日） 冬の植物と昆虫 ２６人

■室内実習
主に実習室で行う各種の観察会、講習会。内容に応
じて実体顕微鏡、電子顕微鏡等の機器も併用して観察
を行っている。

� 普及教育

川魚かんさつ一宮城を歩こう
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「標本の名前を調べる会」は、毎年８月下旬に行う
恒例の行事で、学芸員のほか５名の外部講師の応援を
得て実施した。単に名前を教えるだけではなく、いっ
しょに調べる姿勢で取り組むよう留意している。
７月２４日（土） 貝化石標本をつくろう ２５人
８月１日（日） 化石のレプリカをつくろう ２６人
８月２５日（水） 標本の名前を調べる会 ４８人
９月１２日（日） ミクロの世界－電子顕微鏡で植物を

見よう！ １３人
１０月２４日（日） 秋の野草かんさつ １３人
１１月２８日（日） 木の葉化石の発掘体験 ３１人
１２月１２日（日） 古代文様のミニ土版をつくろう

１５人
２月２７日（日） アンモナイト標本をつくろう ２０人
３月６日（日） ミクロの世界－電子顕微鏡で化石を

見よう ７人
３月２０日（日） 落ち葉の中の生きものたち １７人

■みどりの工作隊
自然の材料を使い、遊びの要素を取り入れた実習。
８月２９日（日） 押し葉カルタで遊ぼう ９人
１１月１４日（日） どんぐりごまとウツギの笛を作ろう

８人
１２月１９日（日） リースをつくろう １１人

■ミュージアムトーク
学芸員が各自の研究テーマや身近な話題について話
をするシリーズ。申し込み不要・定員先着５０名。
５月２３日（日） ヒマラヤの花と自然 ２０人
６月１３日（日） 飯塚桃葉と田沼時代 １１人
８月１日（日） クジラの進化－化石でたどる５０００万

年の歴史－ １３人
９月２６日（日） 寺社縁起に歴史を読む １２人

１月３０日（日） ２つのヤマをつくる左義長 １人
３月２７日（日） みんなで調べたタンポポの分布

タンポポ調査・西日本２０１０の結果よ
り ８人

■歴史文化講座（移動講座）
学芸員が講師を務め、館外の社会教育施設と共催で
行う講座。２２年度は５～８月に阿波海南文化村で実施
し、第２回は海陽町立博物館学芸員が担当した。
５月２３日（日） 忌部山古墳群と横穴式石室 １４人
６月２７日（日） 戦国時代の海部刀 １６人
７月２５日（日） 徳島県内の河童伝承 １６人
８月２９日（日） 阿波の画人いろいろ－近世以前－

１１人

■企画展・特別陳列等関連行事
企画展や特別陳列等の開催中に、展示解説等を行っ
た。
●企画展「ヒマラヤ－自然と人びとのくらし－」関連
行事
４月２９日（木） 企画展「ヒマラヤ－自然と人びとの

くらし－」展示解説① ２７人

標本の名前を調べる会

リースをつくろう

ミュージアムトーク「ヒマラヤの花と自然」
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５月９日（日） 企画展「ヒマラヤ－自然と人びとの
くらし－」展示解説② ２８人

●企画展「藍染めの表象」関連行事
１０月１０日（日） 企画展「藍染めの表象」展示解説

１５人
１０月３１日（日） 企画展記念講演会「阿波藍の生産と

流通の歴史」 ６４人
●企画展「聖地★巡礼－自分探しの旅へ－」関連行事
２月１２日（土） ドキュメンタリー映画上映① ３人
２月１３日（日） 企画展「聖地★巡礼」展示解説①

７０人
２月１３日（日） ドキュメンタリー映画上映② ５０人
２月２０日（日） ドキュメンタリー映画上映③ ２５人
２月２７日（日） ドキュメンタリー映画上映④ １５人
３月６日（日） ドキュメンタリー映画上映⑤ １９人
３月１２日（土） ドキュメンタリー映画上映⑥ ９人
３月１３日（日） 企画展「聖地★巡礼」展示解説②

４５人
３月１３日（日） ドキュメンタリー映画上映⑦ ３２人
３月１９日（土） ドキュメンタリー映画上映⑧ ７人
３月２０日（日） ドキュメンタリー映画上映⑨ １５人
３月２１日（月・祝） ドキュメンタリー映画上映⑩

２６人
●特別陳列「海を渡った人形と戦争の時代」関連行事
７月１７日（土） 紙芝居＆特別陳列展示解説① ３２人
７月１７日（土） 紙芝居＆特別陳列展示解説② ５９人
７月１８日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説③ ４５人
７月１８日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説④ ５１人
７月１９日（月） 特別陳列展示解説⑤ ２０人
７月２５日（日） シンポジウム「近代四国における戦

争と地域社会」 １０２人
７月２５日（日） 特別陳列展示解説⑥ ２０人
８月１日（日） 記念演奏＆講演会 １０１人
８月８日（日） アリスの里からこんにちは

－神領小学校招待遠足－ １０２人
８月１５日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説⑦ ４２人
８月１５日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説⑧ １０人
８月２２日（日） ワークショップ「絵手紙をかこう！」

① ２６人
８月２２日（日） ワークショップ「絵手紙をかこう！」

② ２４人
８月２９日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説⑨ ４１人
８月２９日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説⑩ ４２人
９月５日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説⑪ ３２人
９月５日（日） 紙芝居＆特別陳列展示解説⑫ ４３人
●部門展示関連行事
５月９日（日） 部門展示「絵はがきと景観」展示解

説 ７人
６月１３日（日） 部門展示「四国のツキノワグマ」展

示解説① ２人
７月１９日（月） 部門展示「四国のツキノワグマ」展

示解説② ３１人
８月１５日（日） 部門展示「徳島の昆虫－旧博物館の

資料より－」展示解説 ４１人
９月２０日（月） 部門展示「須木一胤－最後の阿波住

吉派－」展示解説 ８人
１１月１４日（日） 部門展示「国会議事堂に使われた県

内産石材・鳴門海峡海底産の化石」
展示解説 ７人

２月１３日（日） 部門展示「館蔵の鏡と古銭」展示解
説 ９人

３月２７日（日） 部門展示「西日本のタンポポ」展示
解説 １３人

■クイズラリー
毎月第２・第４土曜日に、小・中・高校生を対象に
クイズラリーを実施している。この行事は、常設展の
活用と入館者の獲得を目的に始めたもので、参加者が
展示資料に関する簡単な問題を解きながら観覧するこ
とで、新しい発見につながることを期待している。参
加者全員に記念品を贈呈している。
４月１０日 ６８人（小 ６５・中３・高０）
４月２４日 ６１人（小 ５８・中３・高０）
５月８日 ６３人（小 ５９・中４・高０）
５月２２日 ６８人（小 ６８・中０・高０）
６月１２日 ９４人（小 ９２・中２・高０）
６月２６日 ５８人（小 ５３・中５・高０）
７月１０日 ９０人（小 ７８・中１２・高０）
７月２４日 １１３人（小１０８・中５・高０）
８月１４日 ９４人（小 ９１・中３・高０）
８月２８日 ７２人（小 ７２・中０・高０）
９月１１日 ９５人（小 ９２・中３・高０）
９月２５日 ８２人（小 ７５・中０・高７）
１０月９日 １１９人（小 ９１・中２８・高０）

部門展示「徳島の昆虫」展示解説
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１０月２３日 ６３人（小 ６２・中１・高０）
１１月１３日 ９０人（小 ８９・中１・高０）
１１月２７日 １１０人（小１１０・中０・高０）
１２月１１日 ７６人（小 ７６・中０・高０）
１２月２５日 ４１人（小 ４１・中０・高０）
１月８日 ９６人（小 ９６・中０・高０）
１月２２日 ９６人（小 ９６・中０・高０）
２月１２日 ９２人（小 ９１・中１・高０）
２月２６日 ９３人（小 ９３・中０・高０）
３月１２日 ７７人（小 ７５・中２・高０）
３月２６日 ９４人（小 ８９・中５・高０）
参加者合計 ２，００５人（小１９２０・中７８・高７）

■その他の普及行事
●博物館こどもの日フェスティバル ５月５日（水）
小中学生を対象にクイズラリーを実施した。また、
体験コーナーとして、「動物標本にさわってみよう」、
「化石クリーニング実演」、「ミクロの博物館－顕微鏡
で虫や植物を見てみよう－」、「古代の服を着てみよ
う」、「おりがみをつくろう」を行った。クイズラリー
に参加した子どもたちには記念品を贈呈した。
参加者：１，０４５人

●夜の博物館 ドキドキ体験ツアー ８月１日（日）
夜間の常設展、企画展、地学収蔵庫を解説付きで見
学した。希望者が多く、２班に分かれて実施した。
参加者：６０人
●文化の森サマーフェスティバル ８月７日（土）
文化の森開園２０周年記念事業の１つであり、５館あ
げてのフェスティバル。博物館は、「ワクワク夏祭
り！」と題して、シンボル広場において「型抜き」、「スー
パーボールすくい」、「水てっぽう射的」、常設展示室
において、「魚釣りゲーム」、「種子をとばそう」、「影
あそび」等を行った。

参加者：４，５２９人
●文化の森 大秋祭り!! １１月２３日（火）
文化の森開園２０周年記念事業の１つであり、鳥居龍
蔵記念博物館も加わり、６館あげてのフェスティバ
ル。博物館は、「博物館ワクワク秋祭り！」と題して、
１階企画展示室において「しおりづくり」、「メンコ遊
び」、「りゅうぞう君のアジア大旅行すごろく」、２階
常設展示室において「標本にさわってみよう」、「レプ
リカづくり」、鳥居龍蔵記念博物館において「日光写
真を写そう」を行った。
参加者：９０４人
●博物館Vキング ２月１１日（金・祝）
ボランティアスタッフが中心となって作成した学習
プログラムによるイベント（「恐竜の大型模型づく
り」、「動物カルタ遊び」、「生き物輪投げ遊び」、「クイ
ズラリー」など）を実施した。
参加者：１，２１６人

博物館こどもの日フェスティバル

文化の森サマーフェスティバル「魚釣りゲーム」

博物館Vキング「動物カルタ遊び」
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２．学校教育支援事業

博物館は本来、実物資料に基づく体験的な学習がで
きる場であり、学校教育にとって遠足での博物館見学
以外にも様々な活用ができる場であるはずである。ま
た、教育改革に伴う学校完全週５日制や「総合的な学
習の時間」とも関連し、博物館等の社会教育機関に対
して積極的な学校教育への支援が要請されるように
なった。
当館でも、１２～１３年度に「博物館と学校との連携に
関する研究会」を組織し、博物館と学校との連携のあ
り方等について模索した。それを踏まえ、１４年度から
学校教育支援事業として、学校の授業での博物館利用
への支援、学校の授業への講師派遣（出前授業）、学
校への博物館資料の貸し出し、職場体験の受け入れ等
を積極的に行っている。
学校へ案内パンフレットなどを配布することにより
博物館の学校教育支援事業が周知されつつあり、利用
が増えている。

� 学校の授業での博物館利用への支援
理科や社会科の授業や「総合的な学習の時間」での
活動と関連して、クラスやグループ単位で博物館を利
用する例が増えてきた。受け入れに当たっては、展示
資料だけでなく、必要に応じて収蔵資料を見てもらっ
たり、学芸員が助言したりするなどの支援を行った。
①渋野小学校（徳島市） ９月２日（木）
５年生 ３１名
特別陳列の解説他（人権学習）（講師：長谷川）
②清重西小学校（美馬市） １０月２１日（木）
６年生 ３１名
化石のレプリカ（講師：辻野）
③津田小学校（徳島市） １０月２９日（金）
４年生 １３７名
昔の道具（講師：庄武）
④観音寺第一高校（観音寺市） １１月７日（日）
１～３年生 ２５名
学校のある大地の成り立ちを探る（講師：中尾）
⑤八万南小学校（徳島市） １１月９日（火）
３年生 １０９名
昔の道具 （講師：庄武）
⑥上八万小学校（徳島市） １２月２１日（火）
６年生 ６４名
化石のレプリカ（講師：辻野）
⑦八万南小学校（徳島市） ２月２日（水）
３年生 ５３名
博物館について （講師：中尾・辻野ほか）

⑧鳴門教育大附属小学校（徳島市） ２月１７日（木）
５～６年生 １２名
化石のレプリカ（講師：辻野）
⑨佐那河内小学校（佐那河内村） ２月１８日（金）
３年生 １２名
昔の道具（講師：庄武）

� 学校の授業への講師派遣（出前授業）
学校からの依頼に応じて、学校での授業に学芸員を
派遣した。授業では教員と協同し、持参した博物館資
料を活用するなどして、児童・生徒の理解を助けるよ
う工夫した。
①加茂名小学校（徳島市） ４月１４日（水）
６年生 ８８名
火おこし（講師：魚島）
②川田中小学校（吉野川市） ４月１６日（金）
６年生 １７名
復元青銅器・火おこし（講師：魚島）
③新野小学校（阿南市） ４月２７日（火）
６年生 ２１名
火おこし（講師：魚島）
④鳴門教育大附属中学校（徳島市）

４月２８日（水）・３０日（金）・５月６日（木）
１年生 １５６名
タンポポ調査（講師：小川）
⑤相生中学校（那賀町） ５月７日（金）
全学年 ７４名
地層かんさつ（講師：中尾・辻野）
⑥大野小学校（阿南市） ５月１２日（水）
６年生 １９名
火おこし（講師：魚島）
⑦徳島文理小学校（徳島市） ５月１８日（火）
６年生 ６９名

昔の道具
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火おこし（講師：魚島）
⑧富田中学校（徳島市） ５月２１日（金）
２年生 １７７名
戦争と平和（講師：長谷川）
⑨一宮小学校（徳島市） ５月２５日（火）
全学年 ９０名
水生生物観察会（講師：山田）
⑩清重小学校（美馬市）５ ６月１８日（金）
全学年 １３１名
自然に親しみ、自然を大切にしよう（講師：茨木）
⑪広野小学校（神山町） ６月２２日（火）
３～６年生 ４２名
水生生物調査（講師：山田）
⑫新町小学校（徳島市） ６月２２日（火）
３年生 １９名
校区のよさをみつけよう（講師：茨木）
⑬津田小学校（徳島市） ９月１４日（火）
３年生 １４２名
昆虫のつくりと育ち（講師：山田）
⑭鴨島小学校（吉野川市） ９月１４日（火）
４年生 ６３名
昔のくらし（講師：庄武）
⑮国府小学校（徳島市） ９月２２日（水）
４年生 １２７名
昔のくらし（講師：磯本）
⑯牟岐小学校（牟岐町） １０月５日（火）
３年生 ２６名
昆虫について（講師：山田）
⑰八万小学校（徳島市） １０月２７日（水）
４年生 １０２名
昔のくらしと町づくり（講師：磯本）
⑱川田西小学校（吉野川市） １１月２日（火）
４年生 １２名
昔のくらしと町づくり（講師：庄武）
⑲昭和小学校（徳島市） １１月１０日（水）
４年生 ９６名
昔のくらし（講師：庄武）
⑳県立聾学校（徳島市） １１月１８日（木）
４年生 ２名
昔のくらし（講師：磯本）
�川田中小学校（吉野川市） １１月２９日（月）
４年生 １５名
昔のくらしと町づくり（講師：庄武）
�論田小学校（徳島市） １１月３０日（火）
６年生 ６１名
大地をさぐる（講師：中尾・辻野）

�新町小学校（徳島市） １１月３０日（火）
３年生 １９名
新町川体験隊（講師：佐藤）
�宮井小学校（徳島市） １２月１０日（金）
４年生 １８名
昔のくらしと町づくり（講師：庄武）
�藍住北小学校（藍住町） １月１８日（火）
４年生 ２４名
正法寺川探検隊（講師：佐藤）
�津田小学校（徳島市） １月２５日（火）
３年生 １４１名
昔のくらしと町づくり（講師：庄武）
�国府小学校（徳島市） １月２７日（木）
３年生 ９０名
昔のくらしと町づくり（講師：磯本）

� 博物館資料の学校への貸出し
小・中・高校の授業等で活用してもらうため、平成

１０年度から博物館資料の学校への貸出しを行ってい
る。学校貸出用資料リストを学校に配布して利用を呼
びかけているが、まだ利用は少ない。
貸出用資料の一層の利用促進を図るため、平成１５年
度末に学校貸出用資料解説シートを印刷し、小中学校
および高校に配布した。また、来館した教職員には、
必要に応じて解説シートを配布し利用を勧めた。
①勝浦中学校（勝浦町） ７月４日～７月９日
貸出資料：復元青銅器（銅鐸、銅剣、銅矛、銅戈、

三角縁神獣鏡）
使用目的：社会科
②中野島小学校（阿南市） ７月１８日～７月１９日
貸出資料：火おこし道具（マイキリ）１２点
使用目的：社会科
③鳴門教育大学附属中学校（徳島市）

９月２日～９月３日
貸出資料：徳島空襲関係写真パネル１５点
使用目的：総合的な学習の時間

火おこし
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④徳島市八万南小学校（鳴門市）９月１５日～９月１７日
貸出資料：マニ車（携帯用）、ドッコ（竹製背負い

籠）、アンギー（チベット族女性の衣装）、
ドールスルワール（ネパリ族の衣装）各
１点

使用目的：社会科
⑤富岡小学校（阿南市） １０月１４日～１０月２３日
貸出資料：火おこし道具（マイキリ）１５点
使用目的：社会科
⑥鳴門市林崎小学校（鳴門市） １０月２２日～１０月２８日
貸出資料：阿讃山地のアンモナイト化石、鳴門海峡

海底のナウマンゾウ化石
使用目的：理科
⑦徳島市渋野小学校（徳島市） １１月５日～１１月１０日
貸出資料：徳島空襲被災遺物２点
使用目的：統合的な学習の時間
⑧土成小学校（阿波市） １１月２２日～１１月３０日
貸出資料：大きな三葉虫、オドントチレ、ユーパキ

ディスカス、アンモナイトの断面、ノ
ジュール中のアンモナイト化石、ナウマ
ン象の化石

使用目的：理科
⑨徳島市国府小学校（徳島市） １１月１６日～１１月２４日
貸出資料：熊手、ジョレン手箕、踏み鋤、畚各１点、

唐鍬２点
使用目的：社会科

� 職場体験の受け入れ
中学校・高校での職場体験事業の受け入れを行い、
生徒に博物館業務を体験してもらうことによって、博
物館に対する認識を高めることができた。
①阿波高校 ８月１０日 １名
②加茂名中学校 １１月１７日～１１月１９日 ３名

� 教員のための研修
徳島県教育委員会等からの依頼により、教員対象の
研修会を実施し、当館職員が指導に当たった。
①２２年度教職１０年経験者研修
８月１８日（水） 参加者 １０名
・「八万の昔を探ろう」フィールドワーク（講師：
磯本）
・勾玉づくり（講師：魚島）
②初任者研修
８月２０日（金） 参加者 ２１名
・川魚観察と川環境（講師：佐藤）
・身近な雑草調べ（講師：茨木）
③鳴門市小学校理科研究会
１１月２０日（金） 参加者 ２３名
・常設展解説・バックヤード見学（講師：辻野・佐
藤）

� その他
博物館での授業、講師派遣、資料の貸出しに限らず、
学校の授業やクラブ活動等で自然観察、生活体験、歴
史学習等をしようとする場合、どんなことをしたらお
もしろいか、どんな資料が活用できるかなどについ
て、学芸員が博物館での普及行事等の経験を踏まえて
教員の相談に応じることにしている。

３．博物館友の会

●会員（２２年度末）
個人会員（年会費２，０００円） ７２人

（半年会費１，０００円） ６人
家族会員（年会費３，０００円） ４７組 １６８人

（半年会費１，５００円） １組 ２人
●役員（２２年度）
会 長：大杉洋子
副会長：行成正昭・鳥居 喬・大原賢二（博物館長）
幹 事：和田賢次・多田精介・澤祥二朗・松家京子・

伊勢ひとみ
監 査：石尾和仁・南部洋子
●事業
①博物館出版物の増刷・頒布
２２年度博物館企画展の図録の印刷・頒布を行った。
徳島の自然と歴史ガイド６「みんなで調べた徳島の
タンポポ－タンポポ調査・西日本２０１０の結果より－」
の印刷・頒布を行った。
②広報活動
○２２年度会員に対し、博物館ニュース、企画展チラ
シ、月間行事案内、年間催し物案内などを送付した。職場体験（加茂名中学校）
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○友の会会報「アワーミュージアム」No．４３～４５を
発行し、会員に送付した。

☆No．４３（２０１０年６月３０日発行）
３０年間捜し続けていた迷子の迷子のお地蔵さん
三軒屋町の土手
友の会行事報告 いも餅ときなこをつくろう
ＱアンドＡ：ちょっとおたずねします 植えてはい

けない植物について
平成２２年度総会の報告
新スタッフ紹介
☆No．４４（２０１０年１０月３０日発行）
大師信仰への転換鯖大師の場合
友の会行事報告 チリモンを探そう！
友の会行事報告 地引き網を引こう
友の会行事報告 文化の森開園２０周年記念
文化の森サマーフェスティバル
便利なグッズの紹介 デジタルマイクロスコープ
☆No．４５（２０１１年２月１日発行）
ベニトンボを追って
北海道一周ドライブの旅
友の会行事報告 釣り大会
友の会行事報告 紀州一泊研修の旅－熊野古道と熊

楠ゆかりの地を歩く－
③野外活動等
会員を対象とした行事を８行事実施した。
○企画展「ヒマラヤ」展示解説 ４月２９日（木）
場所：文化の森・博物館企画展示室 １８名
○こどもの日フェスティバル「折り紙をつくろう」

５月５日（水）
場所：文化の森・博物館常設展示室 １，０５０名
○チリモンをさがそう ６月２０日（日）
場所：文化の森・博物館講座室 ２１名
○キャンプで自然体験 ７月３日（土）～４日（日）
場所：佐那河内村 悪天候のため中止
○地引き網 ７月１７日（土）
場所：阿南市中林町 ３７名
○文化の森サマーフェスティバル 体験コーナー

８月７日（土）
場所：文化の森・シンボル広場 １，５２７名
○魚釣り大会 １０月２４日（日）
場所：勝浦川河口 １１名
○文化の森大秋祭り １１月２３日（火）
場所：文化の森・博物館企画展示室 １，４３７名
○和歌山一泊研修 １２月４日（土）～５日（日）
場所：和歌山県田辺市他 １７名
○義経（伝説）の道ウォーク 事前研修

１月１５日（土）

場所：文化の森・博物館講座室 ２１名
○義経（伝説）の道ウォーク バス研修

１月２３日（日）
場所：小松島市、徳島市 １９名
○生物画を描こう ３月６日（日）
場所：文化の森・博物館実習室他 ６名
○ヨモギで草餅をつくろう ３月１３日（日）
場所：文化の森・博物館実習室他 １４名

４．県民参画活動の推進

� ボランティア企画型行事の実施
平成１７年度から行っている公募ボランティアと職員
との共同でのイベント企画・実施を２２年度も継続し
た。継続ボランティア１０名のメンバーが中心となって
１年間の活動を行った。また、２２年度は、文化の森開
園２０周年のイベントの開催に当たって、ボランティア
メンバーが当日スタッフとして参加した。なお、Vキ
ングイベント当日のボランティアとして、鳴門教育大
学および徳島文理大学から４名の学生の協力を得た。
活動の結果は次のとおりである。
①文化の森総合公園開園２０周年記念事業への協力
８月７日（土）のサマーフェスティバルには８名が参
加し、影絵作り、魚釣りゲームなどで活動した。１１月
２３日（火・祝）文化の森大秋祭りには、６名が参加し、
面子、双六などで活動した。
②博物館Vキングの開催 ２月１１日（金・祝）
参加者合計：１，２１６人
ボランティアが企画し、開催の準備をすすめてきた、
「動物カルタ遊び」、「恐竜の大型模型づくり」、「生き
物輪投げ遊び」と「クイズラリー」の４つのイベント
を行った。

地引き網
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� 平成２２年度文化庁美術館・歴史博物館活動
基盤整備支援事業「徳島平和ミュージアム
プロジェクト」の実施
この事業は、戦後６５年の節目にあたり、地域の視点
から「戦争と平和」について考える機会を提供するこ
と、とくに子どもを中心とする若い世代への浸透をは
かることを目標としたものである。とくに重点的に取
り組んだのは、昭和初期の昭和２年、悪化しつつあっ
た日米関係を憂慮して取り組まれた友好活動の証であ
りながら、昭和６３年に里帰りして以来２０年余り徳島県
民の目に触れる機会のなかった日本人形「ミス徳島」
（アメリカ合衆国ワシントン州芸術文化博物館所蔵）
を再び里帰りさせ、人形交流の意義を紹介することで
あった。
事業の実施にあたっては、県内の博物館施設ととも
に、国際交流関係団体や学校、国外の博物館等との連
携を図るため、実行委員会を組織した。従来にない連
携を展開し、地域的な博物館活動の向上につなげるこ
とを意図した。その面でも成果があり、博物館運営を

支えるネットワークの拡大と進化につながったといえ
る（事業期間：平成２２年５月２０日～平成２３年３月１５日）。
具体的な事業内容は次のとおりである。
●展示
①特別陳列「海を渡った人形と戦争の時代」
会期 ７月１７日（土）～９月５日（日）
会場 徳島県立博物館
②企画展「図書委員が選ぶ戦争の本」
会期 ７月２１日（水）～８月２９日（日）
会場 徳島県立図書館
③巡回展「海を渡った人形と平和への願い」
会期・会場
９月１８日（土）～２０日（月・祝） 道の駅 貞光ゆう
ゆう館

９月２３日（木・祝）～１０月３日（日） 海陽町立博物館
１０月９日（土）～１０月１７日（日） 松茂町歴史民俗資

料館・人形浄瑠璃芝居資料館
●普及交流
①紙芝居＆展示解説
開催日 ７月１７日（土）・１８日（日）・１９日（月）・

２５日（日）、８月１５日（日）・２９日（日）、
９月５日（日）・２４日（金）・２８日（火）・
１０月２日（土）・１７日（日）

会場 徳島県立博物館、海陽町立博物館、松茂町歴
史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館

②シンポジウム「近代四国における戦争と地域社会」
（第３回四国地域史研究大会）
日時 ７月２５日（日）１２：３０～１７：００
会場 文化の森イベントホール
③記念演奏＆講演会
日時 ８月１日（日）１３：３０～１５：００
会場 文化の森イベントホール
④アリスの里からこんにちは－神山町神領小学校招待
遠足－
日時 ８月１０日（火） ９：３０～１２：００
会場 徳島県立博物館
⑤ワークショップ「絵手紙をかこう！」
日時 ８月２２日（日）１０：００～１２：００、

１３：３０～１５：００
会場 徳島県立博物館
⑥展示室での恒常的なワークショップなど
ハンズオン・コーナー（徳島県立博物館）
紙芝居、スケッチ、空襲遺物など
ワークシート（特別陳列、巡回展全会場）
⑦ミス徳島お別れ会（展示終了式）
日時 １０月１７日（日）１６：００～１６：３０
会場 松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館

「生き物輪投げ遊び」の様子

「恐竜の大型模型づくり」
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●調査研究
①答礼人形「ミス徳島」の制作技法・構造調査
期間 平成２２年１０月２６日（火）～平成２３年１月１８日（火）
●情報発信 ホームページの開設・更新
●事業により作成した印刷物等
①ポスター B２判 カラー １０，０００枚
②チラシ A４判 カラー両面 １００，０００枚
③パンフレット（図録） A４判 カラー １６ページ
１０，０００部

④ワークシート A４判 カラー両面 １０，０００枚
⑤報告書 A４判 カラー・白黒 １１２ページ ７００部

５．普及教育関係出版物

� 博物館ニュース
館の広報誌で、内容は、学芸員の研究の一端を紹介
する“Culture Club”、館蔵品紹介、野外博物館、企
画展案内、情報ボックス、レファレンス Q&A、普及
行事の案内と記録などから構成されている。A４判・
８ページ（全ページカラー）で９，０００部を印刷してい
る。
２２年度には次の４号を発行した。また、当館ホーム
ページでも公開している。
●No．７９（２０１０年６月２５日発行）
Culture Club 砕かれた青銅器
特別陳列「海を渡った人形と戦争の時代」
情報ボックス 絵師佐々木家についての資料
館蔵品紹介 ラクダムシ～駱駝蟲～
Q&A 常設展の「藍と阿波の商人」のコーナーに
展示されている藍玉とはどんなものですか？

●No．８０（２０１０年９月１５日発行）
Culture Club 明治維新と徳島城－守住貫魚の『二
行日誌』から－

企画展「藍染めの表象」
文化の森総合公園２０周年記念展 軌跡－継続と蓄積－
野外博物館 香川県自然記念物の「木戸の馬蹄石」
速報 博物館の常設展がリフレッシュしました。
●No．８１（２０１０年１２月１日発行）
Culture Club モノに心霊を宿らせる話－いわゆる
「依代」について－

企画展「聖地★巡礼 自分探しの旅へ」
情報ボックス トロトロ石器
野外博物館 特定外来生物に注意!! セアカゴケグ
モとアルゼンチンアリ

Q&A バナナが光るって本当ですか？
●No．８２（２０１１年３月２５日発行）
Culture Club アサギマダラの調査から

企画展「人形・ひとがた－祈りから遊びまで－」
情報ボックス デジタルデータからレプリカをつく
る

野外博物館 吉野川の砂金
Q&A 古文書「飯尾常連奉書」は、以前展示され
ていた実物と形が違いますが、どうしてです
か？

� その他
●徳島の自然と歴史ガイド
徳島の自然と歴史ガイド６「みんなで調べた徳島の
タンポポ－タンポポ調査・西日本２０１０の結果より－」
の印刷を行った。
●年間催し物案内
１年間の普及行事予定を掲載した B４判４つ折の
リーフレット。８万部印刷し、県内の小・中・高校生
及び教職員全員に配布した。また、博物館ニュースと
ともに発送するほか、展示室入り口に置いて来館者に
自由にとってもらったり、普及行事の参加者に配布し
たりしている。
●月間催し物案内
各月の普及行事の実施要領、申し込み方法等の案内
を印刷した A３判または B４判のビラ。報道関係機関
等に配布するほか、来館者にも提供している。
●博物館引率の手引き
学校の遠足などの利用に役立つよう、博物館の入館
案内、見学に当たっての留意点、観覧料減免申請手続
きなどについて説明した印刷物。
●博物館の学校支援事業案内
博物館が行っている学校への支援事業を、内容別に
紹介したパンフレット。

６．徳島新聞「こども新聞」への協力

徳島新聞社では平成２０年４月から毎週金曜日の夕刊
に「こども新聞」の掲載を開始した。博物館ではこの
コーナーの執筆協力や編集協力（話題提供、校閲）を
行っている。今年度、博物館の協力により掲載された
記事は４４本である。（p．４３～４６を参照）
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博物館を有効に活用する利用者が増えるよう、博物
館活動に関する様々な情報を発信していくことは博物
館にとって非常に重要な活動である。最近はインター
ネットによる情報発信も重要な手段になっている。
博物館の事業の広報に留まらず、様々なメディアを
通じて積極的に情報を発信するよう努めている。

１．博物館の広報活動

博物館ニュース・企画展ポスター・年間催し物案内
リーフレット・月間催し物案内等の定期的発行と配
布、県庁だよりへの掲載、県庁記者クラブを通じての
資料提供、催し物案内の電子メールサービス等によ
り、博物館の事業の広報活動を行っている。
●博物館ニュース、ポスター等の主な県内定期発送先
小学校 ２００ケ所
中学校 ８９
高等学校・その他学校 ５１
学会・研究所・同好会等 １００
県および県教育委員会各課・機関 ５８
市町村教育委員会 ２４
公民館・隣保館 ２２６
市町村および大学図書館 ３４
博物館施設 ５３
宿泊施設 ３４
報道関係機関等 ７７
●催し物案内の電子メールサービス
登録者（２２年３月末現在の登録者２９７名）
●報道機関への資料提供
２２年度は次のような資料提供を行った（各月の催し
物あんない以外）。
４月２０日（火） 博物館こどもの日フェスティバルの開

催について
５月２１日（金） 部門展示「四国のツキノワグマ」開催

について
７月１日（木） 特別陳列「海を渡った人形と戦争の時

代」の開催について
７月１日（木） 博物館 Vキングスタッフ募集につい

て
７月８日（木） 部門展示「徳島の昆虫－旧博物館の資

料より－」の開催について

７月１４日（水） 特別陳列「海を渡った人形と戦争の時
代」の開催に伴うワシントン州ノースウェス
ト芸術文化博物館からの職員訪問について

８月２０日（金） 部門展示「須木一胤 －最後の阿波住
吉派－」の開催について

９月１５日（水） 企画展「藍染めの表象（ひょうしょう）」
の開催について

９月２８日（火） 部門展示「国会議事堂に使われた県内
産石材・鳴門海峡海底産の化石」の開催につ
いて

１０月６日（水） 答礼人形「ミス徳島」のお別れ会の開
催について

１月１８日（火） 部門展示「館蔵の鏡と古銭」の開催に
ついて

１月２１日（金）「博物館 Vキング」の開催について
１月２１日（金） 企画展「聖地★巡礼 自分探しの旅

へ」の開催について
２月１８日（金） トピックコーナー「四国に初めて漂着

したトグロコウイカ」の展示について
３月３日（木） 部門展示「西日本のタンポポ」、「節供

の道具」の展示について
３月３日（木） タンポポ調査の結果について
●文化の森橋への懸垂幕の設置
企画展の広報として、県に都市公園占用許可申請を
して、企画展の期間中、文化の森橋に懸垂幕を設置し
た。

２．テレビ・ラジオへの出演等

博物館事業の PR等のためのテレビ・ラジオへの出
演等を、月日・出演者・内容の順に記す。
４月２日 佐藤陽一 四国放送テレビ（祖谷川で視聴

者が釣ったニジマスのアルビノ）
５月７日 小川 誠 ケーブルテレビ徳島（タンポポ

調査の紹介）
５月１１日 小川 誠 四国放送「おはよう徳島」（タ

ンポポ調査の紹介）
５月２８日 茨木 靖 四国放送ラジオ「らじまる」（企

画展「ヒマラヤ－自然と人々のくらし」の紹
介）

６月１日 佐藤陽一 国府町ケーブルテレビ（「四国

� 情報の発信と公開
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のツキノワグマ」について）
６月２３日 佐藤陽一 四国放送テレビ「おはようとく

しまプラス」（木沢で撮影されたハクビシン
について）

７月１４日 長谷川賢二 四国放送テレビ「おはようと
くしまプラス」（特別陳列「海を渡った人形
と戦争の時代」の紹介）

７月２９日 佐藤陽一 四国放送テレビ「おはようとく
しまプラス」（海陽町で撮影された白いスズ
メについて）

８月２２・２３日 長谷川賢二 AIテレビ「テレビミュー
ジアム：海を渡った人形と戦争の時代」

９月２９日 佐藤陽一 四国放送テレビ（青いアマガエ
ルについて）

１０月２８日 山田量崇 四国放送テレビ「おはようとく
しまプラス」（スズメバチについて）

１１月１９日 佐藤陽一 FMくらしき（博物館の展示・
イベントの紹介）

３月２日 長谷川賢二 NHK（徳島）ニュース（企
画展「聖地★巡礼」の紹介）

３月３日 長谷川賢二 FMびざん「Jeudi-huit／ジュ
ディ・ウィット」（企画展「聖地★巡礼」の
紹介）

３月９日 長谷川賢二 徳島中央テレビ「とくしま
アート・カルチャー」（企画展「聖地★巡礼」
の紹介）

３．インターネットによる情報提供

� 電子メール
希望者には電子メール（以下メール）による催し物
案内を毎月行っている（２２年３月末現在の登録者２９７
名）。
また、ホームページ等を見た人からの質問もメール
で寄せられており、各担当より回答を行っている。２２
年度には５件の問い合わせが寄せられている。

� ホームページ
インターネット利用者の増加に伴い、博物館でもその
技術を活用した情報提供の可能性を探ってきた。１１年
７月よりホームページ http : //www.museum.comet.
go.jp/を開設した。１８年３月からは、ネットワーク回
線が徳島県教育情報ネットワークに移管されたために
ホームページは http : //www.museum.tokushima-ec.
ed.jp/に変更された。
ホームページの内容は下記のとおりである。
・博物館の紹介（開館日・交通案内など）

・展示案内（企画展、常設展）
・催し物、普及行事の案内
・調査研究活動の紹介
・収集保存活動（データベース）
・学校等への利用案内
・出版物（展示解説、研究報告、博物館ニュースなど
の案内）
・関連活動紹介（友の会、博物館協議会など）
・学芸員関連のページ
・特別メニュー（子供向けメニュー、映像コーナーな
ど）
ホームページには内容の全文検索やサイトマップを
設置し、閲覧者が目的の内容にたどり着きやすくして
いる。
データベースによる検索では、資料データベースで
は人文、動物、植物、地学の各分野ごとに収蔵資料を
検索でき、資料の写真や動植物の分布図などが表示で
きる。また、当館に収蔵している図書についても、図
書データベースを公開している。情報提供する項目の
テキストデータおよび画像情報を専用フォルダーに入
れておけば、夜のうちに自動的に情報提供用のデ－タ
ベ－スに取り込まれる仕組みになっている。
ホームページの更新や追加は毎月の催し物案内のよ
うに定期的に行うもののほか、各担当により随時行っ
ている、２２年度の主な追加内容については下記のとお
りである。
・２２年度文化庁美術館・歴史博物館活動基盤整備支援
事業「徳島平和ミュージアムプロジェクト」に関す
る情報等を掲載した。
２２年度１年間でトップページに約４０，０００件のアクセ
スがあった。

４．外部ネットワークとの連携

当館では、文部省の補助事業の一つとして、平成１２
年度および１３年度に環瀬戸内自然史系博物館ネット
ワーク推進事業に参加し、博物館の横断検索やいきも
のマップなどの外部とのネットワーク連携事業を行っ
てきた。
１８年度より国立科学博物館が行っている自然系博物
館における収蔵品データ整備事業に参加し、さらなる
連携を深めている。事業の内容は全国の科学系博物館
のホームページの内容の横断検索で、サイエンス
ミュージアムネット（http://science-net.kahaku.go.jp/）
で１６０館以上のホームページを一度に検索することが
できる。また、収蔵品データの検索も準備されており、
当館からは徳島県産維管束植物のデータを整備し提供
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3 階

全収蔵庫
（4階，1階）

研究室

事務室

作業室

実習・講座室

LAN

コンピュータ室（21世紀館）総合教育センター

業務用サーバ

館内情報提供サーバ

インターネット用
情報提供サーバ

インターネットへ

した。日本語の検索および GBIF（Global Biodiversity
Information Facility：地球規模生物多様性情報機構）
のデータとしても横断検索できるようになった。

５．情報システムの概要

平成１７年度には４期目となる COMET（徳島県文
化・学習情報システム）のコンピュータシステム更改
が行われた。２２年度はその運用開始６年目にあたる。
２１年度はシステムの更新に向け、検討作業を行った。
システムの構成は下記のとおりである。
博物館のコンピュータシステムは、職員が日常的に
使う業務用、来館者や館外者が利用する情報提供用の
２つに大別できる。４期目の博物館システムの更改に
ついては次のような方針で臨んだ。
・博物館の業務システムは基本的に現状をベースに改
良を加える。
・情報提供はインターネットを用い、ブロードバンド
（大容量通信）や携帯電話等の新しい通信手段に対
応する。
その結果、次のような構成で４期システムを運用す
ることになった。
①業務用システム
業務用システムでは、コンピュータ室・研究室・作
業室・収蔵庫・事務室等をイーサーネット（１０００BaseT）
の LANでつないだ。ファイルサーバ（MacOSXサー
バ）とデータベースサーバ（FileMaker Server８）の
２台のサーバを設置した。サーバのデータは、２１世紀
館に常駐する SE（システムエンジニア）によって毎

日バックアップがとられている。職員１人に１台の端
末を配置し、デ－タベ－スやファイルを共有してい
る。これらの端末は、作業の内容に応じた仕様となっ
ており、たとえば収蔵庫では常設の端末ではなくノー
ト型パソコンを活用している。
②情報提供用システム
情報提供用としては、Linuxサーバを用いて、WWW
サーバと資料データベースを構築した。また、文化の
森で共通で使用する全文検索用サーバを１台設置し
た。さらに、柔軟なデータベース公開ができるように
MacOSXサーバと FileMaker Server８Advancedに
よるWebデータベースを構築し、新聞記事データ
ベースを公開した。インターネットの回線が徳島県立
総合教育センターに集約されたために、これらの情報
提供用サーバを２組用意し、館内用は文化の森のコン
ピュータ室に、外部（インターネット）用は教育総合
センターに設置し、館内用サーバから自動的にデータ
が更新される仕組みを用意した。

徳島県立博物館の情報システムの構成
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博物館は、博物館活動を通じて様々な資源（資料、
情報、学芸員の知識・経験）を蓄積している一種のシ
ンクタンクである。これらの資源を活用して地域社会
等に貢献する活動を行うことは、博物館の重要な役割
であると考え、博物館の他の事業に差し支えない範囲
で積極的に取り組んで行くことにしている。

１．レファレンス業務

一般の県民や児童・生徒・学生、教職員、行政職員、
マスコミ、企業などから寄せられた質問や問い合わせ
に対応する業務を当館ではレファレンス業務と呼んで
いる。問い合わせ方法としては、来館、電話、Eメー
ル、文書によるものなどがある。当館ではこれらの問
い合わせを、対応の記録や博物館に対するニーズを把
握する目的でデータベース化している。
２２年度に行ったレファレンス件数は４７９件で、分野
別内訳は下表のとおり。この記録は博物館レファレン
ス記録データベースに記録されたデータに基づいてい
る。ただし、同様の問い合わせが集中したときなど、
すべてを記録できているわけではないので、実際の件
数はこれより２～３割程度多いと考えられる。
職業別の割合を見ると、一般（不明を含む）からの
問い合わせが４０％でもっとも多く、次いでマスコミ・
出版関係が２８％、博物館・図書館・官公庁が１１％、高
校生以下の生徒・教員・教育委員会関係が８％、大学
（院）生・研究者が４％、その他が９％であった。

２．各種委員会委員等の受諾

２２年度に博物館職員が委嘱を受けた各種委員会委
員、学会役員等は次のとおり。

大原賢二
日本博物館協会評議員
（平成２２．４．１～１年間）
徳島県博物館協議会会長
（平成２２．４．１～１年間）
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー
（平成１６．８．１６～）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成２１．７．１～２４．６．３０）

佐藤陽一
とくしま川づくり委員会委員
（平成１２．１２．１５～２２．６．３０）
徳島県ビオトープアドバイザー
（平成１４．４．１１～２４．３．３１）
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー
（平成１６．８．１６～）
徳島県土木工事環境配慮アドバイザー
（平成１９．４．１～２４．３．３１）
徳島県希少野生生物保護検討委員会委員
（平成２１．１２．１～２４．３．３１）
徳島県版レッドリスト改訂のための汽水・淡水魚類
作業部会長
（平成２１．１２．１～２４．３．３１）
環境省希少野生動植物種保存推進員
（平成９．７．１～２４．６．３０）
環境省中国四国環境事務所「平成２２年度中国四国地
方里地里山における淡水魚類保全特別総合点検業
務検討会」委員
（平成２２．７．６～２３．３．３１）
国土交通省四国地方整備局「河川・渓流環境アドバ
イザー（吉野川・那賀川）」
（平成１９．４．２６～２３．３．３１）

� シンクタンクとしての社会貢献

●分野別レファレンス件数（平成２３年３月３１日現在）

分 野 件 数
動物（脊椎）

（無脊椎）
（昆虫）

７１
４０
７０

植 物 ５４
地 学 １００
考 古 ９
歴 史 ８７
民 俗 ２８
美術工芸 ０
保存科学 ０
そ の 他 ２０
合 計 ４７９

３１



国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所「長安
口ダム環境モニタリング委員会」委員
（平成２３．２．８～２５．３．３１）
日本魚類学会標準和名検討委員会副委員長
（平成１５．４．１～）

小川 誠
徳島県土木工事環境配慮アドバイザー
（平成１９．４．１～２４．３．３１）
NPO法人西日本自然史系博物館ネットワーク理事
（平成２１．４．１～２４．３．３１）

中尾賢一
日本第四紀学会徳島大会実行委員
（平成２２．４．１２～平成２３年度）

茨木 靖
東環状大橋建設にかかる環境モニタリング調査アド
バイザー
（平成１６．８．１６～）
徳島県希少野生生物保護検討委員会委員
（平成２１．１２．１～２４．３．３１）

辻野泰之
独立行政法人産業技術総合研究所「協力研究員」
（平成２２．４．１～２３．３．３１）
社団法人日本地質学会「友の会検討ワーキンググ
ループメンバー」
（平成２２．６．１～）

山田量崇
徳島県田園環境検討委員会委員
（平成２２．１．１５～２４．１．１４）
国土交通省四国地方整備局「河川・渓流環境アドバ
イザー」
（平成２２．７．２０～２３．３．３１）
国土交通省四国地方整備局那賀川河川事務所「長安
口ダム環境モニタリング委員会」委員
（平成２３．２．８～２５．３．３１）

高島芳弘
徳島市立考古資料館協議会委員
（平成２１．７．１～２３．６．３０）
徳島県中世城館跡総合調査調査員
（平成２１．７．１～２３．３．３１）

長谷川賢二
日本博物館協会常務委員
（平成２１．４．１～２２．６．１０）
徳島県人権教育啓発推進委員会専門委員
（平成１９．５．１～）
徳島県中世城館跡総合調査調査員
（平成２１．７．１～２３．３．３１）

新宮市文化複合施設展示計画専門委員会委員
（平成２２．７．６～）

日本山岳修験学会理事
（平成２１．１１月～２３．１１月）

魚島純一
三重県職員（学芸員）の採用選考に係る試験員
（平成２２．１０．１～２２．１１．２１）

庄武憲子
松茂町歴史民俗資料館・人形浄瑠璃芝居資料館資料
館協議会委員
（平成２１．４．１～２３．３．３１）
阿南市史民俗編執筆委員
（平成２２．６．１～２３．３．３１）
地域伝統文化総合活性化事業「海部の古い町並み調
査事業」調査指導委員
（平成２３．１．４～２５．３．３１）

磯本宏紀
阿南市史民俗編執筆委員
（平成２２．６．１～２３．３．３１）
新鳥取県史編さん調査委員
（平成２２．４．１～２３．３．３１）
地域文化総合活性化事業「調査指導委員」
（平成２３．１．４～２５．３．３１）

３．講師の派遣

館外からの依頼を受けて行った講師派遣等を、月
日・担当者・依頼者・内容・場所の順に記す（内容に
依頼者・場所が表現されている場合は依頼者・場所を
省略）。なお、小・中・高校からの依頼による出前授
業については、「�普及教育」の「２学校教育支援事
業」に記載している（p．２２）。
４月６日 長谷川賢二
徳島西ロータリークラブ例会で卓話「四国遍路の始
まり」（徳島東急イン）
４月１４日 長谷川賢二
徳島県自治研修センター「平成２２年度新規採用職員
研修 人権問題�・�（歴史／行政）」で講演「近
代部落史と私たちの課題」
５月１９日 長谷川賢二
徳島県立二十一世紀館「平成２２年度文化の森新任及
び転任職員人権研修会」で講演「部落史と私たちの
課題」
５月２２日 庄武憲子
阿南文化協会で講演「阿南市の正月飾り」
６月４～５日 中尾賢一
第１３回九州第四紀露頭見学会「四国巡検：四国のネ
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オテクトニクスを体感しよう！」講師（高知県室戸
市、安田町、徳島県阿波市、三好市）
６月１２日 佐藤陽一
園瀬川流域環境保全の会講演会で講演「徳島と園瀬
川の淡水魚」（徳島市上八万コミュニティーセン
ター）
６月１６日 長谷川賢二
徳島県シルバー大学校大学院歴史・文化講座で講演
「中世の社会と信仰」、「参詣・巡礼の歴史的展開」
（徳島県立総合福祉センター）
７月１日 佐藤陽一
正法寺川を考える会「平成２２年度体験型ふるさとの
川環境観察学習会」正法寺川の魚かんさつ会講師（藍
住町、正法寺川）
７月２６日 高島芳弘
桑野ふるさと研究会で講演 大むかしの那賀川流域
７月２８日 魚島純一
徳島県立文書館「平成２２年度古文書保存研修」で講
演「文書資料の保存科学」
７月２９日 長谷川賢二
徳島大学「平成２２年度社会教育主事講習」で講演「博
物館の運営」
８月１１日 佐藤陽一
阿南市中野島公民館「岡川の魚かんさつ」講師（阿
南市柳島町、岡川）

１０月６日 辻野泰之
徳島大学大学開放実践センター「徳島再発見」で講
演「徳島とその周辺地域より産出するアンモナイト
化石」

１０月１６日 長谷川賢二
四国大学「オープンカレッジ：奈良を旅する」で講
演「奈良と中世の庶民信仰」

１０月２０日 長谷川賢二
日本ガスタービン学会定期講演会で講演「四国遍路
の源流をさぐる」（アスティとくしま）

１１月２４日 長谷川賢二
徳島県シルバー大学校大学院歴史・文化講座で講演
「寺社縁起の世界」、「戦国軍記の歴史意識」（徳島
県立総合福祉センター）

１２月１日 山田量崇
第５５回四国植物防疫研究協議会大会で講演「役に立
つカメムシの話－農業生態系で見られるハナカメム
シの分類と生態－」（阿波観光ホテル）

１２月５日 高島芳弘
徳島県立埋蔵文化財総合センター 弥生時代の徳島
調査成果報告会で講演 若杉山遺跡－県南の弥生時
代遺跡について－

１２月１１日 長谷川賢二
徳島城址を愛する会「徳島城を愛するセミナー」で
講演「近世・近代における阿波の歴史研究の展開」
（徳島市中央公民館）

１２月２４日 小川 誠
徳島県教育研修センター「農業指導技術向上セミ
ナー」で講演「グーグルマップを利用した簡単分布
図作成方法」
１月１８日 佐藤陽一
正法寺川を考える会「平成２２年度体験型ふるさとの
川環境観察学習会」正法寺川の魚出前講座講師（藍
住北小学校）
１月２１日 大橋俊雄
徳島市立徳島城博物館「阿波の文学と歴史セミ
ナー」で講演「守住貫魚の見た明治時代」
１月２７日 佐藤陽一
独立行政法人水資源機構旧吉野川河口堰管理所で講
演「徳島県の淡水魚」（徳島市川内町）
２月２０日 中尾賢一
福井県立恐竜博物館 博物館セミナーで講演「連携
博物館講座：鳴門海峡海底のナウマンゾウ化石」
２月２６日 長谷川賢二
徳島県文化財保存整備市町村協議会平成２２年度第２
回研修会で講演「四国遍路の形成」（阿南市文化会
館）

４．大学教育への寄与

� 大学非常勤講師の受諾
２２年度に博物館職員が委嘱を受けた大学非常勤講師
は次のとおり。
長谷川賢二
鳴門教育大学嘱託講師（博物館特論）
（平成２２．４．１２～２３．３．３１）

魚島純一
四国大学非常勤講師（博物館実習Ⅰ）
（平成２２．４．３～２２．９．３０）

� 博物館実習生の受け入れ
博物館実習は、博物館法施行規則第１条において学
芸員となる資格を取得するために「大学において修得
すべき博物館に関する科目」と規定されているものの
ひとつで、登録博物館または博物館相当施設における
実習で修得することになっている。
当館では、大学からの依頼により、原則として県出
身の学生を受け入れることにし、夏休み期間中に実習
を行っている。４月１日～５月１５日が受付期間で、希
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望者が多い場合は調整を行い、２０数名をめどに受け入
れることにしている。
２２年度は、８月２４日（火）～２８日（土）に実習生の受け
入れを行った。実習生は１７人で、大学別の内訳は次の
とおりである。
大阪教育大学 １人 岡山大学 １人
高知大学 １人 東京農業大学 １人
神戸大学 １人 四国大学 ３人
徳島大学 ２人 徳島文理大学 １人
鳴門教育大学 ５人 奈良大学 １人
カリキュラムは表のとおりである。実習生を AB２
班に分け、学芸員と普及課職員が指導にあたり、資料
の整理や調査などについての実習を行った。なお、別
に１１月１６日（火）～２６日（金）の間、北海道開拓記念館の
依頼により、同館職員杉山智明氏の博物館実習を受け
入れた。

５．学会・研究会等の運営への寄与

� 学会・研究会等の開催
２１年度に当館学芸員が担当し、当館および文化の森
の施設を会場として開催された学会・研究会等は次の
とおり。
●みどりクラブ例会
開催日：毎月土曜日（不定）
会 場：博物館講座室
参加者：１０名程度
●双翅目談話会第１５回総会
開催日：４月３日（土）
会 場：博物館講座室・実習室
参加者：３０名
●徳島地域文化研究会・第８回総会および第１３回例会
開催日：５月８日（日）
会 場：博物館講座室
参加者：９名
●NPO法人 西日本自然史系博物館ネットワーク総会
開催日：２月６日（日）
会 場：博物館講座室
参加者：１３名
【研究発表会と講演】「２０１０年代の自然史系博物館を
求めて」
１）海外報告：子どもの環境理解に向けたアメリカ
での取り組み
赤澤宏樹氏（兵庫県立人と自然の博物館研究員）

２）事例報告：愛媛県総合科学博物館における指定
管理者制度の導入について
岩田憲二氏（同館学芸課長）

２２年度 博物館実習カリキュラム

A 班 （８名） B 班 （９名）

実習名 担当者 実習名 担当者

８／２４（火）
午前

館長あいさつ
ガイダンス・館内施設見学

大原
大橋

同左
同左

同左
同左

午後 博物館での資料保存と IPM 魚島 図書資料の整理 中尾

８／２５（水）
午前 標本の名前をつける会 辻野 博物館利用者調査 長谷川

午後 同上 同上 同上 同上

８／２６（木）
午前 美術資料の取扱 大橋 博物館資料のX線透過撮影 魚島

午後 市民調査と博物館 小川 同左 同左

８／２７（金）
午前 魚調査と標本作り 佐藤 民俗等資料の整理 磯本

午後 普及業務・展示解説 森・向原 同左 同左

８／２８（土）
午前 植物資料の整理 茨木 美術資料の取扱 大橋

午後 同上 同上 企画展展示具等の準備 庄武

午前（９：３０～１２：００）、午後（１３：００～１６：００）および、実習ノート記入、提出（１６：００～１７：００）

博物館実習
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３）タンポポ調査でわかった西日本のタンポポ
鈴木 武氏（兵庫県立人と自然の博物館）

� 当館が事務局等を引き受けている学会・
研究会等

●みどりクラブ
植物に関心のある県内同好者が、毎月１回（土曜日
の１８：３０から）、博物館実習室で植物分類の勉強会や
採集情報等に関する意見交換を行っている。
会員は約２５名で、毎回１０～１５名の参加者がある。
●四国中世史研究会
四国地域をフィールドとしている中世史研究者に
よって構成されており、研究会・史料見学（年２回）、
機関誌『四国中世史研究』の刊行（隔年１冊）を行っ
ている。
●徳島地域文化研究会
主として徳島県域をフィールドとする民俗学・文化
人類学研究者によって構成されており、研究会やシン
ポジウム（年３回程度）、会誌『徳島地域文化研究』
の刊行（年刊）等を行っている。

６．博物館ネットワーク

� 四国地区博物館協議会および
日本博物館協会四国支部
四国地区博物館協議会及び日本博物館協会四国支部
は、四国地区の博物館及び相当施設の連絡・協議組織
で、現在８６館（園）が加盟している。４県が持ち回り
で２年ずつ事務局をつとめることになっている。
２２年度の役員会及び総会は次のとおり、香川県立
ミュージアムで開催された。
●２２年度役員会・総会
日時：７月２９日（木） 役員会１０：３０～、総会１３：３０～
会場：香川県立ミュージアム 研修室
議事：平成２１年度事業報告及び決算報告について

役員改選について
平成２２年度事業計画及び予算について
その他

講演：藤好史郎氏（香川県教育委員会生涯学習・文
化財課主幹）

演題：「四国遍路の世界遺産登録について」
●研修・視察
日時：７月３０日（金） ９：３０～１２：００
場所：香川県立ミュージアム 研修室
内容：日本博物館協会からの本部報告
視察：香川県立ミュージアム

特別展「東京国立近代美術館工芸館所蔵名品

展輝くわざと美－日本工芸のいま」ほか視察

� 徳島県博物館協議会
徳島県内の博物館施設が相互協力して博物館活動の
振興をはかるため、平成８年２月２７日に設立された。
加盟館は、設立時は３１館であったが、その後、年々増
え、平成２２年３月末現在では５１館になっている。当館
が事務局をつとめている。
２２年度事業
①役員会の開催
６月２日（水）、徳島県立博物館応接室にて開催した。
②総会の開催
日時：６月２日（水）１４：３０～１６：３０
場所：徳島県立博物館講座室
議事：２１年度事業報告及び決算報告

２１年度監査報告
２２年度役員選出
２２年度事業計画及び会計予算
その他

講演：平田慎一郎氏（きしわだ自然資料館学芸員）
「みんなで育て、みんなで楽しむミュージア
ムをめざして」

③加盟館園の職員状況と入館者数一覧を作成して配布
した。
④徳島県博物館協議会ニュースの発行
No．３４、３５、３６を発行・配布した。
⑤研修会の開催 参加者１６名
日時：１１月７日（日）１３：３０～１６：３０
場所：徳島県立鳥居龍蔵記念博物館
内容：鳥居龍蔵記念博物館展示見学、博物館企画展

「藍染めの表象」展示見学
講演：吉開将人氏（北海道大学准教授）

「民族史学者鳥居龍蔵－台湾・南中国への眼
差し」

⑥先進地調査の実施 参加者１４名
場所：地中美術館（香川県直島町）、香川県立ミュー

ジアム（高松市）

� 人権資料・展示全国ネットワーク
人権資料・展示全国ネットワーク（略称「人権ネッ
ト」）は、人権確立のための研究、教育、啓発に寄与
することを目的に、人権に関する資料の収集保管、調
査研究、展示等を行う博物館、資料館、人権センター、
研究所等により、平成８年に結成された。現在、３１機
関・団体が加入している。２２年度は、徳島市で第１５回
総会が開催された（９月８～９日）。
当館は発足時から加入しており、総会に職員を派遣
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してきたほか、加入機関・団体との個別的な協力を
行っている。

� 西日本自然史系博物館ネットワーク
１２・１３年度に文部科学省の委嘱を受けて行われた環
瀬戸内地域自然史系博物館ネットワーク推進事業の継
承と発展をはかるため、大阪市立自然史博物館および
兵庫県立人と自然の博物館の主導により、個人参加に
よるゆるやかな連携組織として NPO法人西日本自然
史系博物館ネットワークが１６年４月２７日付けで設立さ
れ、１１０名の学芸員や博物館関係者が参加している。
２２年度（事業年度は１月～１２月）は、地域自然環境
情報提供事業として収蔵品データベース整備事業と自
然史系博物館における標本情報の発信に関する研究会
（２回）、博物館連携推進事業として標本救済ネット
ワークショップとフォーラム「２０１０年代の自然史博物
館を求めて」を開催した。また、調査研究推進事業と
して博物館スタッフのための技術講座を開催し、プラ
スティック封入標本作製講座や１００円ショップグッズ
を使った自然観察と展示に関するワークショップであ
る「どこまで使える１００円グッズ」などを行った。展
示企画事業として鳴く虫巡回展を開催した。
また、平成２３年２月６日には総会および研究発表会
と講演会を当館で開催した（p．３４参照）。

ワークショップ「どこまで使える１００円グッズ」（大阪市立自然史
博物館、９月２７日開催）
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調査研究は、博物館における諸活動の根幹をなす活
動である。それは、質の高い調査研究に裏付けられて
こそ、最新の情報を盛り込んだ展示や質の高いコレク
ションの収集、内容豊かな普及活動が可能となるから
である。
当館の調査研究事業には、複数の学芸員グループ
で、必要に応じて館外の研究者も含めて、特定のテー
マを定めて年度単位で集中的に取り組む課題調査、各
学芸員がそれぞれの分野や専門とするテーマに基づい
て日常的に取り組んでいる個別調査研究、翌々年以降
に予定されている企画展のための事前資料調査などが
ある。
現在、館長を含む１３名の学芸スタッフがこの業務に
携わっている。

１．課題調査

２２年度は、次の３つの課題調査を行った。

� 剣山系の昆虫相
剣山系における昆虫相の調査は古くから行われてき
ているものの、一部のグループに限られたものが多い
ため、種の分布記録などの基礎データは不十分であ
る。剣山系における昆虫類のインベントリー作成を目
的として、昨年度に引き続き半翅類と蛾類のモニタリ
ング調査を行った。剣山系の昆虫相の多様性を解明す
るとともに、情報や資料の蓄積が進めば、当該地域の
環境保全活動等に基礎資料を提示できることが期待さ
れる。３年目にあたる本年度は夏期において重点的に
調査を実施した。
●調査メンバー
博物館学芸員：大原賢二（動物）、山田量崇（動物）
館外調査者：林 正美（埼玉大学教育学部教授）、

広渡俊哉（大阪府立大学大学院准教授）
●調査の概要及び成果
８月８～９日 吉野川市、東みよし町～三好市（落
合峠、見ノ越峠）、神山町など
８月２２～２４日 神山町、那賀町（スーパー林道）な
ど
１１月１２日 那賀町
※８月８～９日は林氏、大原、山田が（９日は林氏と

大原のみ）、８月２２～２４日は広渡氏と山田がそれぞれ
調査した。１１月１２日は山田が調査した。
調査では、日中の任意調査と夜間の灯火採集によっ
て多数の資料を収集した。灯火採集により、四国では
採集例が少ない小蛾類の追加個体が得られた。また、
四国新記録となるチビガ類も採集された。半翅類にお
いては、最近徳島から見つかった熱帯アジア原産のヘ
クソカズラグンバイについて、その分布状況も併せて
調査した。平地では普通に見られるものの、剣山系の
ような高標高地域にはまだ侵入していないことがわ
かった。分布拡大経路を明らかにするために来年度以
降も引き続き調査を実施する予定である。

� 徳島県の離島における図像民俗誌作成の
ための調査
本調査は、徳島県の離島である伊島、出羽島におけ
る海や山での環境利用と生業・生計について、その特
徴を明らかにすることを目的とした。具体的には、磯
漁や山の耕地利用状況と慣行について調査し、自給目
的で生産される海産物や農産物のための環境利用につ
いて明らかにした。

� 調査研究

地元の方の協力の下、伊島におけるヤマの畑の調査を行う
（２０１０年１１月）
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ところで、一般に民俗誌は文字情報を中心に記述さ
れるものである。これは、従来聞き取り調査および観
察調査が主であったためである。しかし、本調査では
過去において撮影された写真、スケッチ等の画像資料
を積極的に調査、収集することにより、具体的な景観
把握や動態把握を目指し、画像情報を多く取り入れた
民俗誌作成のための調査を実施した。
なお、本調査は、１５～１６年度に実施した課題調査「潜
水漁業の現在とその環境利用」での伊島、出羽島にお
ける民俗調査の成果をうけて、これを発展させるため
の調査と位置づけた。
●調査メンバー
博物館学芸員：磯本宏紀（民俗）
館外調査員 ：小島孝夫（成城大学文芸学部教授）
館外調査員 ：高橋健一（日本民俗学会会員）
●調査日程および調査地
８月３日～６日 海部郡牟岐町出羽島における民俗
調査
１１月４日～６日 阿南市伊島における民俗調査
●調査方法と内容
①調査地における聞き取り調査
・耕地利用の変化および耕地の運用法
・自給用の食物としての野草や貝類、海藻類およ
びその調理法
・自給用の食物その他の採取および海藻等の活用
事例

②調査地における写真等画像資料の調査および収集
③空中写真等による比較分析
④関連文献、史資料の調査

� 星河内美田銅鐸の復元
星河内美田銅鐸（徳島市上八万町出土）は、１９３２年
の出土後まもなく細片に破壊され、４ヶ所に分散され
て保管されたため、形式などについても不明な点があ
り、一部の研究者をのぞいて一般にはもとの形を想像
することすらできない状態となっていた。これまで
に、平成１２年度には「復元銅鐸の製作に関する基礎調
査」を、平成１４年度には「星河内美田銅鐸の復元に関
する基礎調査」を、それぞれ課題調査として行ってき
た。これまでの成果を活用し、星河内美田銅鐸を、一
般県民にも容易に原状を理解できるようにするため復
元鋳造し展示資料などとして活用することとした。
●調査メンバー
博物館学芸員：魚島純一（専門学芸員、調査主担者）、
高島芳弘（副館長）

館外協力者：難波洋三（独立行政法人 国立文化財
機構 奈良文化財研究所）、小泉武寛（金属工
芸家、京都府乙訓郡大山崎町在住）

●調査の概要
� 復元図の作成
これまでの調査成果に基づき復元鋳造のための
原状復元図を作成した。
� 復元図の検討・修正
難波氏、小泉氏とともに復元図の検討をおこな
い、必要に応じて修正を加えた。
� 復元銅鐸の製作・記録
小泉氏の工房において星河内美田銅鐸の復元鋳
造を行った。

課題調査「復元銅鐸」の様子。左：鋳込み、中：型はずし、右：復元された銅鐸
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２．分野別（個別）調査研究

大原賢二（動物・昆虫）
①日本産ハナアブ科の分類学的研究
②アサギマダラの移動調査
佐藤陽一（動物・脊椎動物）
①徳島県産淡水魚類相調査
吉野川水系の鮎喰川などで調査を行った。

②カワバタモロコの保全生物学的研究
徳島県産カワバタモロコの生息環境が悪化してい
るため、昨年度に引き続き鳴門市で避難地選定のた
めの溜池の環境調査を実施した。
③徳島県産オヤニラミ保全対策の検討
昨年度に引き続き、徳島県産オヤニラミの遺伝的
分化の状態を把握するため、徳島県産サンプルの
DNA解析を行った。
山田量崇（動物・無脊椎動物）
①ハナカメムシ科の系統分類学的研究
東南アジアおよびインドの材料をもとに生物多様
性保全の観点から本科の系統分類学的研究を行っ
た。
②農業害虫の天敵としての半翅類の探索と利用に関す
る研究
熱帯アジアと我が国の生物的防除研究へ基礎資料
を提示すべく、難同定分類群の簡易的な同定法の構
築を目指した研究を行った。
③剣山系の昆虫相調査
半翅類と小蛾類を対象にインベントリー作成をめ
ざした標本の収集を行った。
④外来昆虫の分布拡大経路の解明
徳島に侵入した外来カメムシ類の分布拡大経路を
追跡調査した（加藤敦史氏と共同）。
⑤県産無脊椎動物相の調査
海産および汽水産甲殻類、クモ類の標本収集を
行った。
小川 誠（植物）
①タンポポの分布調査
タンポポ調査２０１０・西日本に関連し、タンポポ調
査２０１０・徳島県実行委員会と連携し、県内のタンポ
ポ調査を行った。その結果を元に、解説書の作成や
展示を行った。
②県産植物相の調査
２２年度阿波学会の調査の一環として、つるぎ町一
宇地区の植物相調査を行った（木下 覚氏らと共
同）。
③市民参加型調査における分布情報の記録方法の研究
タンポポ調査などの市民参加型調査においては分

布情報を記録し、調査結果を共有するシステムが必
要である。インターネットを使い、経緯度情報を記
録したり、Googleマップを使って調査結果を共有
する方法を探った。
茨木 靖（植物）
①県産植物相の調査
県南部を中心に、徳島県の植物相の調査を行った。

②イネ科植物の比較研究
国内外各地のイネ植物について、その異同、分布
などに関しての調査を行った。
③県内における海流種子等の漂着状況を調査した（池
渕正明氏と共同）。
中尾賢一（地学）
①鮮新統～更新統の堆積環境と貝化石相の調査
高知県、熊本県、長崎県で堆積構造の観察と貝化
石の採集および二枚貝類の分類学的研究を行った。
②つるぎ町一宇地域の地質に関する研究
平成２２年度阿波学会の調査の一環として、つるぎ
町一宇地域の地質に関する研究を行った（石田啓祐
氏らと共同）。
③鮮新世後期以降の貝類に関する古生物地理学的研究
「大陸沿岸系貝類」とよばれている貝類群につい
て古生物地理学的検討を行った。
辻野泰之（地学）
①北海道の蝦夷層群より産出するアンモナイト化石に
関する研究
特に白亜系蝦夷層群より産出する異常巻きアンモ
ナイト：バキュリテス類の分類学的研究を行った。
②牟岐町から産出したアンモナイト化石に関する研究
牟岐町の四万十帯より産出した後期白亜紀アンモ
ナイトについての分類的研究（石田啓祐氏らと共
同）。
③高知県佐川町から産出したアンモナイトイ化石に関
する研究
高知県佐川町の川内ヶ谷層群より産出した三畳紀
アンモナイト化石の分類学的研究（重田康成氏・三
本健二氏と共同研究）。
④那賀町北川地域の地質に関する研究
那賀町北川地域の地質図を作製ための研究（産業
技術総合研究所と共同）。
⑤つるぎ町一宇地域の地質に関する研究
平成２２年度阿波学会の調査の一環として、つるぎ
町一宇地域の地質に関する研究を行った（石田啓祐
氏らと共同）。
高島芳弘（考古）
①若杉山遺跡を中心とする徳島県における朱採掘遺跡
の確認調査
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阿南市の津乃峰山中腹の岩屋周辺の採集資料の確
認及びここと若杉山遺跡の中間地帯での、石杵の採
集を通じて、朱の採掘遺跡の広がりを追求した。
②中世城館総合調査
徳島県教育委員会の中世城館総合調査の調査員を
引き受ける。担当地域は阿南市。本年度はまとめ（須
藤茂樹、福永素久、向井公紀と共同）。
③矢野遺跡での分析を中心に徳島県における縄文集落
のあり方を検討した。
魚島純一（保存科学・考古）
①博物館資料の虫菌害からの防除に関する研究
これまでに実用化してきた方法に加え、二酸化炭
素による殺虫処理について検討し、民俗資料等への
実用化が可能であると判断し導入することとした。
また、植物標本に行ってきた低温処理の効果が十
分に確認できない事例が増えてきたことから、低温
処理による殺虫処理をとりやめることとした。
②青銅器の破砕方法に関する研究
復元青銅器を破砕する実験等を通して、出土する
破砕青銅器の破砕方法に関する検討を行った。
また、引き続き出土した破砕されたと思われる青
銅器片との比較検討も行った。
③発光ダイオードを使った照明器具の耐久性の検証お
よび新規導入の検討
一昨年度、一部の展示ケース内に試験的に導入し
た発光ダイオード（LED）を使った照明器具（ス
ポットライト）の耐久性について引き続き検証を
行った。これまでの照明の場合、年に１回から数回
の交換が必要であったが、発光ダイオードの照明器
具に換えて以降、これまでのところ交換が必要な状
況はおこっておらず、実用化のメリットが十分に確
認されたため、LEDを用いた照明器具の新規導入
について検討し、常設展示室・企画展示室用のス
ポットライト等として導入することとした。
④外部依頼による調査、保存処理等
・徳島県教育委員会の依頼を受け、出土遺物の保存
処理を行った。
・鳴門市教育委員会の依頼を受け、塩業関係資料の
保存処理を行った。
・つるぎ町教育委員会の依頼を受け、板碑の応急保
存処理を行った。
・徳島県立文書館などの依頼を受け、棟札等の赤外
線 TVカメラでの調査を行った。
・県内文化財保存関係者などの依頼を受け、保存環
境の整備等に関する指導等を行った。

長谷川賢二（歴史）
①中世阿波の「山の寺」の研究
文献史料に見られる中世阿波の「山の寺」の事例
について、空間構成、組織、地域社会における位置
づけを中心に検討した。
②百鬼夜行絵巻の検討
近年の百鬼夜行絵巻関係の研究成果を参照し、館
蔵「化もの絵巻」の資料的位置づけについて検討し、
見通しをまとめた。
③文献史料にもとづく中世城館の調査
徳島県教育委員会による中世城館跡総合調査の一
環として、文献史料の調査を行った。
庄武憲子（民俗）
①阿波藍に関する調査
２２年度第２回企画展「藍染めの表象」開催にあたっ
て、阿波藍の全国展開に関する資料の調査、生産過
程に関係する資料の調査を行った。
②阿南市史編さん事業に関する調査
富岡町、橘町、羽ノ浦町岩脇・古庄の過去と現在
の比較、町内会組織の変遷の様子など、町の暮らし
に関する事例収集を行った。また、年中行事につい
ての聞き取り調査、撮影記録などを行った。
③三番叟まわし・えびすまわしに関する調査
阿波木偶箱廻し保存会と協力して、神山町におい
て三番叟まわし・えびすまわしについての聞き取り
調査を行った。
④盆棚習俗の記録
徳島市丈六町、阿南市長生町でみられる盆棚での
まつりの聞き取り調査、撮影記録を行った。
⑤徳島城下の年中行事に関する調査
徳島地域文化研究会のメンバーと共同で、徳島城
下の元武家に伝わる年中行事についての聞き取り調
査を行った。
磯本宏紀（民俗）
①阿波漁民の漁業移住に関する民俗学的研究（科研費
助成による研究）
近代以降の出稼ぎ・移住に関する調査を行った。
漁業移住の実態と、それにともなった文化伝播の痕
跡を明らかにすることを目的として検討した。
②徳島県の離島における図像民俗誌作成のための調査
（課題調査）
③三番叟まわし・えびすまわしに関する調査
阿波木偶箱廻し保存会と協力して、海陽町、美波
町、上勝町において三番叟まわし・えびすまわしに
ついての聞き取り調査を行った。
④阿南市史編纂事業に関する調査の内「社会生活」に
関する調査
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⑤有明海及び中海の里海としての利用慣行と物質文化
の相互研究（神奈川大学日本常民文化研究所常民文
化奨励研究による共同研究者）
⑥鳥取県史編纂事業に関する調査の内「生業（漁業）」
に関する調査
大橋俊雄（美術工芸）
①森崎家資料に関する調査
館蔵の森崎家資料は、１７世紀末から１９世紀におよ
ぶ、阿波藩の御用絵師家が伝えた粉本類の集積であ
る。粉本とは、師匠の作品や有名な絵などを写し取っ
た手控えで、絵師が実製作にあたって参考とした。
これらの整理を進めながら、当地域における絵画製
作のあり方、文化の一面を検討した。
②飯塚桃葉に関する調査
飯塚桃葉は、１８世紀後半に活躍した阿波藩の御用
蒔絵師。近年の研究動向、新作品の発見をふまえ、
より具体的な位置づけを検討した。
③８・１９世紀における阿波の美術
１０藩主蜂須賀重喜から１２代藩主斉昌までの時期
は、阿波の美術において注目すべき人々が現れ、さ
まざまな現象がみられた。その内容を具体的にとら
えることを目指した。

３．科学研究費補助金等による研究

●若手研究（B）：東南アジアにおけるハナカメムシ類
を含む生物的防除資材の探索と簡易同定法の構築
（平成２０～２２年度）
研究代表者：山田量崇
●若手研究（B）：「アワ船」による漁民移動と漁業移
住の類型化に関する民俗学的研究（平成２２～２５年度）
研究代表者：磯本宏紀
●基盤研究（C）：最古の現生種化石記録から探る現生
貝類群集の成立：その時期と古環境背景（平成２２～
２４年度）
研究代表者：近藤康生（高知大学理学部教授）
当館の分担研究者：中尾賢一
●基盤研究（B）：日本中世における「山の寺」（山岳
宗教都市）の基礎的研究（平成２０～２３年度）
研究代表者：仁木 宏

（大阪市立大学大学院文学研究科教授）
当館の連携研究者：長谷川賢二
●神奈川大学日本常民文化研究所「常民文化奨励研
究」：有明海及び中海の里海としての利用慣行と物
質文化の相互研究（平成２２～２３年度）
研究代表者：樫村賢二（鳥取県立公文書館）
当館の共同研究者：磯本宏紀

４．他機関との共同研究

タンポポの分布調査
身近な花であるタンポポの分布を調べ、環境の変化
などを西日本一帯で調べる取り組み「タンポポ調査
２０１０・西日本」を他機関と協働して行った。
徳島県では、いままでに全県にわたってのタンポポ
調査は実施されたことがない。そこで、①徳島県にお
けるタンポポの詳細な分布を記録し、継続的に調査す
ることで、自然環境の変化をとらえる、②ヤマザトタ
ンポポを含めて徳島県に分布するタンポポの種類を明
らかにする。③在来種と外来種の雑種の現状を明らか
にする、④調査を通じて、参加者の自然環境への関心
を高めることを目的に、タンポポ調査西日本に参加す
ることにした。
２２年度は本備調査の年となり、調査範囲は福井、三
重、滋賀、京都、大阪、兵庫、奈良、和歌山、鳥取、
島根、岡山、広島、山口、徳島、香川、愛媛、高知、
福岡、佐賀の１９府県にわたった。各府県で実行委員会
を立ち上げたが、徳島県では当館の小川と茨木が事務
局となり、米澤義彦氏（鳴門教育大学）を委員長とし、
森本康滋氏（徳島県自然保護協会会長）、木下 覺氏
（徳島県植物研究会会長）をメンバーとして徳島県実
行委員会を結成した。
調査期間は２０１０年３月１日～５月３１日で、子どもか
ら大人まで誰でも参加でき、参加者は調査用紙に場所
などの必要事項を記入し、花（あればタネも）を事務
局宛てに送る。事務局で花粉を検鏡し、同定した後デー
タを入力して西日本全体で分布図を描いた。調査用紙
は博物館で配布したり、ホームページからダウンロー
ドできるようにした。２０１０年４月２５日には一般向けの
野外説明会を開催した。
調査にあたり、ホームページ（http://gonhana.sakura.
ne.jp/tanpopo/）を開設し、説明会などのアナウンス、
調査方法の解説、結果の公表を行った。GoogleMap
や電子国土などを使って分布図を表示する手法を開発
し、すみやかに結果を伝えることができようになっ
た。また、調査方法について分かりやすく説明するた
めに、イラストを多用した調査用紙を作成し試験的に
配布した。この改良した調査用紙は本調査の調査用紙
のベースとなった。
この調査で徳島県実行委員会に集まった調査用紙は

７，３７０枚であった。２０１０年の調査で集まった用紙とし
ては、参加した府県の中で最多であった。記載された
氏名から判別できた参加者は約５００名で、小学生から
大人までの参加があった。県内の産地が多かったが、
県外や国外のサンプルも寄せられた。徳島県では全体
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の４９．２％のメッシュについてタンポポの報告があっ
た。これは香川県に次いで２位となっており、よく調
査されたことを意味している。
調査で得られた資料に基づき、徳島県のタンポポの
分布が明らかになった。セイヨウタンポポとアカミタ
ンポポの果実がないと判別が難しく、外部形態から在
来種との雑種の判別は困難であるために、雑種を含め
て外来種として扱った。予備調査で集まったのはカン
サイタンポポ、シロバナタンポポ、クシバタンポポ、
セイヨウタンポポ、アカミタンポポで、ヤマザトタン
ポポは見つからなかった。外来種との雑種と思われる
個体は広い地域で見られた。
西日本全体から見た徳島県のタンポポの特徴として
は、二倍体在来種であるカンサイタンポポの割合が西
日本で徳島県が一番多いことである。カンサイタンポ
ポは自然がよく残っている場所に多いと言われている
が、それが多いと言うことは徳島県が西日本の中でも
自然環境が良いことを示しているのかもしれない。
これらの結果は、調査の報告書としてホームページ
（http : //www.nature.or.jp/Tampopo２０１０/）からダウ
ンロードできる。３月２３日（水）～５月１５日（日）は部門
展示「西日本のタンポポ」として調査成果を展示する
とともに、ミュージアムトーク「みんなで調べたタン
ポポの分布 －タンポポ調査・西日本２０１０の結果よ
り－」（３月２７日（日））や部門展示「西日本のタンポ

ポ」展示解説（同日）を行った。
さらに解説書である徳島の自然と歴史ガイド６「み
んなで調べた徳島のタンポポ－タンポポ調査・西日本
２０１０の結果より－」の作成を行い調査成果を県民に還
元した。

５．研究成果の公表

� 徳島県立博物館研究報告第２１号の発行
２０１１年３月３１日発行、B５判３３ページ、１１００部
（＊は館外研究者）
論文
Tsujino, Y., Shigeta, Y.＊ & Mimoto, K.＊ : Discovery of

Late Triassic ammonoid Arcestes in the Kochigatani

Group, Sakawa Town, Kochi Prefecture, Japan.

p．１‐１０．
調査記録・資料紹介
大原賢二・山田量崇：アサギマダラの移動に関する徳
島県の記録（２０１０年）．p．１１‐１６．
長谷川賢二：徳島県立博物館所蔵「化もの絵巻」につ
いて －百鬼夜行絵巻の一事例－．p．１７‐２６．
短報
清水克洋＊・清水正仁＊・坂東治男＊・山田量崇：徳島
県那賀町で採集されたカトウツケオグモ．p．２７‐３０．
茨木 靖・東 衛史＊：徳島県から新たに発見された

西日本における各府県ごとのタンポポの割合
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エゾヌカボ Agrostis scabra Willd．（イネ科）．p．３１‐
３２．

� 公表論文・報告・記事等一覧
（＊は館外研究者）
●動物
〈学術的著述〉（☆：査読付学術雑誌）
大原賢二・山田量崇（２０１１．３）アサギマダラの移動
に関する徳島県の記録（２０１０年）．徳島県立博物館
研究報告，（２１）：１１‐１６．
佐々木孝明＊・岡田賢三＊・大原賢二・山田量崇（２０１１．
１）徳島県で発生したクロマダラソテツシジミの記
録．日本鱗翅学会四国支部 News Letter，（１２）：４‐５．
☆Yasunaga, T.＊, Yamada, K. & Artchawakom, T.＊

（２０１０．６）First record of the plant bug subfamily
Psallopinae（Heteroptera : Miridae）from Thailand,
with descriptions of new species and immature

forms. Tijdschrift voor Entomologie，１５３：９１‐９８．
☆Yamada, K., Yasunaga, T.＊ & Miyamoto, S.＊（２０１０．
６）A review of Japanese species of the genus
Montandoniola（Hemiptera : Heteroptera : Anthoco-
ridae）. Zootaxa，２５３０：１９‐２８．
☆Yamada, K., Bindu, K.＊ & Nasser, M.＊（２０１０．７）
The second species of the genus Rajburicoris

Carpintero and Dellap�（Hemiptera : Heteroptera :
Anthocoridae）from southern India, with reference
to autapomorphies and systematic position of the

genus. Proceedings of the Entomological Society of

Washington，１１２：４６４‐４７２．
☆Jung, S. H.＊, Kim, H. J.＊, Yamada, K. & Lee, S. H.＊

（２０１０．１０）Molecular phylogeny and evolutionary
habitat transition of the flower bugs（Heteroptera :
Anthocoridae）. Molecular Phylogenetics and Evolu-
tion，５７：１１７３‐１１８３．
☆山田量崇・濱 直大＊・茨木 靖・中尾賢一（２０１０．
１０）四国におけるトグロコウイカの漂着記録．ちり
ぼたん，４０（３‐４）：１４５‐１４７．
☆Yamada, K., Yasunaga, T.＊ & Artchawakom, T.＊

（２０１０．１２）A review of the flower bug genus Wol-

lastoniella Reuter（Heteroptera : Anthocoridae : Or-
iini）from central Thailand. Tijdschrift voor Ento-
mologie，１５３：２０３‐２１１．
☆Yamada, K., Ballal, C. R.＊, Gupta, T.＊ & Poorani, J.＊

（２０１０．１２）Description of a new species of Anthoco-

ris（Hemiptera : Heteroptera : Anthocoridae）from
southern India, associated with striped mealybug

on purple orchid tree. Acta Entomlogica Musei

Nationalis Pragae，５０：４１５‐４２４．
☆Jung, S. H.＊, Yamada, K. & Lee, S. H.＊（２０１１．１）A
new species of Scoloposcelis Fieber（Hemiptera :
Heteroptera : Anthocoridae : Scolopini）from the Ko-
rean Peninsula, with a key to the Palaearctic spe-

cies. Zootaxa，２７６６：６４‐６８．
佐々木孝明＊・小笠 航＊・山田量崇・大原賢二（２０１１．
１）２００９年に徳島県で見られた迷蝶と迷蛾．日本鱗
翅学会四国支部 News Letter，（１２）：１１‐１２．
清水克洋＊・清水正仁＊・坂東治男＊・山田量崇（２０１１．
３）徳島県那賀町で採集されたカトウツケオグモ．
徳島県立博物館研究報告，（２１）：２７‐３０．
岡部健士＊・田代優秋＊・上月康則＊・鎌田磨人＊・佐藤
陽一（２０１０．３）沖積平野の河川－水路網における
治水，利水および希少生物の保全との両立を目指し
た水管理手法の開発．徳島大学環境防災研究セン
ター年報，（６）：８５．
〈一般著述〉
大原賢二（２０１０．１１）迷蝶．徳島新聞１１月１２日夕刊（こ
ども新聞）．
大原賢二（２０１１．１）チョウの冬越し．徳島新聞１月
７日夕刊（こども新聞）．
大原賢二（２０１１．１）アルゼンチンアリ．徳島新聞１
月１４日夕刊（こども新聞）．
大原賢二（２０１０．６）ラクダムシ～駱駝蟲～．徳島県
立博物館ニュース（館蔵品紹介），（７９）：６．
大原賢二（２０１１．３）アサギマダラの調査から．徳島
県立博物館ニュース（Culture Club），（８２）：２‐３．
佐藤陽一（２０１０．５）ユキヒョウ．徳島新聞５月２１日
夕刊（子ども新聞）．
佐藤陽一（２０１０．６）ツキノワグマ．徳島新聞６月１１
日夕刊（子ども新聞）．
佐藤陽一（２０１０．７）カワヨシノボリ．徳島新聞７月
９日夕刊（子ども新聞）．
佐藤陽一（２０１０．９）オイカワ．徳島新聞９月１７日夕
刊（子ども新聞）．
佐藤陽一（２０１１．１）ノウサギ．徳島新聞１月２１日夕
刊（子ども新聞）．
佐藤陽一（２０１１．３）アカハライモリ．徳島新聞３月
１８日夕刊（子ども新聞）．
山田量崇（２０１０．５）ウスバシロチョウ．徳島新聞５
月１４日夕刊（こども新聞）．
山田量崇（２０１０．６）ヒマラヤのチョウ．徳島新聞６
月４日夕刊（こども新聞）．
山田量崇（２０１０．８）クモ．徳島新聞８月１３日夕刊（こ
ども新聞）．
山田量崇（２０１０．９）ミミズ．徳島新聞９月３日夕刊
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（こども新聞）．
山田量崇（２０１０．１０）シオマネキ．徳島新聞１０月１日
夕刊（こども新聞）．
山田量崇（２０１１．３）ムカデとヤスデ．徳島新聞３月
４日夕刊（こども新聞）．
山田量崇（２０１０．１２）特定外来生物に注意!!セアカゴケ
グモとアルゼンチンアリ．徳島県立博物館ニュース
（野外博物館），（８１）：６．
●植物
〈学術的著述〉
小川 誠（２０１１．２）タンポポ調査・西日本と地域博
物館．Bunrui１１（１）：１１‐１５．
茨木 靖・木下 覺＊・片山泰雄＊・小川 誠・植北ち
ず子＊・小松研一＊・成田愛治＊・原田悦子＊（２０１０．
７）阿波市「阿波町・吉野町」の植物．阿波学会紀
要，（５６）：３５‐４６．
Akiyama S＊, Ibaragi Y, Katsuyama T＊, Koba H＊,

Mouri C＊, and Noshiro S＊（２０１０．４）．New records of
Berberidaceae, Celastraceae, Cyperaceae, Gramin-

eae, Lauraceae, Moraceae, Rutaceae and Schisan-

draceae in Nepal. News letter of Himalayan Botany

４３：１５‐１６．
茨木 靖・東 衛史＊（２０１１．３）徳島県から新たに発
見されたエゾヌカボ Agrostis scabra Willd．（イネ
科）．徳島県立博物館研究報告，（２１）：３１‐３２．
〈一般著述〉
小川 誠（２０１０．１０）Qアンド A：ちょっとおたずね
します 植えてはいけない植物について．アワー
ミュージアム，（４３）：５‐７．
小川 誠（２０１０．１０）便利なグッズの紹介 デジタル
マイクロスコープ．アワーミュージアム，（４４）：６‐７．
小川 誠（２０１０．１２）レファレンス Q&A バナナが
光るって本当ですか？ 博物館ニュース，（８１）：７．
小川 誠（２０１１．３）徳島の自然と歴史ガイド６「み
んなで調べた徳島のタンポポ－タンポポ調査・西日
本２０１０の結果より－」pp．３２，徳島県立博物館．
茨木 靖（２０１０．９）博物館の常設展がリフレッシュ
しました．徳島県立博物館ニュース（速報），（８０）：７．
茨木 靖（２０１０．５）温室植物．徳島新聞５月７日夕
刊（こども新聞）．
茨木 靖（２０１０．５）ヒマラヤを彩る花々．徳島新聞
５月２８日夕刊（こども新聞）．
茨木 靖（２０１０．８）ヒマワリ．徳島新聞８月２０日夕
刊（こども新聞）．
茨木 靖（２０１０．１１）アゼトウナ．徳島新聞１１月２６日
夕刊（こども新聞）．
木場英久＊・茨木 靖・勝山輝男＊（２０１１．３）イネ科

ハンドブック．文一総合出版，東京．
木場英久＊・茨木 靖（２０１１．３）イネ科．加藤雅啓・
海老原淳（編）日本の固有植物．東海大学出版会，
神奈川：pp．１６３‐１６９．３９９‐４０４．
John Clifton Brown＊, Steve Renvoize＊, Yu-Chung

Chiang＊, Yasushi Ibaragi, Richard Flavell＊, Joerg

Greef＊, Lin Huang＊, Tsai Wen Hsu＊, Do-Soon Kim＊,

Astley Hastings＊, Kai Schwarz＊, Paul Stampfl＊,

John Valentine＊, Toshihiko Yamada＊, Qingguo Xi＊

and Iain Donnison＊（２０１０．１２）Developing Miscan-
thus for Bioenergy In : N. G. Halford and A Karp

（eds.）Energy Crops. RSC Publishing, Cambridge,
UK. : pp．３０１‐３２１．
●地学
〈学術的著述〉（☆：査読付学術雑誌）
石田啓祐＊・西山賢一＊・中尾賢一・辻野泰之・森江孝
志＊（２０１０．７）阿波市の地質と地形 －とくに「阿
波の土柱」の成因と景観保全－．阿波学会紀要，
（５６）：１‐１２．
Ishida, K.＊, Hashimoto, H.＊, Yamasaki, T.＊, Tsujino, Y.

& Kozai, T.＊（２０１０．１０）Significance of the direct
correlation of ammonite and radiolarian zones in

the Izumi Group for integrated biostratigraphy of

Late Cretaceous NW paleo-Pacific region. Natural

Science Research University of Tokushima，２４
（４）：２７‐３１．
☆辻野泰之・石田啓祐＊・和田秀実＊・平山正則＊（２０１０．
１２）四国東部・徳島県牟岐町の四万十帯より新たに
発見された後期白亜紀アンモナイト．地質学雑誌，
１１６（１２），６８０‐６８５．
Tsujino, Y., Shigeta, Y.＊, & Mimoto, K.＊（２０１１．３）
Discovery of Late Triassic ammonoid Arcestes in the

Kochigatani Group, Sakawa Town, Kochi Prefec-

ture, Japan. Bulltein of the Tokushima Prefectural

Museum，（２１）：１‐１０．
〈一般著述〉
中尾賢一（２０１０．４）化石とは？．徳島新聞４月２日
夕刊（こども新聞）．
中尾賢一（２０１０．４）ヒマラヤのなりたち．徳島新聞
４月３０日夕刊（こども新聞）．
中尾賢一（２０１０．７）徳島城に使われた石．徳島新聞
７月２３日夕刊（こども新聞）．
中尾賢一（２０１０．１０）鳴門海峡海底からみつかる化石．
徳島新聞１１月１９日夕刊（こども新聞）．
中尾賢一（２０１１．２）水晶．徳島新聞２月１８日夕刊（こ
ども新聞）．
中尾賢一（２００９．６）吉野川の砂金．徳島県立博物館

４４ 調査研究



ニュース（野外博物館），（８２）：６．
辻野泰之（２０１０．４）ヒマラヤのアンモナイト．徳島
新聞４月２３日夕刊（こども新聞）．
辻野泰之（２０１０．７）コダイアマモ．徳島新聞７月３０
日夕刊（こども新聞）．
辻野泰之（２０１０．１１）始祖鳥．徳島新聞１１月２６日夕刊
（こども新聞）．
辻野泰之（２０１１．１）琥珀．徳島新聞１月２８日夕刊（こ
ども新聞）．
辻野泰之（２０１０．９）香川県自然記念物の「木戸の馬
蹄石」．徳島県立博物館ニュース（野外博物館），
（８０）：６．
●考古
〈一般著述〉
高島芳弘（２０１０．６）城山貝塚．徳島新聞６月１８日夕
刊（こども新聞）．
高島芳弘（２０１０．１０）古墳の石室と副葬品．徳島新聞
１０月２２日夕刊（こども新聞）．
高島芳弘（２０１０．１２）トロトロ石器．徳島県立博物館
ニュース（情報ボックス），（８１）：５．
高島芳弘（２０１１．２）大量に埋められた謎の古銭 徳
島新聞２月４日夕刊（こども新聞）．
高島芳弘（２０１１．３）鏡．徳島新聞３月１１日夕刊（こ
ども新聞）．
魚島純一（２０１０．６）砕かれた青銅器－誰が、どうやっ
て壊したのか？－．徳島県立博物館ニュース
（Culture Club），（７９）：２‐３．
魚島純一（２０１０．７）勾玉．徳島新聞７月２日夕刊（こ
ども新聞）．
魚島純一（２０１１．３）デジタルデータからレプリカを
つくる．徳島県立博物館ニュース（情報ボックス），
（８２）：５．
●歴史
〈学術的著述〉
長谷川賢二（２０１１．３）徳島県立博物館所蔵「化もの
絵巻」について－百鬼夜行絵巻の一事例－．徳島県
立博物館研究報告，（２１）：１７‐２６．
長谷川賢二・辻 佳伸＊（２０１１．３）近藤辰郎『古城址
地図』について．徳島県教育委員会編「徳島県の中
世城館」徳島県教育委員会：５９３‐６０４．
〈一般著述〉
長谷川賢二（２０１０．４‐２０１１．３）阿波中世史こぼれ話
－熊野信仰；熊野先達の活動；熊野参詣の費用；観
音浄土への船出；阿波の霊山；旅の山伏と写経；中
世の人々が見た鬼；南朝文書の謎：大般若経が語る
讃岐との交流（上）；大般若経が語る讃岐との交流
（下）；芸能者の痕跡；山伏一揆．徳島新聞４月７

日；５月４日；６月３日；７月１２日；８月７日；９
月２日；１０月２日；１１月１３日；１２月６日；１月３
日；２月３日；３月５日朝刊．
長谷川賢二（２０１０．４）板碑．徳島新聞４月１６日夕刊
（こども新聞）．
長谷川賢二（２０１０．６）アリス／答礼人形「ミス徳島」．
徳島県立博物館ニュース（表紙），（７９）：１．
長谷川賢二（２０１０．７）アメリカへ行った人形．徳島
新聞７月１６日夕刊（こども新聞）．
長谷川賢二（２０１０．８）空襲．徳島新聞８月６日夕刊
（こども新聞）．
長谷川賢二（２０１０．１２）四国遍路の形成と大師信仰－
大師信仰は基層ではなかった？－．新世紀男女共生
社会へのメッセージ，（１０）：１１５‐１１８．
長谷川賢二（２０１０．１２）サンチャゴ・デ・コンポステ
ラ大聖堂．徳島県立博物館ニュース（表紙），（８１）：１．
長谷川賢二（２０１１．３）プロジェクトの概要；答礼人
形「ミス徳島」の里帰り；特別陳列「海を渡った人
形と戦争の時代」；つるぎ町会場；答礼人形「ミス
徳島」お別れ会．徳島平和ミュージアムプロジェク
ト実行委員会編，「徳島平和ミュージアムプロジェ
クト報告書」，徳島平和ミュージアムプロジェクト
実行委員会：７‐１６，３０，４０．
長谷川賢二（２０１１．３）古文書「飯尾常連奉書」は以
前展示されていた実物と形が違いますが、どうして
ですか？徳島県立博物館ニュース（Q&A），（８２）：７．
●民俗
〈学術的著述〉
磯本宏紀（２０１０．１２）からさおの柄をめぐる使用者の
論理－「四国の連枷調査」の事例から－，民具マン
スリー，４３（９）：１‐２２．
磯本宏紀（２０１１．３）二つのヤマをつくる左義長．四
国民俗，（４３）：７２‐９４．
〈一般著述〉
庄武憲子（２０１０．６）藍玉とはどんなものですか？．
徳島県立博物館ニュース（Q&A），７９：８．
庄武憲子（２０１０．９）葵紋付花重文辻ヶ花染小袖．徳
島県立博物館ニュース（表紙），８０：１．
庄武憲子（２０１０．１１）かすりの着物．徳島新聞１１月５
日夕刊（こども新聞）．
庄武憲子（２０１０．１２）門松．徳島新聞１２月２４日夕刊（こ
ども新聞）．
庄武憲子・関眞由子（２０１１．３）常三島の年中行事（木
内家での聞き書き）．徳島地域文化研究，（９）：１‐１５．
庄武憲子（２０１１．３）徳島市丈六町の盆棚．徳島地域
文化研究，（９）：１２８‐１３０．
庄武憲子（２０１１．３）新刊紹介 橘禎男著『阿波の峠
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今昔』．徳島地域文化研究，（９）：１７２‐１７３．
磯本宏紀（２０１０．４）農具市．徳島新聞４月９日夕刊
（こども新聞）．
磯本宏紀（２０１０．９）船霊．徳島新聞９月１０日夕刊（こ
ども新聞）．
磯本宏紀（２０１０．１２）モノに神霊を宿らせる話－いわ
ゆる「依代」について－．徳島県立博物館ニュース
（Culture Club），（８１）：２‐３．
磯本宏紀（２０１１．１）共同参画による地域研究の試み
－徳島県立博物館友の会活動「八万町の昔を探ろ
う」の活動から－．鳴門史学，（２４）：４７‐６４．
磯本宏紀（２０１１．３）えびす木偶人形と出土した中世
の木偶頭．徳島県立博物館ニュース（表紙），（８２）：１．
磯本宏紀（２０１１．３）津田の盆踊りにおける一丁廻り
調査報告．徳島地域文化研究，（９）：１６‐２１．
磯本宏紀（２０１１．３）以西底曳網漁業による戦後の出
稼ぎ－旧由岐町での聞き書き，（９）：５１‐５９．
磯本宏紀（２０１１．３）新刊紹介 神野林則著『伊島の
伝説と海士』．徳島地域文化研究，（９）：１６９‐１７１．
●美術工芸
〈学術的著述〉
大橋俊雄（２０１０．１１）飯塚桃葉と田沼時代．漆工史，
（３３）：１３‐２１．
〈一般著述〉
大橋俊雄（２０１０．６）絵師佐々木家についての資料．
徳島県立博物館ニュース（情報ボックス），（７９）：５．
大橋俊雄（２０１０．６）鳴門の絵．徳島新聞６月２５日夕
刊（こども新聞）．
大橋俊雄（２０１０．８）谷田蒔絵．徳島新聞８月２７日夕
刊（こども新聞）．
大橋俊雄（２０１０．９）明治維新と徳島城─守住貫魚の
『二行日誌』から－．徳島県立博物館ニュース
（Culture Club），（８０）：２‐３．
大橋俊雄（２０１１．１）“あい”ランド ARTギャラリー
松に鷹図渡辺広輝筆．いのち輝く，（６６）：１６‐１７．

大橋俊雄（２０１１．２）蒔絵．徳島新聞２月２５日夕刊（こ
ども新聞）．
大橋俊雄（２０１１．３）東洲斎写楽．徳島新聞３月２５日
夕刊（こども新聞）．

� 学会・研究会等での発表
（＊は館外研究者）
●動物
大原賢二（２０１０．５）四国東部におけるアサギマダラ
の移動調査－徳島県を中心に－．日本鱗翅学会近畿
支部第１４０回例会・日本鱗翅学会アサギマダラプロ
ジェクト公開シンポジウム（大阪市）．

清水孝昭＊，佐藤陽一，高木基裕＊（２０１０．３）徳島県
を中心としたオヤニラミの遺伝的分化と撹乱（予
報）．四国魚類研究会（土佐）．
長島聖大＊・山田量崇・石川 忠＊（２０１０．７）日本産
カメムシ類の絵解き検索．第２０回環境アセスメント
動物調査手法講演会（尼崎）．
Jung, S. H.*, Kim, H. J.＊, Yamada, K. & Lee, S. H.＊

（２０１０．７）Ancestral Character States and Corre-
lated Evolution of the Flower Bugs（Heteroptera :
Anthocoridae）using Bayesian Analysis of Mul-
tiStates and Discrete Characters. Fourth Meeting

of the International Heteropterist's Society.（Tian-
jin, China）.
Yamada, K., Bindu, K.＊, Nasreem, A.＊, Nasser, M.＊,

Ballal, C. M.＊ & Poorani, J.＊（２０１０．７）The flower
bugs found in agro-ecosystems of southern India

（Heteroptera : Anthocoridae）. Fourth Meeting of
the International Heteropterist's Society.（Tianjin,
China）．
山田量崇（２０１０．９）熱帯アジアの農業生態系におけ
る天敵資材としてのハナカメムシ類．日本昆虫学会
第７０回大会（鶴岡）．
山田量崇（２０１０．１２）日本産モンシロハナカメムシ属
（半翅目：ハナカメムシ科）の分類学的研究．日本
昆虫分類学会第１３回大会（東京）．
加藤敦史＊・山田量崇（２０１０．１２）ヘクソカズラグンバ
イは本州から淡路島経由で四国に侵入したのか？日
本昆虫学会近畿支部２０１０年度大会・日本鱗翅学会近
畿支部第１４１回例会（三田）．
●植物
赤井賢成＊・松岡成久＊・小川 誠，矢野興一＊・池田
博＊・吉岡俊人＊（２０１０．４）キク科トキンソウ属の
新植物：ムラサキトキンソウ（新称）．日本雑草学
会第４９回大会（福井）．
小川 誠・末広喜代一＊・松井宏光＊・藤川和美＊

（２０１０．９）タンポポ調査西日本２０１０について．四
国植物研究会（徳島）．
Itoh, A.＊ & Ogawa M．（２０１１．３）Spatio-Temporal
Database of Urban Ecosystems - Two Examples -

Image Database of Street Tree Phenology and Geo-

Database of Native, Introduced, and Hybrid Dande-

lions. The３rd International Conference of the OCU
Advanced Research Institute for Natural Science

and Technology（OCARINA）.（Osaka）．
●地学
中尾賢一（２０１１．１）湯島（上天草市）から産出する
内湾性貝化石とその意義．日本古生物学会第１６０回
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例会（高知）．
Tsujino, Y. & Shigeta, Y.＊（２０１０．９）Biological re-
sponse to damage of the phragmocone and siphun-

cle in recent nautiloid : Nautilus pompilius Linnaeus.

Eighth International Symposium Cephalopods-Present

and Past-（Dijon, France）.
Ishida, K.＊, Nakazawa, Y.＊, Kozai, T.＊ & Tsujino, Y.

（２０１０．１０）Early Aptian radiolarian fauna from the
Nankai Group, SW Japan : biochronostratigraphy

and paleobiogeography. International Geoscience

Programme of the５th IGCP５０７Symposium“Paleo-
climates in Asia during the Cretaceous”（Yog-
yakarta, Indonesia）．
Hashimoto, H.＊, Ishida, K.＊, Tsujino, Y. & Kozai, T.＊

（２０１０．１０）Upper Cretaceous ammonite and radio-
larian zonal correlation in the Izumi Group, SW

Japan : review for the integrated biostratigraphy of

the NW pacific region. International Geoscience

Programme of the５th IGCP５０７Symposium“Paleo-
climates in Asia during the Cretaceous”（Yog-
yakarta, Indonesia）．
Ishida, K.＊, Nakazawa, Y.＊, Kozai, T.＊ and Tsujino, Y.

（２０１０．１１）Radiolarian paleobiogeographic correla-
tion for the Lower Cretaceous Nankai Group, South-

ern Kurosegawa Terrane, SW Japan. ６th Sympo-
sium of the International Geological Correlation

Programme Project（IGCP５１６）“Geological Anat-
omy of East and South Asia”（Kuala Lumpur,
Malaysia）．
辻野泰之・石田啓祐＊・和田秀実＊・平山正則＊（２０１１．
１）四国東部・徳島県牟岐町の四万十帯より新たに
発見された後期白亜紀アンモナイト．日本古生物学
会第１６０回例会（高知）．
●考古
高島芳弘（２０１０．７）遺構からみた徳島県の縄文集落
中四国縄文研究会（出雲市）．
魚島純一・小泉武寛・難波洋三・植地岳彦（２０１０．６）
復元青銅器の破砕実験．日本文化財科学会第２７回大
会（吹田市）．
●歴史
長谷川賢二（２０１０．１２）阿波の「山の寺」．「山の寺」
科研２０１０年度第２回研究会・見学会（鬼北町）．
●民俗
磯本宏紀（２０１０．７）共同参画による地域研究の試み
－徳島県立博物館友の会活動「八万町の昔を探ろ
う」の活動から－．鳴門史学会（鳴門）．
磯本宏紀（２０１０．９）離島における環境利用と生業の

変化－伊島・出羽島の事例－（資料報告）．四国民
俗学会（高松）．
磯本宏紀（２０１１．２）『八万町の昔を探ろう』における
石造物および祭礼調査．四国ミュージアム研究会（善
通寺）．
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資料の収集と保存は、博物館にとって最も基本的な
機能である。当館では開館以来次の４つを基本方針と
して資料を収集している。
１）徳島の自然と人文に関する資料のすべてを収集の
対象とする。
２）地域に根ざしたテーマを設定し、計画的かつ集中
的な収集をする。
３）徳島の概要あるいは特性を把握するため、世界を
対象とした比較資料の収集をめざす。
４）一次資料のみならず、すべての二次資料をも収集
の対象とする。
資料の収集手段としては、採集・購入・寄贈・交換
など様々な方法で行っている。学芸員自らが積極的に
収集しているほか、最近では、県民や官公庁からの資
料の寄贈も増えてきている。
収集した資料は、調査研究に役立てているだけでな
く、展示や教育活動、他の博物館や研究者への貸し出
しなどを通じて有効に活用している。
２２年度は３名（人文１、自然２）の文化推進員の補
助を得て、資料の整理作業を進めた。

１．採集資料

●動物（脊椎動物）
正法寺川産魚類 多数
イソヒヨドリ １点
岡川産魚類 多数
園瀬川産魚類 多数
小松島市中郷町用水路産魚類 多数
タヌキ １点
カワセミ １点
シロハラ １点
●動物（無脊椎動物）
鳴門市土佐泊浦竜宮の磯の甲殻類 多数
勝浦川河口干潟の甲殻類 多数
県産クモ類 多数
●動物（昆虫）
剣山系の半翅類 多数
県産の膜翅類 多数
●植物
県内各地の標本 多数

海浜植物標本 多数
●地学
県内産の砂金 ２点
熊本県産の貝化石 多数
鳴門・島田島産のコダイアマモ ２点
上勝町藤川産アンモナイトほか １３点
唐浜層群穴内層産化石 多数

２．購入資料

平成１７年度より資料の購入は行われていない。
購入資料合計 ０点

３．寄贈資料

●動物（脊椎動物）
ツバメ １点 吉見勝之氏
図書「ホネからわかる！動物ふしぎ大図鑑」

２点 ㈲ハユマ
ミシシッピアカミミガメ １点 徳島県自然環境課
イドミミズハゼ １点 三木博之氏
H２１年度吉野川東環状大橋モニタリング調査標本
（魚類） 多数 徳島県東部県土整備局〈徳島〉
アカショウビン １点 種野小学校
愛媛県室手湾・高知県柏島産ほか魚類標本

多数 平松 亘氏
H２１年度那賀川農地防災事業河川環境影響調査標本
（那賀川本川、魚類）

多数 中国四国農政局那賀川農地防災事業所
第３回とくしま環境学習フォーラム CD

１点 正法寺川を考える会
高越山ヤマネ画像 １１点 坪内 強氏
白マムシ １点 木内和美氏
徳島県産鳥類写真 ３４点 岡本敏夫氏
エゾムシクイ １点 阿南市科学センター
アユカケ １点 水野晃秀氏
センダイムシクイ １点 雑賀敬章氏
ニホンジネズミ １点 徳島県農業研究所鴨島分場
イタチ １点 吉見勝之氏
鳥類文献 ２点 早川貞臣氏
八幡浜市感潮域魚類標本 ３点 辻 幸一氏

� 資料の収集・保存と活用
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クロジ １点 徳島県立近代美術館
オオタカ １点 成田愛治氏
スズメ １点 吉見勝之氏
イタチ １点 吉見勝之氏
キツネ １点 東條秀徳氏
フンボルトペンギン・ワニ剥製

２点 福井雅彦氏
宍喰川産魚類標本
多数 徳島県南部総合県民局県土整備部〈美波〉

キリアナゴ １点 徳島県水産研究所（美波庁舎）
ホオジロ １点 文化の森清掃
●動物（無脊椎動物）
H２１年度東環状大橋環境調査定生生物標本

多数 フジタ建設コンサルタント
カトウツケオグモ １点 森江孝志氏
H２１年度東環状大橋環境調査定生生物標本

多数 応用地質
シロカネイソウロウグモ １点 割石一正氏
徳島県沿岸部の海産貝類 ２１７点 近藤 宏氏
ノコギリガザミ １点 林 敬氏
Nucula sp. １８点 三本健二氏
モクズガニ １点 影山氏
●動物（昆虫）
蛾類 ３点 別府隆守氏
海陽町産トンボ類 ７０点 豊� 勲氏
ヒメハルゼミ ３点 丸山直生氏
県産トンボ類 多数 豊� 勲氏
ベニツチカメムシ １点 菊池 均氏
エゾゼミほか ６点 丸山直生氏
ヒメハルゼミ抜け殻 １点 丸山直生氏
チョウとトンボの写真 ４点 岡本敏夫氏
カラスアゲハの写真 ４点 竹内洋子氏
シンジュサン １点 篠原氏
キイロスズメバチの巣 ２点 新開正博氏
カタゾウムシの一種 １点 辻野泰之氏
センチコガネ １点 魚島純一氏
オオセンチコガネ １点 魚島純一氏
アカボシゴマダラ １点 林 正美氏
ウスキシロチョウ ２点 佐々木孝明氏
●植物
種子標本 ２点 林 正美氏
オオバヨウラクラン １点 木内和美氏
植物関係古書 １点 櫻 隆徳氏
徳島県の植物標本

４２点 福井総合植物園 植物標本庫（FUK）
県内産植物標本 ７点 中村喜代治氏
イネ科植物標本 ６点 木場英久氏

●地学
愛媛県産エクロジャイト ３点 阿部 肇氏
ナウマンゾウ右尺骨、ウラカガミ、イセシラガイを
含むコンクリーション 数点 横瀬健二氏
県内産鉱物標本 ２点 阿部 肇氏
持部鉱山および眉山産岩石・鉱物標本

５点 阿部 肇氏
二酸化マンガン鉱 １点 阿部 肇氏
牟岐町産黄鉄鉱および北海道宗谷・東浦産モミジソ
デガイ化石 ２点 平島 昭氏
淡路島・南あわじ市地野より産出した脊椎動物化石

１点 奥平耕右氏
梼原町東向鉱山産鉱石・鉱物、掛川産砂岩

５点 阿部 肇氏
バロア閃石エクロジャイト ３点 阿部 肇氏
牟岐町楠之浦産アンモナイト １点 和田秀実氏
白亜紀アンモナイトおよび巻貝化石

３点 平島 昭氏
鳴門海峡海底産化石 ３点 八木忠弘氏
藍閃石、くさび石 ２点 阿部 肇氏
美馬市の和泉層群より産出した化石

６点 芝坂小学校および石田啓祐氏
上勝町杉地産のアンモナイト １８点 平島 昭氏
クルミガイ類化石 １点 三本健二氏
マンガン鉱石ほか県内産岩石・鉱物

４点 阿部 肇氏
鳴門海峡海底産化石

約１０点 小野 守氏・澤 靖彦氏
マメグルミガイ属化石 ６点 三本健二氏
キースラガー、石炭 ４点 阿部 肇氏
岩石標本 ２点 阿部 肇氏
徳島県辷谷地域産の後期デボン紀リンボク

５点 沖津 昇氏
キースラガー ３点 阿部 肇氏
鳴門海峡海底産化石 ２点 八木忠弘氏
クロム鉄鉱 ２点 阿部 肇氏
●歴史
徳島県関係各種資料等 ２００点 松田房徳氏
マントほか ３点 庄野藤江氏
遺書ほか ２点 森 操子氏
火縄銃 ２点 斉藤修一氏
防衛食器 １点 西村 明氏
防空頭巾 １点 坂田美保子氏
隊列図 １点 吉成功次氏
阿波国絵図 １点 島田裕之氏
●民俗
凧ほか ９点 松田房徳氏
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糸車ほか １６点 秋田由夫氏
拝宮農村舞台縮小模型 １点 徳島県県民環境部
明治・大正期の女性用装身具ほか

１６７点 澤田順子氏
題目入りアワビ貝製品 １点 福永信雄氏
計算尺 １点 武田泰門氏
船大工道具 ８７点 新田 守氏
明治末期から昭和初期の橘町写真ほか

９点 織原英文氏
絵はがき等 ２２２点 山本節子氏
絵はがき ２２点 和泉富夫氏
虫送り関係資料
６点 樫ノ瀬地区虫送り保存会 代表 澤井敬治氏
衣類等 ３７点 藤野明義氏
精霊流し用藁人形
１点 津田の盆踊り保存会 代表 平島 博氏

オムイカ（六日）の蓑笠人形等
３点 乾 秀夫氏

電話機、真空管ラジオ ２点 椿森善信氏
●美術工芸
壷（伝バンチェン） ４点 藤本英夫氏
貫名海屋書ほか ２４点 松田房徳氏
短刀 １点 島田裕之氏

４．寄託資料

２２年度末現在で寄託されている資料は６４件ある。２２
年度に新たに寄託された資料は次のとおり。
●歴史
廻り手形 １点 武田和昭氏
●美術工芸
蒔絵重箱 １点 濱田成史氏

５．資料の貸し出し

実物、レプリカ、および模型などの貸し出し資料。
学校への資料の貸し出しは「学校教育支援事業」の中
（p．２３～２４）に記載した。
●動物
オオウナギ標本 ６点 水野晃秀氏
メイタガレイ標本 ５点 横川浩治氏
ヒメダラ標本

８点 岡本 誠氏（西海区水産研究所）
カモシカ頭骨

１０点 福永裕史氏（京都大学総合博物館）
ミヤマクワガタ拡大模型 １点 面河山岳博物館

昆虫標本 ドイツ式標本箱
２６箱 三好市教育委員会

●地学
徳島県産イグアノドン類（歯）レプリカほか

１０点 和歌山県立自然博物館
和泉層群産アンモナイトおよびコダイアマモ

３点 神奈川県立生命の星・地球博物館
アンモナイト、三葉虫、腕足類、シーラカンスなど

４４点 五島観光歴史博物館
穴内層ほか西日本産新生代貝化石

多数 栗原行人氏（三重大学）
ベレムナイト化石ほか

４点 伊庭靖弘氏（国立科学博物館）
●考古
忌部山古墳群出土資料ほか ３８点 海陽町立博物館
若杉山遺跡出土石臼・石杵及び辰砂原石

８点 出雲市長
若杉山遺跡出土石臼・石杵及び辰砂原石

８点 福井県立歴史博物館
廿枝遺跡出土ナイフ形石器ほか
２５点 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター

愛宕山古墳出土品
１７点 徳島県立埋蔵文化財総合センター

●歴史
阿波忌部関係資料 １５件 海陽町立博物館
徳島空襲被災遺物 ３点 徳島県立文書館
蜂須家蓬庵制札ほか ３点 徳島市立徳島城博物館
梅林孝次関係資料 １７点 徳島県立文書館
徳島空襲被災遺物 １点 徳島県立文書館
●民俗
マニ車、ドッコ、アンギー、ドールスワール

４点 徳島市八万南小学校
熊手、唐鍬、鋤簾、手箕、踏み鋤、畚

７点 徳島市国府小学校

６．写真・映像の提供

フィルムなど媒体の貸し出しおよびデジタルデータ
の提供を含む。
●動物
岡川産カジカ・シマヨシノボリ画像

２点 阿南市立中野島公民館
昆虫生態写真 １１点 徳島市教育研究所
ハクセンシオマネキ生態写真

１点 徳島市教育研究所
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●植物
フタバアオイ写真（葉・花）

２点 香川県立ミュージアム
●地学
常設展示室の岩石・鉱物の写真
６点 小田桐七郎氏（㈱四国建設コンサルタント）
徳島県産イグアノドン類（歯）の写真

１点 ㈱ C.A.L（テレビ朝日）
パノクツスの写真
１点 ㈱ワークス・ゼロ（㈱デアゴスティーニ）

メガテリウムの写真
１点 ㈱ワークス・ゼロ（㈱デアゴスティーニ）

●考古
天河別神社古墳群４号墳出土 斜縁二神二獣鏡ほか
写真 ４点 鳴門市教育委員会
●歴史
鶴岡放生会職人歌合模本写真 １６点 渡辺恭子氏
板戸写真 １点 徳島大学附属図書館
東北院職人歌合（複製）写真

１点 ㈱日テレアックスオン
三十二番職人歌合模本写真

２点 ㈱エヌ・アンド・エス企画
心形刀流剣術免許写真 ２点 心形刀流風心会
七十一番職人歌合写真 １点 学校法人河合塾
三好長慶錦絵写真

１点 ㈱デアゴスティーニ・ジャパン
七十一番職人歌合写真 ３点 学校法人河合塾
「解放令」布達文書写写真

１点 徳島県中学校人権教育研究会
徳島城下町絵図ほか ３点 徳島県立近代美術館
●民俗
人形芝居図写真 １点 関西広域機構・文化振興課
阿波人形浄瑠璃舞台図写真

１点 ㈱デアゴスティーニ・ジャパン

●美術工芸
守住貫魚筆 越前国白山真景図写真

１点 白山比�神社
須木一胤筆 旧徳島城図写真 １点 ㈱十象舍

７．資料の提供

●植物
徳島県産植物標本
１０点 神奈川県立生命の星地球博物館（KPM）

徳島県産植物標本
３５点 Herbario Nacional de Venezuela

徳島県産植物標本 ４２点 福井総合植物園（FUK）
徳島県産植物標本 １３３点 東北大学（TUS）
徳島県産植物標本 ９７点 北海道大学（SAPS）
徳島県産植物標本

１５４点 オレゴン州立大学（OSC）
徳島県産植物標本 ６４点 福島大学（FUKU）

８．資料の交換

研究や展示、普及といった様々な活動に活用するた
めに国内外の標本館と標本交換を行っている。標本交
換とは、徳島県内などで採集した標本を他の地域の大
学・博物館などとの間で交換することである。
植物標本については、現在、東北大学、北海道大学、
福島大学など国内の研究機関の他、オレゴン州立大学
と定期的な標本交換を行っている（本章の「３．寄贈
資料」および「７．資料の提供」を参照）。

９．館蔵資料数

平成２２年３月末日現在の分野別収蔵資料数は下表の
とおり。

●分野別収蔵資料数（平成２３年３月３１日現在）

分 野 点 数
内 訳

実 物 レ プ リ カ 模型・模写 文 献
動 物（脊 椎）

（無脊椎）
（昆 虫）

２２，８４３
３８，４０８
１８９，５６７

２２，７６９
３８，３４２
１８９，１５０

５５
０
０

１３
５８
７

６
８
４１０

植 物 １９０，８９５ １９０，５４４ ６１ ８ ２８２
地 学 ８，８４９ ８，７５１ ９６ ２ ０
考 古 ５，６０１ ５，４５６ ７３ １３ ５９
歴 史 １０，９２７ １０，１３９ ２６ ４ ７５８
民 俗 １３，５３２ １３，５２２ ５ ５ ０
美術工芸 ９，７８６ ９，７７７ ０ ４ ５
合 計 ４９０，４０８ ４８８，４５０ ３１６ １１４ １，５２８
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収蔵資料については、整理、標本作製等が終わった
ものから順次コンピュータ入力し、資料データベース
を作成している。

１０．資料収集委員会

本委員会は、博物館が収蔵する資料の適正な購入を
図るために購入予定資料について審査する目的で設置
されている。これまで委員は、徳島県立博物館資料収
集委員会設置要綱に基づき、学識経験者の中から常任
委員５名および必要に応じて特別委員３名以内が教育
長によって委嘱されてきた。しかし、平成２１年度に要
綱が改正され、常任委員は置かずに対象となる資料に
応じてその都度５名以内を教育長が委嘱することと
なった（平成２２年１月８日施行）。
２２年度は、購入資料はなく、委員会は開催していな
い。

１１．文献資料の収集

文献資料から得られる情報は、調査研究はもちろ
ん、展示や普及教育などの博物館活動全般にわたるレ
ベルアップをはかる上で不可欠である。当館では、人
文・自然史分野の専門書や学会誌のほか、徳島県を中
心とした地方史誌類や普及教育用図書も収集してい
る。また、内外の博物館等の研究報告・年報・展示解
説書等も交換により収集している。
●図書冊数（データベース登録数による）
１２，９２２冊（うち２２年度分 寄贈図書１４３冊、購入図
書６５冊）
●購入雑誌
自然史系（１６タイトル）：科学、海洋と生物、月刊
海洋、遺伝、月刊むし、昆虫と自然、地学雑誌、Cladistics,
Trends in Ecology and Evolution, American Journal

of Botany, Blumea, Kew Bulletin, Systematic Botany,

Journal of Paleontology, Paleobiology, Lethaia

人文系（２９タイトル）：美術研究、美術史、佛教芸
術、地方史研究、地理、芸能史研究、月刊考古学ジャー
ナル、月刊文化財、月刊文化財発掘出土情報、季刊考
古学、考古学と自然科学、古文化財の科学、古代文化、
古代学研究、国華、古文書研究、考古学研究、考古学
雑誌、九州考古学、文化人類学、日本の美術、日本歴
史、歴史学研究、歴史評論、歴史と地理、史林、史学
雑誌、民具研究、人文地理
その他（２タイトル）：博物館研究、ミュゼ
●当館刊行物の定期発送先（平成２２年３月末現在）
博物館ニュース １，４４２カ所

博物館年報 ４５２カ所
研究報告（国内） ５５５カ所

（国外） １４４カ所
展示解説 ２３１カ所
企画展図録（自然） ２３１カ所

（人文） ２４６カ所

１２．資料の保存

� 資料の燻蒸
害虫やカビは資料を劣化させる原因となる。そこで
収集した資料や貸し出し後返却された資料は、収蔵庫
への搬入や展示に先だって、原則としてすべて燻蒸を
行う必要がある。当館では資料の形態や量などによっ
て、次の①～③の３種類の燻蒸を行って来た。
①減圧燻蒸装置による燻蒸
小型資料の燻蒸は、資料の受け入れのつど、担当学
芸員が減圧燻蒸装置を使って行う。減圧燻蒸装置の有
効内寸は、縦１３０cm×横１２０cm×奥行１４０cm（約２．３
�）である。
平成１７年１月からはこれまでの燻蒸剤に代わって酸
化エチレン製剤を使用している。
２２年度は、常圧燻蒸庫での燻蒸を最大限に活用した
ため、減圧燻蒸装置による燻蒸は１回も行わなかった。
②常圧燻蒸庫での燻蒸
減圧燻蒸装置に入れることができない大型の資料
は、一時保管庫（２４時間空調）に仮収蔵し、資料が適
当な量になった時点で常圧燻蒸庫で燻蒸する。
常圧燻蒸庫は床面積２０�×高さ３m（約６０�）であ
り、燻蒸は文化財専門の燻蒸業者に委託している。
平成１７年１月からはこれまでの燻蒸剤に代わって酸
化エチレン製剤を使用している。
２２年度は、収蔵資料と徳島県立鳥居記念博物館から
移転した資料の燻蒸処理のため、３回の常圧燻蒸庫で
の燻蒸を行った。
③収蔵庫の全室密閉燻蒸
収蔵庫への出入りなどにともなって、害虫やカビな
ど資料の保存に悪影響を与えるものが侵入することが
ある。そのために、原則として３年に１回、専門業者
に委託して収蔵庫の全室密閉燻蒸を行っている。
前回は、２０年度に生物収蔵庫、歴史民俗収蔵庫（特
別収蔵庫１・２、馴化室を含む）において、酸化エチ
レン製剤の燻蒸剤を使用した全室密閉燻蒸を行ったた
め、２１年度は行っていない。
２２年度には、植物資料の保管されている収蔵庫の一
部で、タバコシバンムシの発生が確認されたため一部
資料を隔離、燻蒸処理した。収蔵庫への人、モノの出
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入りに伴い害虫の侵入するリスクは避けられず、収蔵
庫の全室密閉燻蒸も３年程度のサイクルでは必要であ
ることが再確認された。
次回の実施は２３年度の予定である。

� 常設展示室における害虫の発生と対策
常設展示室は、収蔵庫のような密閉可能な空間でな
いため、害虫の侵入を防ぐことができず、また、展示
室全体の燻蒸が不可能である。実際これまでにも、害
虫の発生が確認されている。
２２年度には、以前にも発生が確認された部門展示室
のケース内の植物標本等でタバコシバンムシの発生を
確認した。また、これまでは確認していなかった穀物
資料の展示ケース内において同じくタバコシバンムシ
の発生を確認した。これらの資料の燻蒸を行うととも
に、当該ケース内に比較的毒性の低い忌避剤等を設置
し経過を観察した。

資料の収集・保存と活用 ５３



１．組織・職員

� 組織図（平成２３年５月１日現在）

館長� 副館長� 普及課�
（事務職員２〔１〕、臨時補助員
１、文化推進員１）

自然課�
（学芸員６、文化推進員１、
緊急雇用嘱託員１）

人文課�
（学芸員６、文化推進員１）

博物館協議会 〔 〕は兼務者数

� 職員名簿（平成２３年５月１日現在）
館 長 高島 芳弘
副 館 長 板東 敏之

〈普及課〉
普 及 課 長 森 稔
課 長 補 佐 田村 恭子

（二十一世紀館課長補佐本務）
主 任 松岡 功
臨時補助員 篠原 麻子
文化推進員 竹村 雅子

〈自然課〉
自 然 課 長 佐藤 陽一（動物）
専門学芸員 小川 誠（植物）
〃 中尾 賢一（地学）

主 任 茨木 靖（植物）
〃 辻野 泰之（地学）

主任学芸員 山田 量崇（動物）
文化推進員 片山 康子
緊急雇用嘱託員 三木田友紀

〈人文課〉
人 文 課 長 長谷川賢二（歴史）
専門学芸員 大橋 俊雄（美術工芸）
〃 魚島 純一（考古・保存科学）

主 任 庄武 憲子（民俗）
〃 磯本 宏紀（民俗）

学 芸 員 松永 友和（歴史）

文化推進員 梅岡 裕美

� 人事異動
〈平成２３年３月３１日付〉
定年退職：大原 賢二・館長
〈平成２３年４月１日付、カッコ内は前職〉
転出：向原 敬夫・主任、川内北小学校教頭へ
転入：松岡 功・主任（宍喰小学校教諭）
〈平成２３年５月１日付、カッコ内は前職〉
転入：板東 敏之・副館長（工業技術センター次長）
昇格：高島 芳弘・館長（副館長）

辻野 泰之・主任（主任学芸員）
〈教育委員会文化の森振興総局の兼務〉
部 長（博物館・鳥居龍蔵記念博物館担当）

高島 芳弘
副部長（博物館・鳥居龍蔵記念博物館担当）

板東 敏之

�２２年度非常勤・臨時職員
●臨時補助員
永田 有美（平成２２．５．１～２３．３．３１）
●文化推進員（非常勤特別職）
竹村 雅子（平成２２．４．１～）
騎馬 康子（平成２２．４．１～）
三木田友紀（平成２０．４．１～２３．３．３１）
梅岡 裕美（平成２２．４．１～）

２．予算

２月現計予算額（２月補正後の予算額）を下記に示
す。
●２２年度博物館費（２月現計予算額）（単位：千円）
管理運営 １２，２８６
展覧 ７，９４２
調査研究 ３，７９９
収集保存 １０，７８５
普及教育 １，７７８
「聖地巡礼」展 ７，５３４

計 ４４，１２４

� 管理運営・マネージメント
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３．博物館協議会

博物館協議会は、博物館の運営に関し館長の諮問に
応ずるとともに、館長に対して意見を述べる機関で、
博物館法及び徳島県文化の森総合公園文化施設条例の
規定に基づき設置されている。
２２年度は協議会を１回開催した。
●２２年度博物館協議会
日時：平成２２年９月３０日（木）

１０：００～１２：００
会場：博物館講座室
議事 � 平成２１年度事業の実施状況について

� 平成２２年度事業計画について
� その他

４．視察等博物館関係来訪者

４月２１日 九州国立博物館長 三輪嘉六氏ほか１名
７月１７日 東京大空襲・戦災資料センター

山辺昌彦氏
７月１８日 ミス岐阜の会 魚次龍雄氏ほか５名
７月２０日 日本木地師学会 楯 英雄氏ほか２名
７月２７日 フジフイルム㈱足柄研究所 清都尚治氏
７月３１日 埼玉県立文書館 針谷浩一氏
８月２５日 答礼人形「ミス三重」の里帰りを実現させ

る会 南部美智代氏ほか５名

８月２９日 答礼人形「ミス三重」の里帰りを実現させ
る会 滝澤秀行氏ほか２名

８月２９日 香川県親善人形の会 今岡重夫氏
８月２９日 金城学院大学講師 ペンデル・パトリス氏
９月４日 答礼人形「ミス三重」の里帰りを実現させ

る会 東 良枝氏
９月１０日 和泉市立人権文化センター人権資料室

吉岡隼平氏
９月１２日 高知大学教授 市村高男氏
１０月５日 備前市いんべ会館運営委員会一行
１０月２２日 一橋大学教授 渡辺尚志氏ほか８名
１１月５日 三重県史編纂グループ副室長 服部久士氏
１１月２６日 北河内人権啓発推進協議会一行
１１月２６日 総務省自治大学校 石田健也氏ほか３名
１２月１日 北海道大学教授 佐々木亨氏
３月３日 国立民族学博物館管理部長 川尻秀行氏ほ

か３名

●徳島県立博物館協議会委員名簿
（平成２３年３月３１日現在）

区 分 氏 名 役 職 等

学校教育

下川 純代 県小学校教育研究会理科部会三好
郡理事（落合小学校長）

小野 和敏 県中学校社会科教育研究会会長
（貞光中学校長）

湯浅 利彦 県高等学校教育研究会地歴学会副
会長（城北高等学校教頭）

社会教育

吉田 和人 徳島県立佐那河内村いきものふれ
あいの里館長

坂本真理子 ㈲環境とまちづくり主任学芸員

町田 哲
（副会長） 鳴門教育大学大学院准教授

家庭教育 松島真由美 八万中学校 PTA本部役員

学識経験

玉有 繁
（会 長） 徳島文理大学教授

佐野佳代子 四国放送㈱報道制作局映像管理部
部長職

野水 祥子 青年海外協力協会会員

管理運営・マネージメント ５５



１．中期活動目標（平成２１年９月１８日策定）

近年、生涯学習社会の進展など、博物館をとりまく状況は急速に変化してきている。これまでの資料の収集・保
存や調査研究、展覧、普及教育などの事業に加えて、学校教育の支援や社会貢献、博物館活動への県民参画など、
新たな課題への取り組みが求められるようになってきた。その一方で財政状況悪化による運営予算の削減、事業評
価、および公的施設の運営の見直しなども進められるようになってきた。
こうした状況の変化を踏まえ、徳島県立博物館では平成１６～２０年度の５年間に推進すべき活動の目標を、第１期
中期活動目標（以下、第１期目標）として定め、点検・評価を行いながら事業の改善と活性化をはかってきた。平
成２０年度をもって第１期目標の期間が終了したことから、これまでの成果を踏まえながら第２期目標（平成２１～２５
年度）を策定した。

� 第１期中期活動目標の総括
第１期目標にもとづいて活動を進めたことにより、事業の目標が明確に可視化され、達成度が客観的に示され、
経年的な傾向から将来を予測できるようになった。さらに、それらのデータを考察することで課題や問題点が明ら
かにされるようになり、このような情報の共有が館員の意識改革を促すきっかけとなった。そして、利用者にとっ
て満足度の高いサービスを提供できるよう努めてきた。
このように、第１期目標には博物館活動の改善・活性化に一定の成果があったと考えられ、その成果は年報第１４～

１８号において公表した。

� 第２期中期活動目標の策定の経緯と目的
第１期目標にもとづく活動が終わる平成２０年度、博物館法の一部が改正され（平成２０年６月）、運営状況の評価
と運営の改善に必要な措置を講ずるための努力義務が盛りこまれた。これを踏まえ、よりよいものとするよう次の
第２期目標の策定に向けて検討を進めた。その中で、第１期目標では、博物館の事業が県民にとってどのような意
義があるのか、わかりやすく示されていなかったのではないかと考え、「県民とともに」を基調として、博物館の
使命（存在意義や役割）をわかりやすい形で示したうえで、個々の事業やその目標、評価指標を位置づけることに
した。これにより博物館の事業全体を見渡せるようになり、個々の事業の意義や目標、評価指標の理解も容易にな
るのではないかと考えた。

� 徳島県立博物館の使命
徳島の自然・歴史・文化の宝箱 －県民とともに成長する博物館－
徳島県立博物館は、徳島の自然や歴史、文化についての資料・情報にもとづく学びの場として、県民のみなさん
とともに成長していきます。
「知」知と出会う博物館
博物館は、徳島の自然・歴史・文化についての情報を発信し、県民のみなさんとともに楽しく学ぶ場を創ります。
「探」地域の魅力を探る博物館
博物館は、徳島の自然・歴史・文化について県民のみなさんとともに調べ、地域の魅力を見つけます。
「伝」未来にまもり伝える博物館
博物館は、徳島の自然・歴史・文化についての資料を県民のみなさんとともに集め、「みんなの宝」としてまも
り、未来に伝えます。
博物館では、効率的な運営を心がけながら、以上の使命を実現するために努力していきます。

� 中期活動目標と自己点検・評価
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� 第２期中期活動目標の推進方法
中期活動目標とは、使命を実現するために、今後５年間（平成２１～２５年度）の活動目標を事業ごとに定め、年度
ごとに評価を行うとともに、事業改善につなげていくためのものである。その推進にあたっては次の点に留意する。
・中期活動目標は、博物館協議会に諮ったうえで公表する。
・それぞれの活動目標にもとづき、年度計画を立てて活動を推進する。
・年度末には活動実績の評価を行い、その結果を年報やホームページに掲載するとともに、次年度以降の活動計
画に反映させる。
・活動実績および評価の結果について博物館協議会で議論していただき、外部評価意見としてホームページに記
載するとともに、出された意見を次年度以降の活動の改善に役立てる。
・活動目標と評価指標・目標値については毎年度見直しを行い、必要があればより適切な形に改める。

「博物館の評価と改善」の手順

使命・理念 （館の存在理由や目的）

●博物館法
●徳島県立博物館基本構想報告書
●徳島県文化の森総合公園文化施設条例
☆使命書（ミッションステートメント）
＊現時点では、新たに作成するのではなく、基本構想に謳われている「４つの基本理念」及び「３つの
基本的性格」を県立博物館の「使命」と位置づける。

活動目標・計画 （使命を達成するための活動目標・計画）

●資料収集方針
☆調査研究方針
●中期活動目標
＊博物館活動においては，評価指標の数的目標値の設定が難しく、また、数的評価になじまない項目も
多い。
●年間事業計画

活 動 （博物館の諸活動）

自己点検・評価 （館員による評価指標に基づく活動実績の評価）

☆自己点検・評価（各担当、各委員会）→会議での報告
＊博物館の評価は、入館者数や費用対効果などの外形的数値のみの評価では不十分であり、質的評
価も重要になる。
☆自己点検・評価報告書→公表（年報、HP）

外部評価

●外部評価委員会（博物館協議会）→議事録の公表（年報、HP）
●アンケート調査→結果の公表
☆各種会合等での外部意見の聴取

業 務 改 善 （事業計画・活動目標の見直し、施設・設備、組織、財政等の見直し）

中期活動目標と自己点検・評価 ５７



� 事業別の中期活動目標と評価指標
徳島県立博物館の使命を実現するために行う事業は、次のとおり。
・「知」知と出会う博物館：展示、普及教育、情報の発信と公開、およびシンクタンクとしての社会貢献
・「探」地域の魅力を探る博物館：調査研究
・「伝」未来にまもり伝える博物館：資料の収集・保存と活用
・効率的な運営：マネージメント（経営）
以下では、事業ごとに中期活動目標の項目、評価指標、および目標値を示す。

１．展示
県民のみなさんが楽しく学べ、新しい発見や家族のふれあいのきっかけとなる場を創り出します。実物資料や最
新の情報に基づき、徳島及び関連する地域をはじめ世界の自然や歴史、文化について幅広く展示します。（使命：
「知」知と出会う博物館）

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考
１‐１ 常設展の改善・充実 新しい資料の追加、研究成果の反映、展

示技法の改善などにより、常設展の改
善・充実を図ります。

常設展観覧者数 年間の総観覧者数 ４０，０００人/年
観覧者のリピーター
率

過去１年以内の利用経験者の
占める割合

４０％

観覧者の満足度
新たな知識 アンケートにおいて新たな知

識や発見・興味を得た観覧者
の割合

７０％

他人への推薦 アンケートにおいて他人に見
学を勧めたいと考える観覧者
の割合

７０％

展示改善の実施状況 定期的に展示替えするコー
ナーを除く

１‐２ 魅力ある企画展の計画
的開催

収蔵資料の特色や調査研究成果を活かす
とともに、県民のニーズを反映しなが
ら、多様なテーマの企画展を計画的に開
催します。

企画展観覧者数 １回あたりの観覧者数 自然７，０００人
人文３，５００人

観覧者の満足度
新たな知識 アンケートにおいて新たな知

識や発見・興味を得た観覧者
の割合

８０％/回

他人への推薦 アンケートにおいて他人に見
学を勧めたいと考える観覧者
の割合

８０％/回

社会的評価 マスコミによる取材・報道数 ５社/回 徳・朝・毎・読・N・四
企画展の検討状況

１‐３ 多様な展示の開催促進 企画展以外に特別陳列、部門展示等の多
様な展示の開催を進めます。

特別陳列等の開催回
数

企画展以外の主催展示の取り
組み回数

５回
（特１・部４）

常設展ロビーにおける資料紹介な
どの実績があれば算入する

特別陳列観覧者数 １日あたりの観覧者数 ２００人 開催日数の長短の差が大きいため
観覧者の満足度
新たな知識 アンケートにおいて新たな知

識や発見・興味を得た観覧者
の割合

８０％/回 特別陳列のみ

他人への推薦 アンケートにおいて他人に見
学を勧めたいと考える観覧者
の割合

８０％/回 特別陳列のみ

社会的評価 マスコミによる取材・報道数 ５社/回 徳・朝・毎・読・N・四
特別陳列等の検討状
況

１‐４ 他機関との共同展示等
の促進

文化の森内での共催展、館外での移動
展、パッケージ展示の貸出等により、各
種の展示を促進するとともに、県内の博
物館施設を支援します。

文化の森内での共催
展の開催回数

博物館占有スペース以外を利
用し、当館の関わりが補助的
なもの

１回/年

移動展等館外での展
示の開催回数

文化の森外の博物館等におい
て当館を主催者に含む展示の
開催回数

２回/年

パッケージ展示の貸
出数

他博物館等への貸出用展示メ
ニューの利用件数。該当する
展示が当館を主催者に含む場
合は、移動展と見なす

１件/年

１‐５ 展示解説等の推進 図録や解説書の発行、学芸員や受付案内
員による展示解説等により、観覧者が展
示を理解し楽しめるよう手助けします。

図録等の発行状況 年間の刊行件数
展示解説等の実施状
況

展示の理解を支援する各種の
活動の実施状況

１‐６ 県民などとの協働によ
る展示の推進

県民などの力を借りて、より魅力ある展
示を目指します。

協働の実施状況

１‐７ 常設展のリニューアル
に向けての取り組みの
推進

将来の常設展の全面リニューアルを目標
に、館内での検討を進めるとともに、関
係方面の理解が得られるよう努力を継続
します。また、全面リニューアルの実現
までの間、展示替えに努めます。

リニューアルに向け
ての進捗状況

リニューアルに向けての協議
や施設調査等の取り組み

２．普及教育
徳島の自然や歴史、文化について体験したり、楽しく学ぶことができる多様な学習機会を提供することにより、

５８ 中期活動目標と自己点検・評価



学校教育や県民の生涯学習を支援します。（使命：「知」知と出会う博物館）
中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考

２‐１ 県民のニーズを反映し
た多様な催しの開催

県民のニーズに対応した多様な普及行事
を企画し、多様な学習機会を提供しま
す。また、移動講座等のアウトリーチ活
動にも積極的に取り組みます。

普及行事実施回数 ７０回/年
普及行事参加者数 ３，０００人/年
参加者の満足度 事後アンケートにおける満足

回答者の割合
満足した者の
割合８０％

アウトリーチ活動数 他館との共催による普及行事
（展示を除く）

５回/年 移動展の展示解説１件も１回とす
る

２‐２ 学校教育支援事業の推
進

学校への資料貸出や出前授業、また博物
館での授業や教員研修、職場体験、遠足
等を受け入れ、学校教育を支援します。

支援事業案内パンフ
レット配布状況

県内全教員
（小・中・高）

出前授業件数 出前授業
１５件/年

資料貸出件数 資料貸出
１０件/年

館での授業件数
教員研修件数
職場体験件数
遠足件数
教員・生徒の満足度 出前授業等実施後の満足度 ８０％

２‐３ 普及的記事の執筆推進 身近な自然や歴史、文化に関する理解を
手助けするため、ガイドブックの出版
や、新聞・雑誌等への解説記事の執筆を
進めます。

ガイドブック出版状
況

１冊/年

普及的記事の執筆数 年報「調査研究事業」本文に
掲載されている一般著述数

４０件/年

博物館ニュース発行
回数

４回/年

２‐４ 友の会活動の充実と活
性化

友の会の指導・育成に努めるとともに、
自主的な活動を支援し、友の会活動の充
実、活性化を図ります。

友の会会員数 友の会（個人・家族）の会員
総数

４００人/年

個人会員
家族会員
会員の継続率 当該年度会員に占める前年度

会員の割合
前年度会員の
７０％

個人会員
家族会員
友の会行事実施回数 ６回/年 括弧内に参加者数を並記
展示利用率 観覧者として入館した会員の

割合
５０％

個人会員
家族会員
延べ利用者数 観覧者として入館した会員の

延べ人数
会員数

個人会員
家族会員
会報の発行回数 ３回/年

２‐５ 県民参画型活動の推進 県民参画による行事や県民による普及行
事支援等の活動を推進します。

公募ボランティア登
録者数
公募ボランティア活
動回数
企画運営型行事等件
数

県民による企画展運営型行事
の数

普及行事支援件数 県民による普及行事支援の数

３．情報の発信と公開
博物館の催し物案内等だけではなく、博物館活動に関するさまざまな情報をより多くの人に知ってもらい、博物
館を有効に活用する利用者が増えるよう、インターネットや様々なメディアを通じて積極的に情報を発信します。
（使命：「知」知と出会う博物館）

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考
３‐１ マスコミへの資料提供

等の推進
企画展や普及行事の案内だけでなく、博
物館に関する情報を積極的に資料提供す
るよう努めます。

資料提供件数 マスコミに対して資料提供を
行った数

３０件/年

マスコミ取材報道件
数

新たに新聞が取材し、報道し
た数

マスコミ出演等件数 学芸員がマスコミに出演した
数

１５件/年

３‐２ 広報活動の強化 広報関係出版物の内容改善、配布ルート
の開拓など、広報活動を強化します。

広報手段の新規開拓
状況

新たに開拓した広報手段

広報関係出版物発行
状況

年間催し物案内、月間催し物
案内、ニュース等の発行回数
および発送件数

Eメールサービス登
録件数

年度末時点の Eメールサー
ビスの登録件数

２５０人/年

３‐３ インターネットによる
情報発信の推進

インターネットによる情報発信を推進す
るため、学芸員による積極的な情報発信
を促し、ホームページの充実を図りま
す。

HPアクセス数 トップページへのアクセス総
数

３２，０００件/年

新規コンテンツ数 新たに作られたぺージの数 ３０ページ/年
内容の更新頻度 内容が更新された回数 月３回以上

中期活動目標と自己点検・評価 ５９



４．シンクタンクとしての社会貢献
博物館は、博物館活動を通じて様々な資源（資料・情報・学芸員の知識）を蓄積しているシンクタンクです。こ
れらを活用し、自治体や地域社会、学会等の事業推進に貢献します。（使命：「知」知と出会う博物館）

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考
４‐１ レファレンス利用者の

拡大
来館による相談のほか、手紙や電話、メー
ルでの質問等に親切に対応し、「何でも
相談にのってもらえる博物館」との評価
の定着を図ります。

レファレンス件数 レファレンス記録 DBにおけ
る記録件数

３００件/年

４‐２ 講師派遣等の推進 他機関が主催する講演会、研修会等に学
芸員を講師として派遣します。

講師派遣等件数 小中高への出前授業を除いた
講師派遣等の件数

小中高への出前授業は「２‐２出前
授業件数」を参照

講演会等の受講者数
４‐３ 自治体および各種機関

・団体への専門知識の
提供

自然環境保全や文化財保護など自治体や
その他の機関・団体の委員会委員やアド
バイザーとして、専門知識の提供を行い
ます。

委員等受託件数 学会・博物館関連団体の委員
等を除く

機関・団体等への協
力状況

４‐４ 大学教育への寄与 大学の非常勤講師の受諾、学生・院生の
研究指導、博物館実習生の受け入れ等に
より、大学教育に寄与します。

非常勤講師受諾数
博物館実習生受入人
数

２０人/年

学生・院生指導人数
４‐５ 学会・研究会の運営へ

の寄与
学会・研究会を博物館で開催するほか、
役員や各種委員等を引き受けるなど、学
会等の活動に貢献します。

学会等開催数 学会・研究会の大会・例会・
シンポジウム等の開催数

学会等役員受託数 学会・研究会における役員・
委員等の受託数

学会等事務局受託数 当館が引き受けている学会・
研究会の事務局数

４‐６ 博物館施設の連携強化
への貢献

県内の中核的博物館として、博物館施設
への助言を行うとともに、県博物館協議
会の活動等を通じて博物館施設の連携促
進のために尽力します。

博物館関連団体委員
等受諾数

博物館関連団体や他館の委員・
役員等の受託数

博物館関連団体加入
数

当館が加入している博物館関
連団体の数

連携事業等の実施数 移動展・移動講座や他館との
共催事業、資料保存等の支援
の実施回数

５．調査研究
徳島の自然や歴史、文化に関する基礎的な研究および博物館学的調査研究を、県民のみなさんおよび関連機関と
連携しながらすすめ、新たな事実や価値の発見に努めます。また、成果を博物館のいろいろな活動へ還元するとと
もに、地域の魅力を引き出すよう努めます。（使命：「探」地域の魅力を探る博物館）

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考
５‐１ 調査研究活動の推進 徳島の自然や歴史、文化に関する基礎的

な研究および博物館学的調査研究を積極
的にすすめます。

課題調査実施状況 課題調査とは予算化された研
究テーマ

個別調査研究の実施
状況

課題調査以外の研究テーマの
実施状況

５‐２ 外部研究機関等との連
携の推進

他の博物館や大学、研究団体、学会、研
究者との共同研究を積極的にすすめま
す。

共同研究件数 他機関やアマチュア研究者と
の研究件数

１０件/年 人的・予算的規模の大小は問わな
い

共同研究プロジェク
ト件数

上記のうち予算的措置を伴う
共同研究の件数

３件/年 科研費プロジェクトの研究分担を
含む

５‐３ 県民参画型調査研究の
推進

博物館の研究活動に県民のみなさんが参
画できるようなプロジェクトを企画・実
施します。

県民参画型調査の件
数

２件/年

５‐４ 外部資金の獲得による
調査研究事業の推進

公的および民間の研究助成金等を獲得
し、研究活動の推進を図ります。

公的な研究助成金の
申請・採択件数

科学研究費補助金など公的機
関による競争的研究資金

申請６件・
採択１件

民間の研究助成金の
申請・採択件数

５‐５ 調査研究成果の公表 博物館の調査研究の成果を学術論文や学
会発表、研究報告書の出版、マスコミな
どへの資料提供を通じ公表します。

学術的著述数 年報「調査研究」本文の学術
的著述の件数

２４本/年
（査読付き４
本/年）

学芸員数×年２本

学会・研究会での発
表件数

学会や研究会での口頭・ポス
ター発表の件数

２４件/年 学芸員数×年２回

マスコミへの資料提
供件数

３‐１の資料提供件数のうち調
査研究に係わるものの件数

２件/年

６．資料の収集・保存と活用
徳島と�島に係わりのある地域の自然・歴史・文化についての資料を県民のみなさんの協力のもと、様々な手段
で継続的に収集します。集めた資料は「みんなの宝」として整理・保管し、未来に伝えます。収集した資料は、調
査・研究や展示で利用するほか、他の博物館や研究者、マスコミなどへ積極的に貸し出しや提供をはかり、様々な
形で活用します。（使命：「伝」未来にまもり伝える博物館）

６０ 中期活動目標と自己点検・評価



中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考
収集
６‐１ 継続的な資料の収集 資料収集方針に基づき、採集・購入・寄

贈等による継続的な収集を進め、バラン
スのとれた特色あるコレクションづくり
を行います。

収蔵資料点数 H２５年度末で
５１２，０００点

H２０年度末現在で４８１，９８１点、H２３
に５０万点超の予定

新規資料増加点数 ６，０００点/年 H１４～２０年度の平均増加点数
５，５３７点から

採集資料件数 ２０件/年 H１６～２０年度の平均１６．６件から
購入資料件数 ３件/年 H１７年度以降０件
寄贈資料件数 ８０件/年 H１４～２０年度の平均８２．１件、ここ

５年間は８９．４件
６‐２ 寄託資料の受入の促進 県内の貴重な資料の安全な保管と展示公

開の促進を図るため、資料の寄託の受け
入れを促進します。

寄託資料件数 H２０年度末現在で６２件
新規寄託件数 ３件/年 H１４～２０年度の平均は７．９件、た

だし、ここ５年間の平均は３．０件
６‐３ 文献資料の充実 資料を活用するうえで不可欠な文献資料

の充実に努めます。
図書冊数 収蔵図書の総冊数（雑誌類を

除く）
新規受入図書冊数 購入・寄贈図書数（雑誌類を

除く）
H１６～２０年度の購入の平均１３７．０
冊

購入雑誌タイトル数
保存
６‐４ 収蔵資料データベース

の整備
収蔵資料の整理・登録を進めるととも
に、資料を適切に管理し、活用を図るう
えで不可欠なデータベースの整備をはか
ります。

収蔵資料 DB登録率 （DB登録点数／収蔵資料点
数）×１００

５０％

６‐５ 資料の安全な保存 収蔵庫や展示室の点検や資料の燻蒸等に
より、収蔵資料の安全な保存を図りま
す。

収蔵庫点件回数 収蔵庫あるいは収蔵庫内区画
あたりの点検回数

６回/年 収蔵庫あるいは区画ごとにチェッ
クリストを定め実施

６‐６ 常設展示室の資料保存
環境の改善

常設展示室での安全な資料の保存環境を
確保するため、空調に除湿機能を付加す
るよう関係方面に働きかけます。

資料保存環境の状況

６‐７ 収蔵スペースの確保 収蔵資料の増加に伴い、不足しがちな収
蔵スペースの確保のための工夫をしま
す。

収蔵スペースの状況

活用
６‐８ 展覧における利用促進 収蔵資料の展覧における利用・公開の促

進をはかります。
展示利用点数 寄託資料の利用も含む
常設展
常設展以外の展示

６‐９ 貸し出し等の促進 貸出しや提供などによる収蔵資料の活用
をはかります。

資料特別利用等件数 学校貸出し（２‐２学校への資
料貸出件数を参照）を除く

６０件/年 H１６～２０年度の平均６４．２件

７．マネージメント（経営）
利用しやすい博物館とするための施設の改善、博物館活動への県民参画の仕組みづくりの検討、職員の意識改革
と資質の向上、適切な博物館評価システムの確立等により、博物館活動の改善と活性化、利用者の増大を図ります。
（使命：効率的な運営）

中期活動目標の項目 中期活動目標の内容 評価指標 指標の定義 目標値 備 考
７‐１ 利用しやすい博物館を

めざす施設の改善
わかりやすい案内表示、バリアフリー化
や安全対策等に配慮し、高齢者や障害者
にとっても快適で安全な利用しやすい施
設となるよう、日常的な点検・改善を行
います。

点検・改善の状況

７‐２ 博物館認知度の向上と
利用者層の拡大

博物館活動の活性化と広報の強化によ
り、県内及び近隣地域での博物館の認知
度を高め、博物館利用者の範囲の拡大と
利用者増に結びつけます。

県民の博物館利用状
況
県外利用者の割合

７‐３ 県民参画の仕組みづく
り、博物館運営支援組
織のあり方等の検討

友の会会員やボランティア等による様々
な博物館活動への県民参画の仕組みづく
りの検討を行うとともに、友の会を母体
とした博物館の運営支援組織のあり方に
ついて検討します。

ボランティア導入事
業件数
ボランティア活動参
加者数

参加者の延べ人数

運営支援組織の検討
状況

７‐４ 設置者による理解及び
外部資金の獲得

博物館の使命、当館が果たしている幅広
い役割等に対する県及び県教育委員会の
理解を得るとともに、財政的支援等が得
られるよう努力します。また、各種外部
資金の獲得に努め、より効率的な運営を
目指します。

博物館予算の状況

外部資金獲得数 件数

７‐５ 防災意識の向上と危機
管理体制の強化

地震等の自然災害や火災、盗難、けが人
の発生等に備え、文化の森他館と協力し
て防災意識の向上と危機管理体制の強化
を図ります。

防災訓練の実施状況
危機管理体制の整備
状況

７‐６ 職員の意識改革と資質
の向上

職員が博物館の社会的役割及び当館の使
命を認識し、博物館活動の活性化と健全
な経営に主体的に取り組めるよう、意識
改革と資質の向上を図ります。

取り組み状況

７‐７ 博物館評価システムの
構築

博物館活動の中期活動目標に基づく自己
点検評価、博物館協議会による外部評
価、結果の公開という適切な博物館評価
システムを確立し、博物館活動の改善に
役立てます。

中期活動目標の状況

自己点検評価の状況

外部評価の状況

中期活動目標と自己点検・評価 ６１



２．２２年度実績と自己点検・評価

� 展示
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

１‐１ 常設展の改善・充実

常設展観覧者数 ４０，０００人／年 ３７，１７１人 ４２，４２９人 ３５，０５４人

観覧者のリピーター率 ４０％ ５３．９％（８月） ４７％（１０～１２月） ３６％（７～８月）

観覧者の満足度
新たな知識
他人への推薦

８０％／回
８０％／回

７３．４％（８月） ８６％（１０～１２月）
９０％（１０～１２月）

８８％（７～８月）
８４％（７～８月）

展示改善の実施状況
２件

（チャレンジコーナー、ロビー）

３件
（チャレンジコーナー、ロビー、

リフレッシュ）

２件
（小規模な展示更新、
チャレンジコーナー）

１‐２
多様なテーマの企画展
の計画的開催

企画展観覧者数
自然 ７，０００人
人文 ３，５００人

２１，２０７人（３回）
１５，４７６人（シーラ
カンス）、３，６８１人
（貫魚）

５，９０９人（ヒ マ ラ
ヤ）、３，５３９（藍染
め）、３，０１９（聖地
★巡礼）

観覧者の満足度
新たな知識

他人への推薦
８０％／回

８０％／回

７７．６％（郷土）、
９３．４％（香り）
※８２．５％（空）

９２％（シーラカン
ス）、８８％（貫魚）
８３％（シーラカン
ス）、７５％（貫魚）

９０％（ヒマラヤ）、
９４％（藍染め）、
聖地★巡礼（９２％）
８３％（ヒマラヤ）、
８３％（藍染め）、
聖地★巡礼（９０％）

社会的評価 ５社／回
シーラカンス６・
貫魚１

ヒマラヤ２、藍染め
４、聖地★巡礼３

企画展の検討状況
２２年度以降の計画
の協議

２３年度以降の計画
の協議

２４年度以降の計画
の協議

１‐３ 多様な展示の開催促進

特別陳列等の開催回
数

５回
（特１・部４）

８回
（特２・部５・ト１）

１３回
（特４・部７・ト１・他１）

１３回
（特３・部８・ト２）

特別陳列観覧者数 ２００人／日 ７，５１７人（特陳）
２５８．１人（蝶３５７．３・
八 万１３４．７・マ ン
ダラ２９８．１）

２３５．５人
（人形と戦争）

観覧者の満足度
新たな知識
他人への推薦

８０％／回
８０％／回

９７％（人形と戦争）
９１％（人形と戦争）

社会的評価 ５社／回
蝶３・八万１・マ
ンダラ３

（人形と戦争）５

特別陳列等の検討状
況

２３年度以降の計画
の協議

２４年度以降の計画
の協議

１‐４
他機関との共同展示等
の促進

文化の森内での共催
展の開催回数

２回（阿波人形浄
瑠璃月間ジョール
リ１００公 演、ス タ
ジオジブリ・レイ
アウト展）

１回「軌跡－継続
と蓄積－）

移動展等の実施状況 １回／年

４回（移動展＝兵
庫・東かがわ・美
波・阿南）

５回（移動展＝藍
の館・東かがわ・
海陽・阿波公方・
美郷ほたる）

５回（阿南市科学
センター・美波町・
つるぎ町・海陽町・
松茂町）

パッケージ展示の貸
出数

１件／年
２回

（北島町教委・あいぽーと）
０回

１回
（海陽町立博物館）
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中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

１‐５ 展示解説等の推進

図録等の発行状況
企画展図録１＋パ
ンフ１

企画展図録１
企画展図録２＋パ
ンフ１、徳島の自
然と歴史ガイド１

展示解説等の実施状
況

企画展解説 １０回
部門展示解説５回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
びっくり箱等によ
る解説 ３回

常設展示室活用イ
ベント １回
（当初計画外分。
全体では３回）
セルフガイドの設置
音声ガイドの開発

企画展解説 ５回
部門展示解説７回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
企画展スペシャル
イベント ４回
びっくり箱等によ
る解説 １回
移動展解説 ２回
常設展示室活用イ
ベント １回
セルフガイドの設置

企画展解説 ５回
企画展記念講演会

１回
企画展関連行事
（映画会） １０回
部門展示解説８回
クイズラリー（第２・４土）

２４回
特別陳列解説１２回
うち紙芝居＆展
示解説 １０回
関連シンポジウ
ム １回
記念演奏＆講演
会 １回
ワークショップ

２回
常設展示室活用イ
ベント １回
セルフガイドの設置

１‐６
県民などとの協働によ
る展示の推進

協働の実施状況

「八万町の昔を探
ろう」
「浜辺の植物」
「貫魚」学校教育
と連携

「海を渡った人形
と戦争の時代」神
領小学校との連携
「西日本のタンポポ」
「トグロコウイカ」

１‐７
常設展のリニューアル
に向けての取り組みの
推進

リニューアルに向け
ての進捗状況

先進館調査１館
（沖縄県博）
リフレッシュ事業
の企画

先進館調査３館
（九州国立博物館・
長崎歴史文化博物
館・大阪市立自然
史博物館）
リフレッシュ事業
の一部推進

先進館調査１館
（雲仙岳災害記念館）
小規模な展示更新
の推進

●自己点検・評価
（１‐１）
・常設展観覧者数は３５，０５４人で、昨年度より少なく、目標に達しなかった（前年度比７３７５人減）。昨年度多かった
遠足利用が本年度は少なかったことなどが影響していると考えられる。夏休み期間中（７月１６日～８月３１日）の
アンケートからは、県外からの来館者の割合が過去３年間でも少なかったことが読み取れる。今年度は酷暑であっ
たため、遠出が少なかったということかもしれない。
・夏休み期間中のリピーター率は６０％（昨年度１０月～１２月４７％：無回答は集計から外した、以下同様）であった。
１年以内の利用経験のある「狭義のリピーター」は３６％（昨年度１０月～１２月３０％）となっている。ともに昨年よ
り割合は高くなっている。また、常設展を多く観覧している人の多くは、昨年同様、単に累計で多いだけではな
くかなりの高頻度で観覧している。アンケートの意見・感想から、このタイプの利用者の一部はクイズラリーの
常連と思われる。また、徳島市など近隣地域では、「初めて」と「３～５回」に２つのピークがあり、利用者層
が二極化している。
・新たな発見や知識・経験が「あった」とする回答が８８％で昨年度（８６％）および目標値を上回った。
・常設展をほかの人に見るようすすめたいと「思う」観覧者は８４％で、昨年度より割合は減少したものの、目標値
は上回った。この値は企画展と大きく変わらず、「思う」という回答が際だって多かった昨年度とは異なるが、
こうなった理由はわからない。
・「チャレンジコーナー」（体験コーナー）では、こわれたり汚れたパズルを新しいものに交換したほか、企画展に
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関連した塗り絵なども設置した。夏休み期間のアンケートを見ると、このコーナーに対する言及も多いことから、
それなりに注目されているといえる。パズルなどの消耗はたいへん早く、そのことに関する意見や苦情も多い。
（１‐２）
・観覧者は「ヒマラヤ～自然と人びとのくらし」で５，９０９人、「藍染めの表象」で３，５３９人、「聖地★巡礼」で３，０１９
であり、「藍染めの表象」では目標値を上回ったものの、「ヒマラヤ～自然と人びとのくらし」と「聖地★巡礼」
では達しなかった。
・新たな発見や知識・経験が「あった」とする回答は、３回の企画展のすべてで９０％以上を示し、目標値を上回っ
た。とくに「聖地★巡礼」では、９２％ものきわめて高い値を示した。
・この展示をほかの人に見るようすすめたいと「思う」との回答は、３回の企画展のすべてで目標値を上回った。
とくに「聖地★巡礼」では、９０％ものきわめて高い値となった。
・昨年度より、県内主要マスコミ６社のうち、展示を報道した社数として「社会的評価」とした。３回の企画展で
は目標値の５社に達したものはなかった。「ヒマラヤ～自然と人びとのくらし」では報道したのは２社とたいへ
ん少なく、「藍染めの表象」では４社、「聖地★巡礼」では３社と、かなりばらつきがあった。
・３回の企画展とも、観覧者の９０％近くは県内在住者であり、県外在住者の利用割合が少ない。企画展の観覧を目
的に来館する県外在住者は少ないことを示している。
・「ヒマラヤ～自然と人びとのくらし」では雪男のキャラクターなどを使うことによって小学生以下の観客をひき
つけるように工夫したが、実際には最も多い観覧者の層は中高年の男性だった。ターゲットにしていた小学生を
伴う親子は結果的に少なかった。
・「藍染めの表象」では展示室内の体験コーナー（はがき作り）に関する好意的な感想が目立った。
・「聖地★巡礼」では観覧者数や回収したアンケートの数は少なかったが、長文の感想やご意見が記入されている
ものが多かった。また、カトリックなどの教会から情報を得てやってきたとする回答も目立った。
・テーマとタイミングがうまくマッチすれば、企画展観覧者の大量獲得が可能になるが、容易ではない。したがっ
て、娯楽性、新規性、学術性等の諸要素を取り合わせた計画的運営に努めるしかないが、専門性の高いテーマの
場合、広く関心を引くことができるよう広報や展示内容の工夫が今後も必要である。
（１‐３）
・特別陳列等の開催回数は１３回（そのうち１回は近代美術館ギャラリーを会場とする文化の森人権啓発展）で、目
標を大きく上回った。
・平成２０年度から、多様な資料を公開していくことなどを目的として、部門展示（人文）の展示替えに自然史のテー
マを組み込んでいる。実績としては４回行った（動物２回、地学１回、植物１回）。
・一時的に撤去していたトピックコーナーを昨年度より再開し（年報１９号参照）、１件の展示更新を行った。
・特別陳列「海を渡った人形と戦争の時代」の観覧者数は目標値を上回った。
・「社会的評価」は「海を渡った人形と戦争の時代」で目標値に達した。テーマ性や社会性がマスコミ関係者の注
意を引いた可能性がある。
（１‐４）
・移動展は目標を上回った。今回は阿南市科学センター、美波町に加えて、特別陳列「海を渡った人形と戦争の時
代」関連の巡回展「海を渡った人形と平和への願い」を３会場で行った。
・パッケージ資料の貸出実績は１回行った（海陽町立博物館）。
（１‐５）
・毎年恒例となっている、年間計画外の常設展活用イベント（�キング）もボランティアとの協働により行われた。
・企画展の展示解説を５回、特別陳列の展示解説を１２回、部門展示の展示解説を８回行った。企画展「藍染めの表
象」では記念講演会を１回、「聖地★巡礼」では映画会を１０回実施した。また、特別陳列「海を渡った人形と戦
争の時代」の関連行事として、紙芝居を１０回、関連シンポジウムを１回、記念演奏会・講演会を１回、ワークショッ
プを２回行った。
・新たなセルフガイドを設置した。
（１‐６）
特別陳列「海を渡った人形と戦争の時代」では、学校教育と展示の連携が試みられ、一定の成果が得られた。部
門展示「西日本のタンポポ」およびトピックコーナーでの展示「トグロコウイカ」では、県民と協働して得られた
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成果を展示した。
（１‐７）
・２１年度の年度末に行った中規模な展示更新につづき、資料の入れ替えや地名の変更への対応など、予算的措置を
必要としない小規模な展示更新を行った。今後も継続して行う必要がある。

� 教育普及
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

２‐１
県民のニーズを反映し
た多様な催しの開催

普及行事実施回数 ７０回／年 ８０回 ８８回 ９３回

普及行事参加者数 ３，０００人／年 ６，０４１人 ８，５３５人 ８，８１８人

参加者の満足度
満足した者の割合
８０％

９２．６％
（１１行事）

８９．６％
（１１行事）

９５％
（１４行事）

アウトリーチ活動数 ５回／年 ４回 ４回 ４回

２‐２
学校教育支援事業の推
進

支援事業案内パンフ
レット配布状況

県内全教員
（小・中・高）

県内全教員
（小・中・高）

県内全教員
（小・中・高）

県内全教員
（小・中・高）

出前授業件数 出前授業１５件／年 ２７件 ３９件 ２７件

資料貸出件数 資料貸出１０件／年 ９件 １２件 ９件

館での授業件数 ９件 １０件 ９件

教員研修件数 ６件 ３件 ３件

職場体験件数 ３件 ３件 ２件

遠足件数 ９７（園）校 １３２（園）校 １０９（園）校

教員・生徒の満足度 ８０％ ９２％ ９８％ １００％

２‐３ 普及的記事の執筆推進

ガイドブック出版状
況

１冊／年 ０冊 ０冊 １冊

普及的記事の執筆数 ４０件／年 ７１件 ６８件 ７６件

博物館ニュース発行
回数

４回／年 ４回 ４回 ４回

２‐４
友の会活動の充実と活
性化

友の会会員数 ４００人／年 ３９２人 ２９４人 ２４８人

個人会員 １１３人 ９４人 ７８人

家族会員 ２７９人（７６組） ２００人（５７組） １７０人（４８組）

会員の継続率 前年度会員の７０％ ７０％ ６４％ ９２％

個人会員 ６５％ ６２％ ９２％

家族会員 ７４％ ６６％ ９２％

友の会行事実施回数 ６回／年 １１回（３９３人） ８回（１９０人） ８回（１６６人）

２‐４
友の会活動の充実と活
性化

展示利用率 ５０％ ４８％ ６５％ ６２％

個人会員 ３７％ ６０％ ５９％

家族会員 ５８％ ７０％ ６７％

延べ利用者数 会員数 ３４５人 ３８５人 ３４１人

個人会員 １４２人 １８１人 １４９人

家族会員 ２０２人 ２０４人 １９２人

会報の発行回数 ３回／年 ３回 ３回 ３回
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中期活動目標の項目 評価指標 目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

２‐５ 県民参画型活動の推進

公募ボランティア登
録者数

１２人 １６人 １０人

公募ボランティア活
動回数

８回 １０回

企画運営型行事等回
数

３回 ３回 １回

普及行事支援回数 １２回 ２回

●自己点検・評価
（２‐１）
・普及行事の実施回数は、前年の８８回から９３回に増えた。参加数は２８３人増加した。
・普及行事参加者数８，８１８人のうち、参加数が多いのは、こどもの日フェスティバル（１，０４５人）、サマーフェスティ
バル（４，５２９人）、大秋祭り（９０４人）、博物館 Vキング（１，２１６人）である。博物館 Vキングはボランティアスタッ
フと一緒につくる内容で好評を博している。普及行事への参加者の満足度は、１４行事で行ったアンケート結果か
らは９５．０％と好評であった。
（２‐２）
・出前授業数は前年より１２件減少し、２７件であった。その内訳は、徳島市内の小学校が１６件で過半数を占めている。
その他の学校については、２０年度から遠方の小学校が増えてきており、県内への広がりが感じられる。また、学
習指導要領等により博物館の積極的な連携・協力が明記されたことにより、校長会や教科部会等様々な場におい
て利用の必要性や連携の必要性が紹介されていることで出前授業の件数はここ近年目標を大きく上回っている。
出前授業の内容で多かったのは、小学校社会科の「火おこし」や「昔のくらし」に関するもので、この２つで全
体の過半数を占めている。
・出前授業については、教員への事後アンケートを実施している。（アンケート項目：①事前の打ち合わせ②用具
や教材の準備③学芸員の解説や演示④児童生徒の興味関心の高まり⑤ねらいの達成度⑥総合評価）それによる
と、どの項目も好評ではあるが、特に「総合評価」において高い評価を得ている。
・資料貸し出し等、事業件数が増えていないのは、博物館が学校教育支援事業を実施していることを知らない教職
員が多いことが原因の一つと推察される。そこで、本年も学校向けのパンフレットを学校に提示したり、ホーム
ページ等での紹介を行っている。
・「館での授業」、「職場体験」の実績は、前年度とあまり変わりない。「遠足」については昨年度より減少したが５
～６月・１０月を中心に１００件を超した。
（２‐３）
普及的記事の執筆数については、目標値を大きく上回っており、今後も機会あるごとに執筆を心がけていきたい。
また、２０年度から「こども新聞（徳島新聞夕刊）」の連載に協力しており、２２年度は４４件となっている。
（２‐４）
・友の会では、この３年間で会員数が３９２人から２９４人へ、そして２４８人へと減少してきている。これは、家族会員
が子どもの成長と共に、個人会員へ変更していることや新規の会員数が減少していること等が理由と考えられる。
・会員が自主的に行事を立案・企画し、継続的に実施できているものもある。
（２‐５）
公募ボランティアは継続ボランティア１０名が中心となって博物館職員と共に１年間の活動を行った。またイベン
ト当日のボランティアとして、鳴門教育大学と徳島文理大学から４名の学生の協力を得た。博物館 Vキングを中
心に３つのイベントで活躍した。

６６ 中期活動目標と自己点検・評価



� 情報の発信と公開
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

３‐１
マスコミへの資料提供
等の推進

資料提供件数 ３０件／年 ２７ ３１ ２８

マスコミ取材報道件数 １０１ ９５ ６４

マスコミ出演等件数 １５件／年 １０ ６ １５

３‐２ 広報活動の強化

広報手段の新規開拓
状況

チラシやポスター
配布場所の新規開
拓

チラシやポスター
の有効的な配布

広報関係出版物発行
状況
年間催し物案内発
行回数（発送件数）

１回（７７２件）

月間催し物案内発
行回数（発送件数）

１２回（各９５件）

博物館ニュース発
行回数（発送件数）

４回（各１４４２件）

Eメールサービス登
録件数

２５０人／年 ２８６ ２９３ ２９７

３‐３
インターネットによる
情報発信の推進

HPアクセス数 ３２，０００件／年 ４９，３００件 ４４，０００件 ４０，０００件

新規コンテンツ数 ３０ページ／年 ３７１ページ／年 ２０１ページ／年 １６４ページ／年

内容の更新頻度 月３回以上 ２回／月 ２．９回／月 ４回／月

●自己点検・評価
（３‐１）
・資料提供件数は２８件と昨年度よりやや減少し、目標値の３０件／年にわずかに達しなかった。博物館からの情報発
信として、マスコミに対する資料提供は効果的であるため、今後も積極的に続けていく必要がある。
・マスコミ取材報道件数については、新聞の記事として扱われた件数のみであるが、今年度は６４件となっており、
昨年度から約３０件の減少となった。
・マスコミ出演等件数は昨年度より９件増加し、目標値の１５件／年に達した。
（３‐２）
・広報手段の新規開拓状況としては、こどもの日フェスティバルや大秋祭り等でチラシの配布範囲を拡大するな
ど、特に来館者数の増加が期待できるイベントにおいて広報を充実させた。
・広報関係出版物の発行状況については、年間催し物案内、月間催し物案内および博物館ニュースの発行回数と発
送件数を指標の定義にした。年間催し物案内は、学校を中心に配布し、とくに小学校では全児童に配布した。月
間催し物案内は、マスコミと各図書館を中心に配布した。ニュースは関係諸機関にまんべんなく配布したが、と
くに小学校では理科、社会科、生活科の教員と各クラスに、中学・高校では理科、社会科の教員に対して配布し
た。
・電子メールサービス登録件数は昨年度よりわずかに増え、目標値を上回った。
（３‐３）
・インターネットによる情報発信においては、ホームページのアクセス数が昨年より４，０００件減少している。
・新規コンテンツ数は１６４ページ／年と昨年度より３５件ほど少なくなっているものの、目標値を大幅に上回った。
・内容の更新頻度は４回／月（４８回／年）と目標値を上回り、さらに昨年度よりも増加した。これは、文化庁美術
館・歴史博物館活動基盤整備支援事業「徳島平和ミュージアムプロジェクト」の事業記録の更新回数に拠るとこ
ろが大きい。

中期活動目標と自己点検・評価 ６７



� シンクタンクとしての社会貢献
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

４‐１
レファレンス利用者の
拡大

レファレンス件数 ３００件／年 ３６４ ３８４ ４７９

４‐２ 講師派遣等の推進
講師派遣等件数 ２２ ２２ ２５

講演会等の受講者数

４‐３
自治体および各種機関・
団体への専門知識の提供

委員等受託件数 ３１ ３０ ３１

機関・団体等への協
力状況

４‐４ 大学教育への寄与

非常勤講師受諾数 ５ ３ ２

博物館実習生受入人数 ２０人／年 １２（６大学） １４（１０大学） １７（１０大学）

学生・院生指導人数 ０

４‐５
学会・研究会の運営へ
の寄与

学会等開催数 １３ １６ １５

学会等役員受託数 ２ ２ ３

学会等事務局受託数 ４ ３ ３

４‐６
博物館施設の連携強化
への貢献

博物館関連団体委員
等受諾数

４ ６ ５

博物館関連団体加入数 ５ ６ ６

連携事業等の実施数

７
移動展４回、徳島
県博物館協議会講
演会、研修会、先
進地博物館施設調
査

９
移動展６回、徳島
県博物館協議会講
演会、研修会、先
進地博物館施設調
査

７
移動展５回、徳島
県博物館協議会講
演会、研修会、先
進地博物館施設調
査

●自己点検・評価
（４‐１）
・レファレンス件数は昨年度に比べて約１００件増加し、目標値３００件を大きく上回った。ただし、電話での問い合わ
せなど記録として残されていないものもあるため、実数はこれより多い。分野別の件数では、今年度は地学がもっ
とも多い１００件で、昨年度より１６件増加した。次いで、歴史８７件、動物（脊椎）７１件、動物（昆虫）、７０件であっ
た。以上の４分野で全体の７２％を占めていた（p．３１参照）。
（４‐２）
・今年度の講師派遣は、２５件で、昨年度に比べて３件増加した。ただし、昨年度と同様に、特定分野に集中する傾
向が顕著で、歴史分野が１０件、全体の４０％を占めた。
・派遣先受講者数：２５件中１１件で受講者の概数が記録されており、６４１名であった。
（４‐３）
・各種の委員会などの委員等の受諾数は昨年度より１件減少した。これらのうち１８件（５８％）は動物・植物分野に
おける自然環境の評価に係わるもので占められており、県や国の公共事業における環境配慮や希少野生生物の保
全対策事業に対応している。
（４‐４）
・今年度の大学における非常勤講師の受諾数は昨年度同様２件であった。
・今年度の博物館実習生の受入人数は１７人で、昨年度に比べて３人増加したが、目標値の２０人を３人下回った。
・学生や院生の指導のための受入人数については、今のところとくに目標値は定めていない。大学側の要望に応じ
て若干名を受け入れている。今年度は、受け入れはなかった。
（４‐５）
・今年度の学会や研究会の当館における開催数は昨年度より１件減少した。これらには毎月例会が開催されるみど

６８ 中期活動目標と自己点検・評価



りクラブが含まれている。目標値は定めていない。
・学会等役員受託数は昨年度より１件増加した。目標値は定めていない。
・学会等の事務局受託数は昨年同様であった。目標値は定めていない。
（４‐６）
・博物館関連団体の委員等受託数は昨年度より１件減少した。目標値は定めていない。
・博物館関連団体加入数は６件で、これらのうち１件は当館が事務局を引き受けている。目標値は定めていない。
・他館等との連携事業数は、昨年度より２件減少した。目標値は定めていない。移動展は５回で、３回は「海を渡っ
た人形」の巡回。そのほか、徳島県博物館協議会において講演会および研修会を実施した。先進地博物館施設調
査も行った。

� 調査研究
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 指標の目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

５‐１ 調査研究活動の推進

課題調査実施状況
２件

（外部との共同１）
３件

（外部との共同２）
３件

（外部との共同３）

個別調査研究の実施
状況

５‐２
外部研究機関等との連
携の推進

共同研究件数 １０件／年 １３件 １７件 １３件

共同研究プロジェ
クト数

３件／年 ２件／年 ４件／年

５‐３
県民参画型調査研究の
推進

県民参画型調査の実
績

２件／年 ３件／年 ３件／年

５‐４
外部資金の獲得による
調査研究事業の推進

科研費申請・採択数
申請６・

採択１件／年
申請３・採択１

申請３・採択０
（継続１）

申請３・採択１
（継続１件）

民間研究助成金獲得
状況

０件 ０件 ０件

５‐５ 調査研究成果の公表

学術論文数
２２本／年

（査読付き４）
３０本

（査読付き５）
２３本

（査読付き５）
２７本

（査読付き９）

学会・研究会での発
表件数

２２回／年 １６回 １５回 ２２回

マスコミへの資料提
供件数

２件／年 １件／年 ２件／年

●自己点検・評価
（５‐１）
・課題別、分野別に調査研究を実施し、それぞれ成果を得た。
・学芸員相互の情報交換や研究資質向上をはかるため、学芸員によるセミナーを３回開催した。今後も継続してい
きたい。
（５‐２）
・今年度は他機関等の研究者との共同研究数について、目標値を達成した。
・共同研究プロジェクトとは、予算的措置を伴う共同研究のことをさす。タンポポ分布調査および文部科学省科学
研究補助金「山の寺」・「最古の現生種化石記録から探る現生貝類群集の成立」と民間研究助成の「有明海及び中
海の里海としての利用慣行と物質文化の相互研究」の４件がこれにあたり、目標を達成した。
（５‐３）
・今年度は継続的している３件があり、目標値を上回った。
（５‐４）
・今年度は、文部科学省および日本学術振興会による科学研究費補助金（科研費）は３件応募があったものの、採
択されたのは１件だけである。１件が継続中である。民間の研究助成金の申請はなかった。

中期活動目標と自己点検・評価 ６９



・徳島県立博物館のような小規模な組織の場合、科研費等の競争的資金の新規獲得は容易ではないと思われるが、
これらの競争的資金や研究助成金等を獲得することによって、費用のかかる研究の開始・継続が可能となる。し
かしこれまでのところ、申請のあった種目のほとんどが「若手研究（B）」（３９歳以下の研究者が対象）であり、
一般的な「基盤研究」の申請が無い状態が続いている。「基盤研究」の申請を増やす対策が必要である。
・科研費以外の補助金についても、情報を収集し積極的に申請し、獲得を目指す必要がある。
・研究課題についても、博物館の特性を生かした課題（たとえば分野の枠を越えた共同研究的なものや、博物館学
に関連したものなど）を設定するなどの工夫が必要である。
（５‐５）
・学術論文数は２７本であり、昨年度の実績を上回り、目標値を達成した。
・学会・研究会での発表は２２件で、目標値を達成した。
・マスコミへの資料提供は「タンポポ調査の成果」と「徳島でのトグロコウイカの発見」の２件であり、目標値を
達成した。

� 資料の収集・保存と活用
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

収集

６‐１ 継続的な資料の収集

収蔵資料点数
H２５年度末で
５１２，０００点

４８１，９８１ ４８９，１４１ ４９０，４０８

新規資料増加点数 ６，０００点／年 ３，５８７ ７，１６０ １，２６７

採集資料件数 ２０件／年 ２８ １９ ２１

購入資料件数 ３件／年 ０ ０ ０

寄贈資料件数 ８０件／年 ７６ ９０ １１０

６‐２ 寄託資料の受入の促進
寄託資料件数 ６２ ６２ ６４

新規寄託件数 ３件／年 １ １ ２

６‐３ 文献資料の充実

図書冊数（雑誌類除く） １２，７１３ １２，９２２

新規受入図書冊数 ３０７ ２０８

寄贈 １９５ １４３

購入 １１０ １１２ ６５

購入雑誌タイトル数 ５９ ４８ ４７

保存

６‐４
収蔵資料データベース
の整備

収蔵資料 DB登録率 ５０％ ４９．６ ４９．７ ４５．６

６‐５ 資料の安全な保存 収蔵庫点件回数 ６回／年

６‐６
常設展示室の資料保存
環境の改善

資料保存環境の状況

６‐７ 収蔵スペースの確保 収蔵スペースの状況

活用

６‐８ 展覧における利用促進

展示利用点数 ６，１７５

常設展 ５，１２７

常設展以外の展示 １，０４８

６‐９ 貸し出し等の促進 資料特別利用等件数 ６０件／年 ８５ ５１ ５３

７０ 中期活動目標と自己点検・評価



●自己点検・評価
（６‐１）
・収蔵資料点数は、前年度より１，２６７点増加し、目標値の年６，０００点を大きく下回った。これはここ１２年間で見ても
最も少ない増加点数である。昨年度、１，０００点以上増加した分野が４分野あったのと対照的に、今年度はどの分
野においても低調であった。今年度は文化の森開園２０周年記念事業などが周年をとおして開催されるなど、収集
保存に係わる余力がなかった可能性が考えられる。
・採集資料件数は前年度より２件多く、目標値を１件上回った。
・購入資料件数は、平成１７年度以降０件である。資料購入費としては１００万円が計上されているが、執行の見込み
は立っていない。
・寄贈資料件数は、前年度より２０件多く、目標値を３０件上回った。
（６‐２）
・新規寄託は２件で目標値より１件少なかった。
（６‐３）
・図書・雑誌については、予算などの状況にもよるので、特に目標値は定めていないが、博物館の重要な資料の一
部であり、調査研究や展示、普及教育活動などの状況の表れでもあるので、評価指標として取り上げている。
・新規受入と書冊数は、寄贈図書および購入図書の減少に伴い減少した。
・購入雑誌タイトルは予算削減に伴い１タイトル削減した。
（６‐４）
・収蔵資料のデータベースへの登録率は、記録を取り始めた平成１６年度には４０．０％であった。１８年度から増加しは
じめ１９年度以降、目標値の５０％にわずかに届かないレベルで推移していたが、本年度やや減少した。
（６‐５）
・収蔵庫あるいは収蔵庫内の区画ごとに資料の安全な保管状況を点検するためのチェックリストを作成を検討中で
ある。これまで、収蔵庫内で作業を行ったときには適宜目視によるチェックは行っているほか、各所に害虫のト
ラップを仕掛け、常時監視している。
（６‐６）
・常設展示室内の空調は温度設定のみ可能で、湿度のコントロールができない。また、近年は省エネルギー化のた
め、空調運転時間が減少しており、カビの発生が懸念される。さいわい、現時点ではカビの発生は確認されてい
ない。
（６‐７）
・資料の増加に伴い、収蔵スペースが減少してきている。収蔵スペースを確保するために、置き場所の変更や収納
の高密度化、収蔵ケース／容器などの工夫などが必要であるが、予算削減や人員削減により進んでいるとはいえ
ない。
（６‐８）
・第２期より収蔵資料の活用状況を把握するための指標として、新たに展示における利用の点数（常設展における
利用と常設展以外の展示における利用）を盛り込んだ。今年度は常設展（部門展示やトピックコーナーなど）に
おいて５，１２７点、常設展以外の展示（企画展や特別陳列、移動展）において１，０４８点の資料を利用した。ただし、
常設展における利用のうち４，６４８点は昆虫標本によって占められている。
（６‐９）
・収蔵資料活用の指標の一つとして、従来より資料特別利用等件数を設けている。これは他館への展示のための貸
し出しや研究者向けの資料の貸し出し、マスコミや出版社への画像の提供などを含んでいる（学校への貸し出し
は含んでいない。これについては［４］普及教育を参照のこと）。今年度は前年度より２件多く、目標値より７
件少なかった。

中期活動目標と自己点検・評価 ７１



� マネージメント（経営）
●中期活動目標及び２２年度実績

中期活動目標の項目 評価指標 目標値 ２０年度実績 ２１年度実績 ２２年度実績

７‐１
利用しやすい博物館を
めざす施設の改善

点検・改善の状況 常設展示の改善

７‐２
博物館認知度の向上と
利用者層の拡大

県民の博物館利用状
況

常設展・企画展に
おけるアンケート
調査

常設展・企画展に
おけるアンケート
調査

常設展・企画展に
おけるアンケート
調査

県外利用者の割合

「郷土の発見」
６．０％
「香りの世界」
７．５％

「シーラカンス展」
１８％
「守住貫魚展」
７．３％

「ヒマラヤ」８％
「藍染めの表象」
１３％
「聖地巡礼」８％

７‐３
県民参画の仕組みづく
り、博物館運営支援組
織のあり方等の検討

ボランティア導入事
業件数

３回（８／９，８／１０，２／
１１）

１２回（８／１，８／２，８／
８，８／９，８／２２，９／
２７，１１／３，１１／８，１１／
１５，１１／２２，１２／２０，
２／１１）

準備会合３２回
３回（８／７，１１／２３，
２／１１）

ボランティア活動参
加者数

１２人＋９人
（イベント開催日
の参加）

２２人
８人（８／７），６人
（１１／２３），８人＋
４人（２／１１）

運営支援組織の検討
状況

文化庁芸術拠点形
成事業「『八万町
の昔を探ろう』か
ら 地 域 を プ ロ
デュースするプロ
ジェクト」の実施

文化庁美術館・博
物館活動基盤整備
支援事業「阿波の
先人を通じたふる
さと学習プログラ
ム」の実施

文化庁美術館・歴
史博物館基盤整備
支援事業「徳島平
和ミュージアムプ
ロジェクト」の実
施

７‐４
設置者による理解及び
外部資金の獲得

博物館予算の状況
２月補正後

４３，３２２千円
２月補正後

３５，２６４千円
２月補正後

４４，１２４千円

外部資金獲得数

７‐５
防災意識の向上と危機
管理体制の強化

防災訓練の実施状況

自衛消防隊総合訓
練６月、１２月

自衛消防隊総合訓
練６月、１２月

自衛消防隊総合訓
練６月、１２月；文
化財防火デー１月
２８日

危機管理体制の整備
状況

７‐６
職員の意識改革と資質
の向上

取り組み状況
民博でのマネジメ
ント系の研修

７‐７
博物館評価システムの
構築

中期活動目標の状況
第２期の中期活動
目標を策定する

今後のあり方を検
討するワーキング
グループを設置

自己点検評価の状況

１９年度事業自己点
検・評価を年報、
HPに掲載；自己
点検・評価の再検
討に着手

２０年度事業と第１
期５年間の事業自
己点検・評価を年
報、HPに掲載

２１年度事業自己点
検・評価を年報，
HPに掲載

外部評価の状況
博物館協議会

９月２６日
博物館協議会

９月１８日
博物館協議会

９月３０日

●自己点検・評価
（７‐１）
・展示室のラベルを見やすくするなどの改善を行った。

７２ 中期活動目標と自己点検・評価



（７‐２）
・県外利用者の割合は、３つの企画展で調査した。どの企画展も１０％前後が県外利用者であった。
（７‐３）
・公募ボランティアや友の会会員などに、文化の森開園２０周年事業のイベント、サマーフェスティバルと大秋祭り
に参画してもらった。なお、タンポポ調査には、多くの人にボランティアとして協力いただいた。
（７‐４）
・厳しい財政状況の中、館運営予算は２１年度より約４，０００千円増加した。聖地巡礼展開催事業費が展覧事業費と別
に確保されたことによる。本年度は、前年度比２０％削減という非常に厳しいシーリングであった。
・資料購入費は１００万円が計上されたが、執行保留のため資料購入はできず、２月補正予算で全額減額された。
（７‐５）
・年２回の防災訓練は、３館合同で実施された。
・停電、盗難、けが人や病人の発生等に備えた防災マニュアルも整備していく必要がある。
（７‐６）
・国立民族学博物館で開催された博学連携ワークショップに職員を派遣した。今後も意識改革と資質の向上を図り
たい。
（７‐７）
・２１年９月に策定した第２期の「徳島県立博物館の中期活動目標」に基づき、２２年度事業の自己点検・評価を行い、
その内容を年報やホームページに掲載した。また、９月の博物館協議会において討議いただいた（外部評価）。
・中期活動目標に基づく実践、自己点検・評価をきちんと行い、博物館活動の改善・活性化に結びつけるために、
全職員がいま一層の意識統一を図ることが大切である。
・徳島県立博物館の将来像を見据え、第３期中期活動計画目標の策定に向けて、ワーキンググループを設置し、さ
まざまな角度からの検討を始めた。

中期活動目標と自己点検・評価 ７３



� 観 覧 者 統 計

平成１４年度から小・中・高校生の土曜、日曜、祝日及び長期休業中は、常設展、企画展とも無料になったため、
無料観覧者数が大きく増えている。そのために、１３年度までの無料入館者とまったく同質の表示はできなくなった。
累計表においてはすべての区分での入館者数を表示するのは困難であるため、１３年度までの方式で表示したものも
ある。

●平成２２年度 博物館常設展観覧者数 （単位：人）

月

開

館

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 個 人 無
料
観
覧
者
計

一般
高校・
大学生

小・中
学 生

一般
高校・
大学生

小・中
学 生

大 人 高校・
大学生

小・中
学 生

幼稚・保育園 小学校 中学校 高校 計
小学生 中学生 高校生 その他

高齢者 障害者 計 園
数 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

４
月 ２６ ５５８ ２３ １５ １６ ０ ０ ９４ ２１ １１５ ０ ０ ７２７ １ ９ １ ５６ ３ ２６３ １ ３５ ６ ３６３ ５１１ ６６ ３１ ４９３ １，４６４ ２，１９１
５
月 ２６ ４６８ ９ ３ ８４ ０ ０ ８０ １８ ９８ ０ ０ ６６２ １ ５３ １４ １，１８０ １ ４６ ０ ０ １６ １，２７９ ９２０ ４０ ５６ １，４９６ ３，７９１ ４，４５３
６
月 ２６ ５００ １０ ２ ２８ ０ ０ １１８ ２５ １４３ １ ０ ６８４ ２ ２７ ２ １８８ ２ １６ １ ３０ ７ ２６１ ３１３ ２１ ３０ ２７５ ９００ １，５８４
７
月 ２７ ７０６ ２２ ４ ６９ ０ １ １６０ ２３ １８３ ０ ０ ９８５ ２ ４１ ０ ０ ０ ０ １ １１９ ３ １６０ ７４１ ５６ ４９ ６３４ １，６４０ ２，６２５
８
月 ２６ １，４５５ ６６ ０ １０６ ２ ０ ２０５ ５２ ２５７ ０ ０ １，８８６ １ ９８ １ １０２ ０ ０ １ １５ ３ ２１５ １，９９３ １３５ ６８ ２，４２３ ４，８３４ ６，７２０
９
月 ２６ ５１３ ３３ ８ ３７ ３８ ２ １１９ ２８ １４７ １ ０ ７７９ １ １５ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １５ ４５５ ２４ １３ ７１８ １，２２５ ２，００４
１０
月 ２７ ４４７ １３ ２ １３４ ０ ０ １１８ ２７ １４５ ０ ０ ７４１ ４ ２８０ １５ ９３５ １ １３９ １ ６６ ２１ １，４２０ ３８９ ６５ ３７ ５２１ ２，４３２ ３，１７３
１１
月 ２５ ３０５ ２３ ５ ３６ ０ ０ ６３ ４ ６７ ０ ０ ４３６ ６ ２０３ ９ ６７２ ２ ４０ １ １５ １８ ９３０ ８２９ ３０ ２１ ２，０２３ ３，８３３ ４，２６９
１２
月 ２３ ３３７ １２ ２ １５ ０ ０ ８２ １２ ９４ ０ ０ ４６０ ０ ０ ２ ８４ ０ ０ ０ ０ ２ ８４ ２５６ １４ ２９ ３９０ ７７３ １，２３３
１
月 ２３ ４４５ ３３ ０ ３１ ０ ０ １１７ ２３ １４０ ０ ０ ６４９ １ １６２ １ １２１ ０ ０ ０ ０ ２ ２８３ ３３４ ２５ １２ ４５８ １，１１２ １，７６１
２
月 ２４ ４０５ ２８ ２ ４３ ０ ０ ７１ １４ ８５ ０ ０ ５６３ ２ １１８ ７ ２４４ １ ８ ０ ０ １０ ３７０ ６７０ ３８ １５ １，１２７ ２，２２０ ２，７８３
３
月 ２７ ４９２ ３５ １０ ３５ ０ １ ８１ １８ ９９ ０ ０ ６７２ １０ ４１４ ２ １４ ０ ０ ０ ０ １２ ４２８ ４４３ ５１ １５ ６４９ １，５８６ ２，２５８

計 ３０６ ６，６３１ ３０７ ５３ ６３４ ４０ ４ １，３０８ ２６５ １，５７３ ２ ０ ９，２４４ ３１ １，４２０ ５４ ３，５９６ １０ ５１２ ６ ２８０１０１ ５，８０８ ７，８５４ ５６５ ３７６１１，２０７２５，８１０３５，０５４

●常設展観覧者数累計（平成２年度～平成２２年度） （単位：人）

年

度

開

館

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 そ

の

他

無
料
観
覧
者
計

一般
高校・

大学生

小・中

学 生
一般

高校・

大学生

小・中

学 生

大人 高校・

大学生

小・中

学 生

幼稚・保育園 小学校 中学校 高 校 計
第
２
・
４
土

無

料

入高齢者 障害者 計 園
数 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

２ １１８ ４９，５１２ ４，２１８ １６，１６３ ６，６８６ ７６ １，６０３ ９，７８８ ５７１ １０，３５９ ５７ ４８ ８８，７２２ ５５ ４，８７７ ６ ６４０ １２ １，９７２ ７３ ７，４８９ １，０６６ ８，５５５ ９７，２７７

３ ３０１ ５５，５７８ ４，７４９ ２０，２８７ ６，８７６ ２７１ １，４２１ ９，３１９ ７０９ １０，０２８ １９ ５３ ９９，２８２ ２０２ ２６，１６５ ４４ ６，９６０ ２１ ２，４４３ ２６７ ３５，５６８ ２，２６７ ３７，８３５１３７，１１７

４ ２９９ ３３，１５０ ３，３１８ １２，５０５ ３，２８５ １９４ ４２０ ４，４８２ ４４６ ４，９２８ ４８ １３ ５７，８６１ １１４ １０，７８１ ２３ ３，７０９ １４ ３，３０５ １５１ １７，７９５ １，４０１ ２，０７６ ２１，２７２ ７９，１３３

５ ３００ ２８，７６２ ２，４１３ １０，９７４ ２，６２９ ２５１ ３６４ ３，３０６ ２３９ ３，５４５ ２ ３ ４８，９４３ ５ ２９３ １１８ １２，２０４ ２２ ２，９３９ ６ ８３２ １５１ １６，２６８ １，３９８ ２，８７１ ２０，５３７ ６９，４８０

６ ２９９ ２０，６４０ １，７１２ ８，１４９ １，８０７ １５９ ３３０ ２，３９９ １５０ ２，５４９ ５ １８ ３５，３６９ ３８ ２，５４７ ９０ ７，９８０ ２２ ３，２４６ ９ ７３０ １５９ １４，５０３ １，１９５ １，０８０ １６，７７８ ５２，１４７

７ ３００ １９，９５０ １，３５３ ７，５５６ ８６７ ２２０ ２１７ ２，６３９ ２４３ ２，８８２ ３ ０ ３３，０４８ ２７ １，５４２ ９９ ８，６４１ ２０ ３，３１１ ４ ２５３ １５０ １３，７４７ ２，０８５ ７，４９３ ２３，３２５ ５６，３７３

８ ３０５ １３，２９４ ９２２ ５，３２６ ８９１ ４４ ９６ １，６９９ １４４ １，８４３ ３ １５ ２２，４３４ ３０ １，７８８ ８１ ８，１１４ １８ ２，７８０ ７ ７７６ １３６ １３，４５８ １，３９０ １９，８３９ ３４，６８７ ５７，１２１

９ ３０６ １１，１１５ ７９１ ３，９５７ ７０６ １４９ ５３ １，５６３ ２１９ １，７８２ １７ ３ １８，５７３ ２４ １，２６１ ８０ ６，０５９ ２１ ２，９９４ ７ ７４６ １３２ １１，０６０ ８２９ １４，２５８ ２６，１４７ ４４，７２０

１０ ３０７ １０，０３９ ７００ ４，００８ ４４６ ２８ ９３ １，１２９ １３５ １，２６４ １ １１ １６，５９０ １６ ９９０ ５２ ３，８２３ ８ ９８８ ５ ９５４ ８１ ６，７５５ １，３３７ １４，２０９ ２２，３０１ ３８，８９１

１１ ３０７ ８，７７８ ６４２ ３，５９５ ３９０ １４８ ８９ １，０２７ １７９ １，２０６ １ ２１ １４，８７０ ２５ ９１３ ６２ ４，３２３ １２ １，４７２ ７ ５８３ １０６ ７，２９１ １，８８１ １３，８４６ ２３，０１８ ３７，８８８

１２ ３０６ ８，６５３ ４８４ ３，３５１ ４５６ １５３ １３２ １，３７１ ２４１ １，６１２ １ １０ １４，８５２ ３３ １，２７０ ５８ ３，６５４ １１ １，９０５ ６ ５４６ １０８ ７，３７５ ２，１６１ １３，７４４ ２３，２８０ ３８，１３２

１３ ３０６ ６，９５０ ４１８ ２，８１０ ６０８ ３ ５６ １，２１７ １３２ １，３４９ ３ ８ １２，２０５ ２０ ９２０ ５８ ２，７７１ １４ １，４０９ ６ ４４１ ９８ ５，５４１ ２，２７５ １２，０１７ １９，８３３ ３２，０３８

１４ ３０６ ７，６６１ ３７２ １３０ ３８１ ６８ ８９ １，１２６ ２０６ １，３３２ １ ０ １０，０３４ ２５ １，１５８ ４２ ３，３８２ ８ １，００６ ６ ６３０ ８１ ６，１７６ １１，３７３ ９，７６６ ２７，３１５ ３７，３４９

１５ ３０７ ８，７２４ ３６３ １１１ ３８０ １１７ ２ １，４９０ １２５ １，６１５ １ ０ １１，３１３ ２７ １，３６５ ５５ ４，１０５ ５ ４４７ ６ ５７１ ９３ ６，４８８ １１，７３２ １０，２６４ ２８，４８４ ３９，７９７

１６ ３０５ ９，７６９ ３９３ １１４ ６０８ ６３ １ １，８０３ ２０８ ２，０１１ １ ４ １２，９６４ ３８ １，３９３ ７３ ４，０６３ １３ ７３０ ８ ２８２ １３２ ６，４６８ １３，５３２ １１，７０５ ３１，７０５ ４４，６６９

１７ ３０６ ７，５７０ ２８１ ７３ ３５６ ９５ ２ １，６１６ ２７１ １，８８７ ０ １ １０，２６５ ３２ １，２４０ ５２ ３，４４０ １１ ７８９ ２ ３１４ ９７ ５，７８３ １０，４３２ ９，１５７ ２５，３７２ ３５，６３７

１８ ３０７ ８，９１７ ４１３ ４６ ５６６ ５ ０ １，４５１ １７６ １，６２７ ０ １ １１，５７５ ３９ １，５７９ ６１ ４，４７２ １２ ６０５ ５ ５１１ １１７ ７，１６７ １１，２５２ １１，４８１ ２９，９００ ４１，４７５

１９ ３０８ ７，６５１ ３５１ ７８ ５０４ １３ ２ １，４８０ ２３０ １，７１０ ３ ０ １０，３１２ ３４ １，４５３ ６２ ４，０５６ ８ ６０９ ３ ２５７ １０７ ６，３７５ １０，４４８ １３，４９７ ３０，３２０ ４０，６３２

２０ ３０６ ６，７８５ ３８６ ５４ ４７４ ３７ ０ １，１２２ １７７ １，２９９ ０ ２ ９，０３７ ３３ １，３６４ ５６ ３，２４１ ６ ５４３ ２ ５４ ９７ ５，２０２ １０，３５２ １２，５８０ ２８，１３４ ３７，１７１

２１ ３０７ ７，６０８ ３５７ ７１ ６６１ ３８ １ １，３３０ ３２５ １，６５５ １ ２ １０，３９４ ３３ １，３９７ ６９ ４，８９２ １５ ８２８ ５ ４５４ １２２ ７，５７１ １１，０４２ １３，４２２ ３２，０３５ ４２，４２９

２２ ３０６ ６，６３１ ３０７ ５３ ６３４ ４０ ４ １，３０８ ２６５ １，５７３ ２ ０ ９，２４４ ３１ １，４２０ ５４ ３，５９６ １０ ５１２ ６ ２８０ １０１ ５，８０８ ８，７９５ １１，２０７ ２５，８１０ ３５，０５４

計 ６，２１２３３７，７３７ ２４，９４３ ９９，４１１ ３０，２１１ ２，１７２ ４，９７５ ５２，６６５ ５，３９１ ５８，０５６ １６９ ２１３５５７，８８７５１０ ２３，８９３１，５９３１３４，６３９３０９ ３８，４２２１４７ １６，９３４２，５５９２１３，８８８１１４，９１０２０７，８４５５３６，６４３１，０９４，５３０

７４



●企画展観覧者数累計（平成３～２２年度） （単位：人）

開 催

日 数

有 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減免（割引５０％）
有 料

観覧者計

無 料

観覧者計一 般
高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生
一 般

高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生

一 般 高 校 ・

大 学 生

小 ・ 中

学 生高齢者 障害者 計

平成３年度 １２０ １４，３３３ １，０７８ ３，７９６ ４０４ ３０ ６６１ ２，５４１ ８４ ２，６２５ ２０ ２ ２２，９４９ １，２８８ ２４，２３７

平成４年度 ８６ １２，２６９ ９１５ ６，８５６ ４７６ ５５ １４７ １，１７６ ５０ １，２２６ ０ ５ ２１，９４９ １，１４３ ２３，０９２

平成５年度 １０４ １０，２５８ １，００２ ４，４７５ ２７５ ２７ ３９６ ９８０ ２８ １，００８ ２ ０ １７，４４３ １，７３２ １９，１７５

平成６年度 １１２ ７，５９３ ７０８ １，０６０ ２２２ ０ ２７７ １，２６４ ３６ １，３００ ０ ６ １１，１６６ ８，５９２ １９，７５８

平成７年度 ９４ ８，４３２ ７６９ ４，３７４ ８３ １０ ７４４ ８６２ ５５ ９１７ ０ ３ １５，３３２ １７，２１３ ３２，５４５

平成８年度 １１４ ７，０４４ ８６９ ２，６８１ ２８ ３７ １，３３０ １，０５４ ６４ １，１１８ ３３ １ １３，１４１ ２，９６０ １６，１０１

平成９年度 ９５ ６，０２２ ４７２ １，５２５ ４７ １３ ８２０ １，２６２ ５３ １，３１５ ４ １ １０，２１９ １，９８１ １２，２００

平成１０年度 １０７ ６，３６４ ２６６ ３，７６６ ５３ ３ １，３６７ ６６０ ７１ ７３１ ０ １５ １２，５６５ ３，４７６ １６，０４１

平成１１年度 ８３ ５，８０２ ４６９ １，０５６ １１４ ７８ ９０４ １，４４９ ８６ １，５３５ ０ ７ ９，９６５ ２，７７３ １２，７３８

平成１２年度 １４５ ５，２２５ ３３６ ２，１８６ ３０ ０ ７９ ９１４ ５８ ９７２ ０ ６ ８，８３４ ２４，５８１ ３３，４１５

平成１３年度 ９０ ６，３０２ ４４４ ７３４ １４６ ３７ １９７ ２，１３７ ８５ ２，２２２ ２ ５ １０，０８９ ２，０７０ １２，１５９

平成１４年度 ９３ ４，３８１ １３５ ３６ ３４ ０ ０ ８５７ ３６ ８９３ ０ ０ ５，４７９ ７，７５６ １３，２３５

平成１５年度 １０２ ４，８２２ １７３ ５０ ３２ ０ ０ １，０８２ ５４ １，１３６ ０ ０ ６，２１３ １８，６６４ ２４，８７７

平成１６年度 ９９ １２，４７４ ３１０ １１８ ６５ ３５ ０ １，２１１ ９４ １，３０５ ０ ３ １４，３１０ １８，５００ ３２，８１０

平成１７年度 ９８ ６，３３１ ２７１ ２６ １２ １２ ０ １，３８５ ６３ １，４４８ ０ ０ ８，１００ １０，３４４ １８，４４４

平成１８年度 １２５ ７，７６５ ２４８ ３４ １４０ ０ ０ １，２４５ １３６ １，３８１ ０ ０ ９，５６８ １３，７１７ ２３，２８５

平成１９年度 １１５ １３，１７８ ２８６ ６０ ４５２ ４ ２ １，６３３ ３２１ １，９５４ ０ ０ １５，９３６ ２２，３２７ ３８，２６３

平成２０年度 ９７ ６，３７６ ２０９ ６ １８５ ２ ０ １，０２６ １７５ １，２０１ ３ ０ ７，９８２ １３，２２５ ２１，２０７

平成２１年度 ７７ ５，９６７ ２１８ ４９ ２３４ １ １ １，２６３ １８２ １，４４５ １ ２ ７，９１８ １１，２３９ １９，１５７

平成２２年度 ９８ ３，５９６ １４２ １６ １３８ ０ ０ １，７７１ １３４ １，９０５ ０ ０ ５，７９７ ６，６６８ １２，４６５

総 合 計 ２，０５４ １５４，５３４ ９，３２０ ３２，９０４ ３，１７０ ３４４ ６，９２５ ２５，７７２ １，８６５ ２７，６３７ ６５ ５６ ２３４，９５５ １９０，２４９ ４２５，２０４

●特別陳列観覧者数累計（平成４～２２年度）
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

第１回館蔵品展 平５．２．１６～３．２１ ２９ ６，７１２

掘ったでよ阿波 平６．２．１～２．２７ ２３ ４，０９０

掘ったでよ阿波 平７．１．１３～２．５ ２１ ３，１６５

第２回収蔵品展 平８．２．１６～３．１７ ２７ ５，３５８

第３回館蔵品展「自然コレクション」 平１１．７．１７～８．２９ ３８ ２２，３７２

写生大会作品展 平１２．１２．５～１２．２４ １８ １，８５０

勝瑞時代―細川・三好氏と阿波― 平１３．１０．２５～１１．２５ ３２ ５，７６６

丹波マンガン鑛山の記録
―在日コリアンの労働史― 平１４．６．２５～７．７ １２ １，１９５

楠コレクションの美術・歴史資料 平１５．１．２１～３．２ ３６ ４，６５５

知里幸恵生誕１００年記念巡回展 自由の天地を求めて
―知里幸恵『アイヌ神謡曲集』への道― 平１５．７．１９～７．２７ ８ １，３１７

日本刀の美―赤羽刀とその他の館蔵品― 平１６．１．２７～３．７ ３５ ８，６９８

収蔵品展 平１６．６．１８～７．１９ ２８ ５，７０３

ひまわり作品展 平１６．１２．１７～１２．１９ ３ ３，２２１

トクシマ・木工芸の道具と技 平１８．１．８～１．２９ １９ ３，４７５

吉野川の渡し 平１８．２．１８～３．１９ ２６ ３，８４８

旅と祈りの道─阿波の巡礼─ 平１９．１．１９～３．１８ ５１ ７，２００

徳島城下町の世界 平２０．１．１７～３．２ ４０ ５，１６８

空から見た徳島 平２１．１．２７～３．１５ ４２ ７，５１７

蝶に魅せられて
─愛好家たちのコレクション─ 平２１．７．１８～８．３０ ３８ ９，７７７

八万町の昔を探ろう 平２１．９．１９～１０．４ １４ １，８８６

マンダラ
─チベット・ネパールの仏たち─

平２１．１２．１２～
平２２．２．７ ４４ １３，１１８

海を渡った人形と戦争の時代 平２２．７．１７～９．５ ４４ １０，３６４

合 計 ６２８ １３６，４５５

●平成２２年度 博物館企画展観覧者数 （単位：人）
企

画

展

名

開

催

期

間

開

催

日

数

有 料 観 覧 者 無 料 観 覧 者 観
覧
者
総
数

個 人 団体（割引２０％） 減 免（割引５０％） 有
料
観
覧
者
計

学 校 教 育 個 人 無
料
観
覧
者
計

一

般

高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

一

般

高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

一 般 高
校
・
大
学
生

小
・
中
学
生

幼稚・
保育園 小学校 中学校 高 校 計 小

学
生

中
学
生

高
校
生

そ
の
他高齢者 障害者 計 園 人数 校 人数 校 人数 校 人数 校 人数

第１回企画展
「ヒマラヤ」

H２２．４．２９
H２２．６．６ ３４ １，９２７ ４０ ９ ９３ ０ ０ ９１６ ５０ ９６６ ０ ０ ３，０３５ ２ ６１ １７ １，４２４ １ ４６ ２ ９９ ２１ １，６３０ ５８０ ６２ ４４ ５５８ ２，８７４ ５，９０９

第２回企画展
「藍染めの表象」

H２２．１０．５
H２２．１１．１１ ３０ ７０９ ５２ １ ２３ ０ ０ ４２９ ３５ ４６４ ０ ０ １，２４９ ５ ３０８ １８ １，０９０ １ １３９ ２ ８１ ２６ １，６１８ ２００ ３８ ２２ ４１０ ２，２８８ ３，５３７

第３回企画展
「聖地★巡礼」

H２３．２．１１
H２３．３．２１ ３４ ９６０ ５０ ６ ２２ ０ ０ ４２６ ４９ ４７５ ０ ０ １，５１３ １２ ５３２ ７ １００ １ ８ ０ ０ ２０ ６４０ ２５７ ２９ ２１ ５５９ １，５０６ ３，０１９

合 計 ９８ ３，５９６ １４２ １６ １３８ ０ ０ １，７７１ １３４ １，９０５ ０ ０ ５，７９７ １９ ９０１ ４２ ２，６１４ ３ １９３ ４ １８０ ６７ ３，８８８ １，０３７ １２９ ８７ １，５２７ ６，６６８ １２，４６５

●移動展観覧者数
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

昆虫の世界（海南町立博物館） 平１４．１０．２６～１１．２４ ２６ １，３２８

日本画書展－江戸から昭和まで－
（藍住町歴史館藍の館） 平１６．１２．２～１２．２７ ２６ ８９８

戦争体験（藍住町立図書館） 平１７．８．３～８．１８ １４ ２，３４２
昆虫展（藍住町立図書館） 平１７．８．１９～９．１１ ２１ ３，２１０

北アメリカの植物（松茂町立歴史民俗資料館） 平１８．２．４～３．５ ２６ １，８６７
海陽町の指定植物・北アメリカの植物

（海陽町立博物館） 平１８．７．２２～８．２７ ３２ ４８１

牟岐大島の考古資料
（牟岐町海の総合文化センター） 平１９．４．２６～５．１５ ２０ ３５３

阿波の板碑（阿南市立阿波公方・民俗資料館） 平１９．６．５～７．２２ ４２ １９７
中世阿波の板碑（藍住町歴史館藍の館） 平１９．８．２～８．２７ ２４ ４，５４０

くらしの中の藍染め
（東かがわ市歴史民俗資料館） 平１９．１０．２０～１１．１８ ２６ ２９１

丹波恐竜フェスティバル
（兵庫県立人と自然の博物館） 平２０．５．３～５．５ ３ ４，３３９

和泉層群の化石（東かがわ市歴史民俗資料館） 平２０．７．１９～８．３１ ３８ ５２３
海部郡の古代・中世（日和佐図書・資料館）平２０．７．１９～９．７ ４４ ４３１

那賀川平野の貝化石
（阿南市立阿波公方・民俗資料館） 平２０．９．２５～１１．９ ４１ ９５６

達磨絵百態 横山天然の世界
（藍住町歴史館藍の館） 平２１．４．４～４．２９ ２２ ２５０

知らせる道具・広告（東かがわ市歴史民俗資料館） 平２１．７．１８～８．３１ ３９ ４２５
浜辺の植物（海陽町立博物館） 平２１．７．２５～８．３０ ３２ ４０１

国会議事堂の石（阿南市立阿波公方・民俗資料館） 平２１．９．２５～１１．５ ３６ ３１８
世界の昆虫（吉野川市美郷ほたる館） 平２１．１１．２１～平２２．１．２５ ５２ ２２０
“ジオプラザ阿南”那賀川流域と県南
部地域の化石展－化石が教えてくれる
もの－（阿南市科学センター）

平２２．７．１７～８．１５ ２６ １，４３１

「旅をするチョウ・アサギマダラと県
南のトンボ展」（日和佐図書・資料館） 平２２．７．２１～９．５ ４１ ８２０

巡回展「海を渡った人形と平和の願い」①
（貞光ゆうゆう館） 平２２．９．１８～９．２０ ３ １，４６７

巡回展「海を渡った人形と平和の願い」②
（海陽町立博物館） 平２２．９．２３～１０．３ １０ ３６０

巡回展「海を渡った人形と平和の願い」③
（松茂町歴史民俗資料館） 平２２．１０．９～１０．１７ ８ １，２４２

合 計 ６５２ ２８，６９０

観覧者統計 ７５
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●企画展観覧者数（平成３～２２年度）

●常設展観覧者数（平成２～２２年度）●人権啓発展等観覧者数
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

２０００年度同和問題啓発展 平１２．８．２６～９．８ １２ １，５６１

２００１年度同和問題啓発展 平１３．８．４～８．１２ ８ １，２９０

〃 第 ２ 回 平１３．１２．４～１２．９ ６ ８４７

２００２年度同和問題啓発展 平１４．７．２７～８．４ ８ １，０６６

〃 第 ２ 回 平１４．１２．３～１２．８ ６ ６６９

２００３年度人権問題啓発展 平１５．８．２～８．１０ ８ １，４１４

〃 第 ２ 回 平１５．１２．２～１２．７ ６ ９１１

２００４年度人権問題啓発展 平１６．８．７～８．１５ ８ １，５６８

〃 第 ２ 回 平１６．１２．７～１２．１２ ６ ７５３

２００５年度人権問題啓発展 平１７．８．６～８．１４ ８ １，５９４

〃 第 ２ 回 平１７．１２．６～１２．１１ ６ ６５６

２００６年度人権問題啓発展 平１８．８．５～８．１３ ８ １，５３２

〃 第 ２ 回 平１８．１２．５～１２．１０ ６ ５８９

２００７年度人権問題啓発展 平１９．１２．４～１２．９ ６ ５８９

２００８年度人権問題啓発展 平２０．１２．２～１２．７ ６ ５９９

２００９年度人権問題啓発展 平２１．１２．１～１２．６ ６ ４３０

２０１０年度人権問題啓発展 平２２．１１．３０～１２．５ ６ ６７０

合 計 １２０ １６，７３８

●その他（啓発展を除く共催事業）観覧者数（平成１５年度～）
展 示 会 名 開催期間 開催日数 観覧者総数

２１世紀館との共催事業（アイヌ工芸品展） 平１５．７．１９～８．３１ ３８ ３０３

全国高等学校総合文化祭 平１６．７．３０～８．３ ５ ２，５０８

人形ウィーク 平１７．８．２０～８．２８ ８ １，８２４

ふれあい生きもの展 平１８．３．２５～３．２６ ２ ５５５

子どもの絵 平１８．４．２９～５．７ ８ ３，３４１

愉快な森のコンサート 平１８．５．５ １ ９５０

日本古生物学会 平１９．２．２～２．３ ２ ３２５

パラタクソノミスト養成講座 平１９．２．１７～２．１８ ２ ２６

第２２回国民文化祭・とくしま２００７ 平１９．１０．２７～１１．４ ９ ７１，２４４

「天正の落日と曙光―守護町勝瑞から
城下町徳島へ―」（徳島城博物館）

平１９．１２．４
～平２０．１．２７ ４１ ４，０２１

夏休み人権セミナー「戦争とくらし」 平２０．８．３ １ ４２

科学体験フェスティバル in 徳島
（徳島大学） 平２０．８．９～８．１０ ２ １，１９２

２００８年度鳴門史学会研究大会 平２０．１０．１８ １ ８０

かんさい自然フェスタ２００８
（大阪市立自然史博物館） 平２０．１１．１５～１１．１６ ２ １０，０５０

科学体験フェスティバル in 徳島
（徳島大学） 平２１．８．８～８．９ ２ １，２１２

スタジオジブリ・レイアウト展（２１年度）平２２．２．２０～３．３１ ３４ ３３，６１８

スタジオジブリ・レイアウト展（２２年度）平２２．４．１～４．１８ １６ ２５，１１３

軌跡－継続と蓄積－ 平２２．１０．２３～１１．２３ ２７ ４，１６５

「四国遍路と地域文化」を考える 平２３．２．５ １ ５３

鳥居龍蔵記念博物館ミュージアムトーク 平２３．３．２１ １ ７０

合 計 ２０３ １６０，６９２

※平成１２～１４年度のその他は、人権啓発展のみ。

●博物館利用者総数年度別一覧
常 設 展 常 設 展

観覧者合計
企 画 展
観 覧 者

特 別 陳 列
観 覧 者 移 動 展 普 及 行 事

参 加 者 そ の 他 利 用 者 総 数
有料観覧者 無料観覧者

２ 年 度 ８８，７２２ ８，５５５ ９７，２７７ ０ ０ ６４６ ９７，９２３
３ 年 度 ９９，２８２ ３７，８３５ １３７，１１７ ２４，２３７ ０ １，３８７ １６２，７４１
４ 年 度 ５７，８６１ ２１，２７２ ７９，１３３ ２３，０９２ ６，７１２ １，７１８ １１０，６５５
５ 年 度 ４８，９４３ ２０，５３７ ６９，４８０ １９，１７５ ４，０９０ １，６８６ ９４，４３１
６ 年 度 ３５，３６９ １６，７７８ ５２，１４７ １９，７５８ ３，１６５ ２，８４３ ７７，９１３
７ 年 度 ３３，０４８ ２３，３２５ ５６，３７３ ３２，５４５ ５，３５８ ４，１３２ ９８，４０８
８ 年 度 ２２，４３４ ３４，６８７ ５７，１２１ １６，１０１ ０ ２，４１９ ７５，６４１
９ 年 度 １８，５７３ ２６，１４７ ４４，７２０ １２，２００ ０ ２，２３２ ５９，１５２
１０ 年 度 １６，５９０ ２２，３０１ ３８，８９１ １６，０４１ ０ １，８９０ ５６，８２２
１１ 年 度 １４，８７０ ２３，０１８ ３７，８８８ １２，７３８ ２２，３７２ ２，４６１ ７５，４５９
１２ 年 度 １４，８５２ ２３，２８０ ３８，１３２ ３３，４１５ １，８５０ ４，５１３ １，５６１ ７９，４７１
１３ 年 度 １２，２０５ １９，８３３ ３２，０３８ １２，１５９ ５，７６６ ３，６３４ ２，１３７ ５５，７３４
１４ 年 度 １０，０３４ ２７，３１５ ３７，３４９ １３，２３５ ５，８５０ １，３２８ ３，４１４ １，７３５ ６２，９１１
１５ 年 度 １１，３１３ ２８，４８４ ３９，７９７ ２４，８７７ １０，０１５ ４，５０１ ２，６２８ ８１，８１８
１６ 年 度 １２，９６４ ３１，７０５ ４４，６６９ ３２，８１０ ８，９２４ ８９８ ３，６９２ ４，８２９ ９５，８２２
１７ 年 度 １０，２６５ ２５，３７２ ３５，６３７ １８，４４４ ７，３２３ ７，４１９ ５，９４４ ４，６２９ ７９，３９６
１８ 年 度 １１，５７５ ２９，９００ ４１，４７５ ２３，２８５ ７，２００ ４８１ ６，１４３ ６，７６３ ８５，３４７
１９ 年 度 １０，３１２ ３０，３２０ ４０，６３２ ３８，２６３ ５，１６８ ５，３８１ ５，１４０ ７５，８５４ １７０，４３８
２０ 年 度 ９，０３７ ２８，１３４ ３７，１７１ ２１，２０７ ７，５１７ ６，２４９ ６，０４１ １１，９６３ ９０，１４８
２１ 年 度 １０，３９４ ３２，０３５ ４２，４２９ １９，１５７ ２４，７８１ １，６１４ ８，５３５ ３５，２６０ １３１，７７６
２２ 年 度 ９，２４４ ２５，８１０ ３５，０５４ １２，４６５ １０，３６４ ５，３７６ １０，３２９ ３０，０７１ １０３，６５９
累 計 ５５７，８８７ ５３６，６４３ １，０９４，５３０ ４２５，２０４ １３６，４５５ ２８，７４６ ８３，３００ １７７，４３０ １，９４５，６６５

・特別陳列は自主事業のみの観覧者数。その他は、人権啓発展と共催事業を合わせた観覧者数。

７６ 観覧者統計



１．沿革

昭和３４年１２月 旧博物館（徳島県博物館）設置及び開館
（旧博物館に関する沿革は「徳島県博物館３０年史」参照）

昭和５５年１月 文化の森構想発表
４月 置県百年記念文化施設等整備基金設置

昭和５６年２月 文化の森懇話会報告書提出
昭和５７年３月 文化の森建設地を徳島市八万町向寺山及び寺山に決定

１２月 博物館基本構想検討委員会を設置
昭和５８年３月 文化の森総合公園を都市計画決定
昭和５９年１月 博物館基本構想検討委員会が「徳島県立博物館基本構想報告書」を知事に提出

４月 美術品等取得基金設置
５月 博物館資料収集展示委員会を設置

昭和６０年８月 文化の森総合公園起工式挙行、基盤整備工事に着手
徳島県とアルゼンチン共和国ラプラタ大学との相互贈与に関する合意書締結

昭和６１年３月 文化の森の各文化施設基本設計（文書館を除く）及び博物館展示基本設計完了
昭和６２年３月 各文化施設実施設計及び博物館展示実施設計完了

８月 各文化施設（文書館を除く）建設工事着手
昭和６３年７月 博物館展示工事着手
平成元年４月 旧博物館展示室閉室

１２月 博物館・近代美術館・２１世紀館棟本体工事竣工
平成２年３月 旧博物館閉鎖

４月 文化の森総合公園文化施設条例施行により、博物館（徳島県立博物館）及び博物館協議会設置
１０月 博物館展示工事竣工
１１月 文化の森総合公園開園、博物館開館

平成３年２月 博物館資料収集委員会設置
平成４年３月 日本育英会の第一種学資金の返還を免除される職を置く研究所等に指定される
平成８年４月 博物館管理規則の一部改正により、全祝日・休日の開館を実施
平成１５年７月 科学研究費補助金の申請を行うことができる学術研究機関に指定される

２．施設の概要

●所 在 地 徳島市八万町向寺山
●敷地面積 ４０．６ha（文化の森総合公園全体）
●建築面積 ８，３６３�（３館棟）
●延床面積 ２２，３８２�（３館合計－積層部分を含めると２３，８１４�）

８，０６３�（博物館占用スペース）
●構造規模 鉄筋鉄骨コンクリート造 地上４階・塔屋１階・地下１階

Ⅹ 施 設 の 概 要
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●設 計 ㈱佐藤武夫設計事務所・㈱日建設計・㈱環境建築研究所 共同企業体
●施 行
建 築 大成建設・フジタ工業・不動建設・熊谷組・間組 共同企業体
電 気 四国電気工業・近畿電気工事 共同企業体
空 調 東洋熱工業・三機工業・ナミレイ 共同企業体
管 朝日工業社・大成設備 共同企業体
エレベータ ㈱東芝
家 具 富士ファニチア㈱
移動展示ケース ㈱三井
展 示 ㈱丹青社

７８ 施設の概要



３．博物館各室面積

１ 階 ２ 階 ４ 階
室 名 面積� 室 名 面積� 室 名 面積�

企画展示室
同 上 準備室
地学収蔵庫
考古収蔵庫
一時保管庫
倉 庫
冷 凍 室
石 工 室
その他共用部分※

３２５
４６
１８６
３６１
８９
１３５
１９
４１
７７１

総合展示室
ラプラタ記念ホール
部門展示室（人文）
部門展示室（自然）
休 憩 室
休憩コーナー
展示ロビー
エレベーターホール
廊 下
その他共用部分※

１，２５２
２１０
２５１
２５０
２１
３９
４０７
２０
６５
４４２

エレベーターホール

特別収蔵庫 １

特別収蔵庫 ２

馴 化 室

歴史民俗収蔵庫

生物収蔵庫

その他共用部分※

４５

３７

３７

３５

３５７

３８０

１５１

小 計 １，０４２

小 計 １，９７３
屋 １ 階小 計 ２，９５７

室 名 面積�３ 階
その他共用部分※ ３９

室 名 面積�
小 計 ３９

暗 室

倉 庫

倉 庫

エレベーターホール

湯 沸 室

講 座 室

実 習 室

実習・講座準備室

レファレンスルーム

館 長 室

応 接 室

事 務 室

研究室（自然史）

生物標本作成室

飼 育 室

研究室（人文）

地学考古民俗作業室

分 析 室 １

分 析 室 ２

X線撮影室

保存処理室 ２

薬 品 庫

資料鑑定室

生物液浸収蔵庫

電子顕微鏡室

書 庫

資 料 室

書類保管庫

その他共用部分※

２３

２１

１５

３７

１２

１２３

１４６

３４

８１

５３

２１

１３３

１０６

２８

２１

８０

６４

６４

４８

４８

１００

２２

２２

１００

３０

９７

２０

３５

４６８

合 計

８，０６３�

※は荷解場、廊下、便所、空調
機械室など共用部分の、美術
館および２１世紀館との案分面
積。

小 計 ２，０５２

施設の概要 ７９



鳥居龍蔵記念博物館展示室鳥居龍蔵記念博物館展示室

８０ 施設の概要



●徳島県文化の森総合公園文化施設条例［抜粋］

制 定 平成２年３月２６日 徳島県条例第１１号
最近改正 平成２２年３月３０日 徳島県条例第１５号

（設置）
第１条 個性豊かな県民文化を振興し、魅力のある地域づくりに寄与するため、県民の文化活動の拠点として、徳
島県文化の森総合公園文化施設（以下「文化施設」という。）を徳島市八万町に設置する。
（名称及び業務）
第２条 文化施設の名称及び業務は、次のとおりとする。

（利用の許可）
第３条（省略）
（観覧料等）
第４条 博物館が展示する博物館資料又は美術館が展示する美術館資料を観覧する者に対しては、別表第１に掲げ
る額の観覧料を徴収する。
２ （省略）
３ 知事は、特別の理由があると認めるときは、観覧料又は使用料の全額又は一部を免除することができる。
４ 観覧料及び使用料の徴収の時期及び方法その他観覧料及び使用料に関し必要な事項は、規則で定める。
（損害の賠償）
第５条 文化施設を利用する者は、文化施設の施設、資料等をき損し又は亡失したときは、これによって生じた損
害を賠償しなければならない。ただし、知事は、当該き損又は亡失がやむを得ない理由によるものであると認め
るときは、その賠償責任の全部又は一部を免除することができる。
（職員）
第６条 図書館法（昭和２５年法律第１１８号）及び博物館法（昭和２６年法律第２８５号）に定めるもののほか、文化施設
に、館長その他必要な職員を置く。
（協議会）
第７条 教育委員会の附属機関として、次の表の上欄に掲げる協議会を置き、これらの協議会の所掌事務は、それ

� 例 規

名 称 業 務

徳島県立博物館

（以下「博物館」という。）

� 考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、

標本、模型、文献、写真その他の資料（鳥居龍蔵に関する資料を除く。

以下「博物館資料」という。）を収集し、保管し、及び展示すること。

� 博物館資料に関する調査研究を行うこと。

� 博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。

� その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施する

こと。

（徳島県立図書館、徳島県立近代美術館、徳島県立文書館、徳島県立二十一世紀館、徳島県立鳥居龍蔵記念博
物館の業務は省略）

８１



ぞれ同表の下欄に掲げるとおりとする。
２ 協議会は、委員１０人以内で組織する。
３ （省略）
４ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
５ 委員は、再任されることができる。
６ 前各項に定めるもののほか、協議会の組織及び運営に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。
（教育委員会規則への委任）
第８条 この条例に定めるもののほか、文化施設の管理に関し必要な事項は、教育委員会規則で定める。

●徳島県立博物館管理規則

制定 平成２年３月３１日 徳島県教育委員会規則第９号
改正 平成８年３月２９日 徳島県教育委員会規則第７号

（趣旨）
第１条 この規則は、徳島県立博物館（以下「博物館」という。）の管理に関し必要な事項を定めるものとする。
（休館日）
第２条 博物館の休館日は、次に掲げるとおりとする。
� 月曜日 ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）に規定する休日（以下「休日」
という。）に当たるときは、その日後においてその日に最も近い休日でない日
� １２月２８日から翌年の１月４日までの日
２ 徳島県立博物館長（以下「館長」という。）は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず臨
時に休館し、又は同項に規定する休館日に開館することができる。
（供用時間）
第３条 博物館の供用時間は、午前９時３０分から午後５時までとする。
２ 館長は、特に必要があると認めたときは、前項の規定にかかわらず、同項に規定する供用時間を変更すること
ができる。

別表第１（第４条関係）

区 分 単 位

金 額

常 設 展 企 画 展

個 人
団体（２０人
以上をいう。
以下同じ。）

個 人 団 体

小学校の児童及び中学校の生徒 １人１回 ５０円 ４０円

知事がその都度

定める額

高等学校の生徒並びに高等専門学校及び
大学の学生並びにこれらに準ずる者

１人１回 １００円 ８０円

その他の者（学齢に達しない者を除く。） １人１回 ２００円 １６０円

協 議 会 の 名 称 所 掌 事 務

徳島県立博物館協議会
博物館の運営に関し館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見

を述べること。

（４館の各協議会の所掌事務は省略）

８２ 例規



（遵守事項）
第４条 博物館を利用する者は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号）及びこの規
則並びに館長が別に定める利用者心得その他の規律を守らなければならない。
（入館の禁止等）
第５条 館長は、次の各号のいずれかに該当するときは、入館を禁止し、又は退館を命ずることができる。
� 泥酔者及び伝染性の疾病にかかっていると認められる者
� 前条の規定に違反し、又はそのおそれがある者
（資料の特別利用）
第６条 学術その他の目的のために博物館資料の撮影、模写等をしようとする者は、あらかじめ、館長の承認を受
けなければならない。
（補則）
第７条 この規則に定めるもののほか、博物館の管理に関し必要な事項は、館長が定める。

●徳島県立博物館協議会規則

制定 平成２年３月３１日 徳島県教育委員会規則第４号

（趣旨）
第１条 この規則は、徳島県文化の森総合公園文化施設条例（平成２年徳島県条例第１１号）第７条第６項の規定に
基づき、徳島県立博物館協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとす
る。
（会長及び副会長）
第２条 協議会に、会長及び副会長１人を置く。
２ 会長及び副会長は、委員の互選によって定める。
３ 会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。
（会議）
第３条 協議会の会議は、会長が招集する。
２ 協議会の会議は、委員の半数以上の出席がなければ、開くことができない。
３ 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、会長の決するところによる。
（雑則）
第４条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。

●徳島県教育委員会行政組織規則［抜粋］

制 定 昭和４５年３月３１日 徳島県教育委員会規則第４号
最近改正 平成２２年１１月１日 徳島県教育委員会規則第７号

第１章 総 則（省略）
第２章 事務局（省略）
第３章 教育機関［博物館に該当する条項のみの抜粋］
第３節 徳島県立博物館

（名称及び位置）
第２４条 文化施設条例により設置された徳島県立博物館（以下「博物館」という。）の名称及び位置は、次の表に
掲げるとおりとする。

例規 ８３



（内部組織等）
第２５条 博物館に普及課、自然課及び人文課を置く。
２ 前項の課の分担事務は、館長が定める。
（業務）
第２６条 博物館の業務は、次の各号に掲げるとおりとする。
� 考古、歴史、民俗、美術工芸、動物、植物及び地学に関する実物、標本、模型、文献、写真その他の資料（鳥
居龍蔵に関する資料を除く。以下「博物館資料」という。）を収集し、保管し、及び展示すること。
� 博物館資料に関する調査研究を行うこと。
� 博物館資料に関する観察会、講座等の教育普及事業を行うこと。
� その他博物館の設置の目的を達成するために必要な事業を実施すること。
（所長等の職務）
第３２条 総合教育センター及び埋文総合センターの所長、文書館及び二十一世紀館の館長は、上司の命を受け当該
教育機関の事務をつかさどり、所属職員を指揮監督する。
（次長等）
第３３条 上司の命を受け、教育機関の長を補佐させるため、次の表の上欄に掲げる職を同表の相当下欄に掲げる教
育機関に置く。

職 教 育 機 関

副 館 長 図書館、博物館、美術館、文書館、二十一世紀館、鳥居記念館

（総合教育センターその他の次長は省略）

２ 教育機関の長に事故があるとき、又は教育機関の長が欠けたときは、教育委員会が指定する職員が、その職務
を代行する。ただし、やむを得ない事由により教育委員会が教育機関の長の職務を代行する職員を指定すること
ができないときは、当該機関に属する次長又は副館長（二人以上置かれているときは、当該教育機関の長が指定
する次長又は副館長）が、その職務を代行する。
（主幹等）
第３４条 前条に規定する職のほか、教育機関に、次の表の上欄に掲げる職のうち必要な職を置き、その職務は、そ
れぞれ同表の相当下欄に掲げるとおりとする。

職 職 務

課 長 上司の命を受け、課の事務を処理する。

課 長 補 佐
上司の命を受け、特に高度の知識又は経験を必要とする事務、技術又は専門的事
務に従事する。

専 門 学 芸 員
上司の命を受け、高度の知識又は経験を必要とする博物館、美術館又は鳥居記念

館の専門的事務に従事する。

主 任
上司の命を受け、相当の知識又は経験を必要とする事務又は技術若しくは専門的
事務に従事する。

主 任 学 芸 員
上司の命を受け、相当の経験を必要とする博物館、美術館又は鳥居記念館の専門

的事務に従事する。

学 芸 員 上司の命を受け、博物館又は美術館の専門的事務に従事する。

（司書、技師その他の博物館に置いていない職は省略）

名 称 位 置

徳 島 県 立 博 物 館 徳島市八万町向寺山

８４ 例規



第４章 附属機関
（附属機関）
第３７条 附属機関の名称、庶務を担当する課又は教育機関は、次の表に掲げるとおりとする。

（事務局の各審議会、他館の協議会等は省略）

名 称 庶務を担当する課又は教育機関

徳島県立博物館協議会 博物館

例規 ８５



徳島県立博物館年報 第２０号（平成２２年度）

平成２３（２０１１）年７月３１日 発行
編集・発行：徳島県立博物館

〒７７０‐８０７０ 徳島市八万町向寺山

（文化の森総合公園内）
ＴＥＬ（０８８）６６８‐３６３６ ＦＡＸ（０８８）６６８‐７１９７
Ｅメール museum@mt.tokushima-ec.ed.jp
ホームページ http://www.museum.tokushima-ec.ed.jp/
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